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区分 区分

大会議室1,780円1,780円1,780円大会議室1,750円1,750円1,750円 20
1

小会議室980円980円980円小会議室970円970円970円

会議室１880円880円880円会議室１870円870円870円

会議室２880円880円880円会議室２870円870円870円

会議室３880円880円880円会議室３870円870円870円

会議室４1,720円1,720円1,720円会議室４1,690円1,690円1,690円

会議室５880円880円880円会議室５870円870円870円

会議室６880円880円880円会議室６870円870円870円

会議室７880円880円880円会議室７870円870円870円

⑶略 ⑶略

備考略 備考略

４栃木県立県南体育館の利用料金の基準４栃木県立県南体育館の利用料金の基準

額 額

⑴運動施設 ⑴運動施設

ア普通利用の場合 ア普通利用の場合

(ｱ) メインアリナサブアリ (ｱ) メインアリナサブアリー 、 ー ー 、 ー

ナ柔道場及び剣道場 ナ柔道場及び剣道場、 、

利用
午前９時午後１時午後５時

利用
午前９時午後１時午後５時

時間
から午後から午後から午後

時間
から午後から午後から午後

利用
１時まで５時まで９時まで

利用
１時まで５時まで９時まで

者 者

高校生等 高校生等

以下 以下

（ １人220円220円220円（ １人210円210円210円

１回に １回に

つき） つき）

略 略

(ｲ) トレニング室 (ｲ) トレニング室ー ー

アマチュア
入場料を徴収

11,100円 13,800円 16,700円

スポツに
しない場合20

0

ー

利用する

場合
入場料を徴収

27,900円 35,100円 42,000円
する場合

アマチュア
入場料を徴収

27,900円 35,100円 42,000円

スポツ
しない場合

ー

以外に利用

する場合
入場料を徴収

279,000円351,000円420,000円
する場合

イサブグラウンド

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用区分 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

アマチュア
入場料を徴収

5,720円 7,190円 8,640円

スポツに
しない場合

ー

利用する

場合
入場料を徴収

14,200円 17,800円 21,400円
する場合

アマチュア
入場料を徴収

14,200円 17,800円 21,400円

スポツ
しない場合

ー

以外に利用

する場合
入場料を徴収

142,000円178,000円214,000円
する場合

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第10条第13条関係） 別表（第10条第13条関係）、 、

１・２略 １・２略

３栃木県グリンスタジアム使用料 ３栃木県グリンスタジアム使用料ー ー

⑴略 ⑴略

⑵会議室 ⑵会議室

利用
午前９時午後１時午後５時

利用
午前９時午後１時午後５時

時間
から午後から午後から午後

時間
から午後から午後から午後

施設
１時まで５時まで９時まで

施設
１時まで５時まで９時まで
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利用
午前９時午後１時午後５時

利用
午前９時午後１時午後５時

時間
から午後から午後から午後

時間
から午後から午後から午後

利用
１時まで５時まで９時まで

利用
１時まで５時まで９時まで2

0
2

者 者

高校生等 高校生等

以下 以下

（ １人270円270円270円（ １人260円260円260円

１回に １回に

つき） つき）

略 略

イ略 イ略

⑵・⑶略 ⑵・⑶略

備考略 備考略

５７略 ５７略～ ～

別 表 ４ 栃 木 県 立 県 南 体 育 館 の 利 用 料 金 の 基 準 額 の 部 ⑴ 運 動 施 設 の 款 イ 専 用 利 用 の 場 合 の 項

メ イ ン ア リ ー ナ の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。(
ア

)

(ｱ) メインアリナー

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用区分 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

アマチュア
入場料を徴収

7,630円 11,300円 15,100円

スポツに
しない場合

ー

利用する

場合
入場料を徴収

38,000円 57,200円 76,300円
する場合

アマチュア
入場料を徴収

45,700円 68,600円 91,600円

スポツ
しない場合

ー

以外に利用

する場合
入場料を徴収

228,000円342,000円457,000円
する場合

別 表 ４ 栃 木 県 立 県 南 体 育 館 の 利 用 料 金 の 基 準 額 の 部 ⑴ 運 動 施 設 の 款 イ 専 用 利 用 の 場 合 の 項

サ ブ ア リ ー ナ の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。(
イ

)

(ｲ) サブアリナー

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用区分 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

区分 区分

大会議室1,780円1,780円1,780円大会議室1,750円1,750円1,750円 2
0
1

小会議室980円980円980円小会議室970円970円970円

会議室１880円880円880円会議室１870円870円870円

会議室２880円880円880円会議室２870円870円870円

会議室３880円880円880円会議室３870円870円870円

会議室４1,720円1,720円1,720円会議室４1,690円1,690円1,690円

会議室５880円880円880円会議室５870円870円870円

会議室６880円880円880円会議室６870円870円870円

会議室７880円880円880円会議室７870円870円870円

⑶略 ⑶略

備考略 備考略

４栃木県立県南体育館の利用料金の基準４栃木県立県南体育館の利用料金の基準

額 額

⑴運動施設 ⑴運動施設

ア普通利用の場合 ア普通利用の場合

(ｱ) メインアリナサブアリ (ｱ) メインアリナサブアリー 、 ー ー 、 ー

ナ柔道場及び剣道場 ナ柔道場及び剣道場、 、

利用
午前９時午後１時午後５時

利用
午前９時午後１時午後５時

時間
から午後から午後から午後

時間
から午後から午後から午後

利用
１時まで５時まで９時まで

利用
１時まで５時まで９時まで

者 者

高校生等 高校生等

以下 以下

（ １人220円220円220円（ １人210円210円210円

１回に １回に

つき） つき）

略 略

(ｲ) トレニング室 (ｲ) トレニング室ー ー
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利用
午前９時午後１時午後５時

利用
午前９時午後１時午後５時

時間
から午後から午後から午後

時間
から午後から午後から午後

利用
１時まで５時まで９時まで

利用
１時まで５時まで９時まで2

0
2

者 者

高校生等 高校生等

以下 以下

（ １人270円270円270円（ １人260円260円260円

１回に １回に

つき） つき）

略 略

イ略 イ略

⑵・⑶略 ⑵・⑶略

備考略 備考略

５７略 ５７略～ ～

別 表 ４ 栃 木 県 立 県 南 体 育 館 の 利 用 料 金 の 基 準 額 の 部 ⑴ 運 動 施 設 の 款 イ 専 用 利 用 の 場 合 の 項

メ イ ン ア リ ー ナ の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。

(
ア

)

(ｱ) メインアリナー

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用区分 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

アマチュア
入場料を徴収

7,630円 11,300円 15,100円

スポツに
しない場合

ー

利用する

場合
入場料を徴収

38,000円 57,200円 76,300円
する場合

アマチュア
入場料を徴収

45,700円 68,600円 91,600円

スポツ
しない場合

ー

以外に利用

する場合
入場料を徴収

228,000円342,000円457,000円
する場合

別 表 ４ 栃 木 県 立 県 南 体 育 館 の 利 用 料 金 の 基 準 額 の 部 ⑴ 運 動 施 設 の 款 イ 専 用 利 用 の 場 合 の 項

サ ブ ア リ ー ナ の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。(
イ

)

(ｲ) サブアリナー

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用区分 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

アマチュア
入場料を徴収

3,800円 5,720円 7,630円

スポツに
しない場合

ー

利用する 2
0
3

場合
入場料を徴収

19,000円 28,400円 38,000円
する場合

アマチュア
入場料を徴収

22,800円 34,200円 45,700円

スポツ
しない場合

ー

以外に利用

する場合
入場料を徴収

113,000円170,000円228,000円
する場合

別 表 ４ 栃 木 県 立 県 南 体 育 館 の 利 用 料 金 の 基 準 額 の 部 ⑵ 研 修 室 の 款 を 次 の よ う に 改 め る 。

⑵研修室

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用区分 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

全部の利用 4,710円 7,070円 7,070円

一部の
２／３の利用 3,130円 4,710円 4,710円

利用
１／３の利用 1,550円 2,350円 2,350円

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第10条第13条関係） 別表（第10条第13条関係）、 、

１４略 １４略～ ～

５栃木県立県北体育館の利用料金の基準５栃木県立県北体育館の利用料金の基準

額 額

⑴運動施設 ⑴運動施設

ア普通利用の場合 ア普通利用の場合

(ｱ) メインアリナサブアリ (ｱ) メインアリナサブアリー 、 ー ー 、 ー

ナ及び武道場 ナ及び武道場

利用
午前９時午後１時午後５時

利用
午前９時午後１時午後５時

時間
から午後から午後から午後

時間
から午後から午後から午後

利用
１時まで５時まで９時まで

利用
１時まで５時まで９時まで

者 者

高校生等 高校生等
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以下 以下

（ １人220円220円220円（ １人210円210円210円

１回に １回に2
0
4

つき） つき）

略 略

(ｲ) トレニング室 (ｲ) トレニング室ー ー

利用
午前９時午後１時午後５時

利用
午前９時午後１時午後５時

時間
から午後から午後から午後

時間
から午後から午後から午後

利用
１時まで５時まで９時まで

利用
１時まで５時まで９時まで

者 者

高校生等 高校生等

以下 以下

（ １人270円270円270円（ １人260円260円260円

１回に １回に

つき） つき）

略 略

イ略 イ略

⑵・⑶略 ⑵・⑶略

備考略 備考略

６・７略 ６・７略

別 表 ５ 栃 木 県 立 県 北 体 育 館 の 利 用 料 金 の 基 準 額 の 部 ⑴ 運 動 施 設 の 款 イ 専 用 利 用 の 場 合 の 項

を 次 の よ う に 改 め る 。

イ専用利用の場合

(ｱ) メインアリナー

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用区分 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

アマチュア
入場料を徴収

7,630円 11,300円 15,100円

スポツに
しない場合

ー

利用する

場合
入場料を徴収

38,000円 57,200円 76,300円
する場合

アマチュア
入場料を徴収

45,700円 68,600円 91,600円

スポツ
しない場合

ー

以外に利用

アマチュア
入場料を徴収

3,800円 5,720円 7,630円

スポツに
しない場合

ー

利用する 2
0
3

場合
入場料を徴収

19,000円 28,400円 38,000円
する場合

アマチュア
入場料を徴収

22,800円 34,200円 45,700円

スポツ
しない場合

ー

以外に利用

する場合
入場料を徴収

113,000円170,000円228,000円
する場合

別 表 ４ 栃 木 県 立 県 南 体 育 館 の 利 用 料 金 の 基 準 額 の 部 ⑵ 研 修 室 の 款 を 次 の よ う に 改 め る 。

⑵研修室

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用区分 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

全部の利用 4,710円 7,070円 7,070円

一部の
２／３の利用 3,130円 4,710円 4,710円

利用
１／３の利用 1,550円 2,350円 2,350円

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第10条第13条関係） 別表（第10条第13条関係）、 、

１４略 １４略～ ～

５栃木県立県北体育館の利用料金の基準５栃木県立県北体育館の利用料金の基準

額 額

⑴運動施設 ⑴運動施設

ア普通利用の場合 ア普通利用の場合

(ｱ) メインアリナサブアリ (ｱ) メインアリナサブアリー 、 ー ー 、 ー

ナ及び武道場 ナ及び武道場

利用
午前９時午後１時午後５時

利用
午前９時午後１時午後５時

時間
から午後から午後から午後

時間
から午後から午後から午後

利用
１時まで５時まで９時まで

利用
１時まで５時まで９時まで

者 者

高校生等 高校生等
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する場合
入場料を徴収

228,000円342,000円457,000円
する場合

2
0
5

(ｲ) サブアリナー

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用区分 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

アマチュア
入場料を徴収

3,800円 5,720円 7,630円

スポツに
しない場合

ー

利用する

場合
入場料を徴収

19,000円 28,400円 38,000円
する場合

アマチュア
入場料を徴収

22,800円 34,200円 45,700円

スポツ
しない場合

ー

以外に利用

する場合
入場料を徴収

113,000円170,000円228,000円
する場合

(ｳ) 武道場

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用区分 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

アマチュア
入場料を徴収

5,720円 8,640円 11,300円

スポツに
しない場合

ー

利用する
全

場合
入場料を徴収

28,400円 43,100円 57,200円
部 する場合

の

利
アマチュア

入場料を徴収
34,200円 51,800円 68,600円

用
スポツ

しない場合
ー

以外に利用

する場合
入場料を徴収

170,000円258,000円342,000円
する場合

アマチュア
入場料を徴収

3,800円 5,720円 7,630円

スポツに
しない場合

ー

１利用する

／場合
入場料を徴収

19,000円 28,400円 38,000円

２
する場合

の

利アマチュア
入場料を徴収

22,800円 34,200円 45,700円

以下 以下

（ １人220円220円220円（ １人210円210円210円

１回に １回に2
0
4

つき） つき）

略 略

(ｲ) トレニング室 (ｲ) トレニング室ー ー

利用
午前９時午後１時午後５時

利用
午前９時午後１時午後５時

時間
から午後から午後から午後

時間
から午後から午後から午後

利用
１時まで５時まで９時まで

利用
１時まで５時まで９時まで

者 者

高校生等 高校生等

以下 以下

（ １人270円270円270円（ １人260円260円260円

１回に １回に

つき） つき）

略 略

イ略 イ略

⑵・⑶略 ⑵・⑶略

備考略 備考略

６・７略 ６・７略

別 表 ５ 栃 木 県 立 県 北 体 育 館 の 利 用 料 金 の 基 準 額 の 部 ⑴ 運 動 施 設 の 款 イ 専 用 利 用 の 場 合 の 項

を 次 の よ う に 改 め る 。

イ専用利用の場合

(ｱ) メインアリナー

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用区分 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

アマチュア
入場料を徴収

7,630円 11,300円 15,100円

スポツに
しない場合

ー

利用する

場合
入場料を徴収

38,000円 57,200円 76,300円
する場合

アマチュア
入場料を徴収

45,700円 68,600円 91,600円

スポツ
しない場合

ー

以外に利用
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用スポツ
しない場合

ー

以外に利用

する場合
入場料を徴収

113,000円170,000円228,000円2
0
6

する場合

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第10条第13条関係） 別表（第10条第13条関係）、 、

１４略 １４略～ ～

５栃木県立県北体育館の利用料金の基準５栃木県立県北体育館の利用料金の基準

額 額

⑴略 ⑴略

⑵研修室 ⑵研修室

利用
午前９時午後１時午後５時

利用
午前９時午後１時午後５時

時間
から午後から午後から午後

時間
から午後から午後から午後

施設
１時まで５時まで９時まで

施設
１時まで５時まで９時まで

区分 区分

研修室Ａ2,110円3,130円3,130円研修室Ａ2,080円3,080円3,080円

研修室Ｂ2,570円3,920円3,920円研修室Ｂ2,530円3,850円3,850円

⑶略 ⑶略

備考略 備考略

６栃木県立温水プル館の利用料金の基６栃木県立温水プル館の利用料金の基ー ー

準額 準額

⑴プル ⑴プルー ー

ア普通利用の場合 ア普通利用の場合

利用時間午前９時から 利用時間午前９時から

利用者 午後９時まで利用者 午後９時まで

高校生等以下 高校生等以下

（ １人１回 310円（ １人１回 300円

につき） につき）

その他の者 その他の者

（ １人１回 620円（ １人１回 610円

につき） につき）

する場合
入場料を徴収

228,000円342,000円457,000円
する場合

2
0
5

(ｲ) サブアリナー

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用区分 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

アマチュア
入場料を徴収

3,800円 5,720円 7,630円

スポツに
しない場合

ー

利用する

場合
入場料を徴収

19,000円 28,400円 38,000円
する場合

アマチュア
入場料を徴収

22,800円 34,200円 45,700円

スポツ
しない場合

ー

以外に利用

する場合
入場料を徴収

113,000円170,000円228,000円
する場合

(ｳ) 武道場

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用区分 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

アマチュア
入場料を徴収

5,720円 8,640円 11,300円

スポツに
しない場合

ー

利用する
全

場合
入場料を徴収

28,400円 43,100円 57,200円
部 する場合

の

利
アマチュア

入場料を徴収
34,200円 51,800円 68,600円

用
スポツ

しない場合
ー

以外に利用

する場合
入場料を徴収

170,000円258,000円342,000円
する場合

アマチュア
入場料を徴収

3,800円 5,720円 7,630円

スポツに
しない場合

ー

１利用する

／場合
入場料を徴収

19,000円 28,400円 38,000円

２
する場合

の

利アマチュア
入場料を徴収

22,800円 34,200円 45,700円
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イ専用利用の場合 イ専用利用の場合

午前９時から午後９時 午前９時から午後９時 2
0
7

区 分
まで（１時間につき）

区 分
まで（１時間につき）

全コス１コス 全コス１コスー ー ー ー

入場料を 入場料を

50メ徴収しな20,800円4,180円50メ徴収しな20,500円4,110円ー ー

トルい場合 トルい場合

プル プルー ー

略 略 略 略

入場料を 入場料を

25メ徴収しな10,300円2,080円25メ徴収しな10,200円2,050円ー ー

トルい場合 トルい場合

プル プルー ー

略 略 略 略

⑵会議室 ⑵会議室

利用時間午前９時から午後９時 利用時間午前９時から午後９時

利用区分 まで（１時間につき） 利用区分 まで（１時間につき）

全部の利用 2,080円全部の利用 2,050円

３／４の利用 1,560円３／４の利用 1,540円

１／２の利用 1,030円１／２の利用 1,020円

略 略

⑶略 ⑶略

備考略 備考略

７栃木県体育館分館の利用料金の基準額７栃木県体育館分館の利用料金の基準額

⑴普通利用の場合 ⑴普通利用の場合

利用
午前９時午後１時午後５時

利用
午前９時午後１時午後５時

時間
から午後から午後から午後

時間
から午後から午後から午後

利用
１時まで５時まで９時まで

利用
１時まで５時まで９時まで

者 者

略 略

用スポツ
しない場合

ー

以外に利用

する場合
入場料を徴収

113,000円170,000円228,000円2
0
6

する場合

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第10条第13条関係） 別表（第10条第13条関係）、 、

１４略 １４略～ ～

５栃木県立県北体育館の利用料金の基準５栃木県立県北体育館の利用料金の基準

額 額

⑴略 ⑴略

⑵研修室 ⑵研修室

利用
午前９時午後１時午後５時

利用
午前９時午後１時午後５時

時間
から午後から午後から午後

時間
から午後から午後から午後

施設
１時まで５時まで９時まで

施設
１時まで５時まで９時まで

区分 区分

研修室Ａ2,110円3,130円3,130円研修室Ａ2,080円3,080円3,080円

研修室Ｂ2,570円3,920円3,920円研修室Ｂ2,530円3,850円3,850円

⑶略 ⑶略

備考略 備考略

６栃木県立温水プル館の利用料金の基６栃木県立温水プル館の利用料金の基ー ー

準額 準額

⑴プル ⑴プルー ー

ア普通利用の場合 ア普通利用の場合

利用時間午前９時から 利用時間午前９時から

利用者 午後９時まで利用者 午後９時まで

高校生等以下 高校生等以下

（ １人１回 310円（ １人１回 300円

につき） につき）

その他の者 その他の者

（ １人１回 620円（ １人１回 610円

につき） につき）
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その他 その他

の者 の者

（ １人330円330円330円（ １人320円320円320円2
0
8

１回に １回に

つき） つき）

⑵略 ⑵略

備考略 備考略

別 表 ７ 栃 木 県 体 育 館 分 館 の 利 用 料 金 の 基 準 額 の 部 ⑵ 専 用 利 用 の 場 合 の 款 を 次 の よ う に 改 め

る 。

⑵専用利用の場合

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用区分 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

アマチュア
入場料を徴収

2,000円 2,910円 4,030円

スポツに
しない場合

ー

利用する

場合
入場料を徴収

11,000円 15,800円 22,500円
する場合

アマチュア
入場料を徴収

11,900円 17,500円 23,800円

スポツ
しない場合

ー

以外に利用

する場合
入場料を徴収

66,400円 97,400円132,000円
する場合

（ と ち ぎ 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 六 条 と ち ぎ 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 １ 施 設 の 利 用 料 金 の 基 準 額 の 項 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。

利用時間区分午前９時から午後１時から午後６時から

施設区分 正午まで午後５時まで午後９時まで

１０１ 1,330円1,780円1,330円

２０１ 2,680円3,580円2,680円

研 ２０２ 1,330円1,780円1,330円

２０３ 1,670円2,230円1,670円

イ専用利用の場合 イ専用利用の場合

午前９時から午後９時 午前９時から午後９時 2
0
7

区 分
まで（１時間につき）

区 分
まで（１時間につき）

全コス１コス 全コス１コスー ー ー ー

入場料を 入場料を

50メ徴収しな20,800円4,180円50メ徴収しな20,500円4,110円ー ー

トルい場合 トルい場合

プル プルー ー

略 略 略 略

入場料を 入場料を

25メ徴収しな10,300円2,080円25メ徴収しな10,200円2,050円ー ー

トルい場合 トルい場合

プル プルー ー

略 略 略 略

⑵会議室 ⑵会議室

利用時間午前９時から午後９時 利用時間午前９時から午後９時

利用区分 まで（１時間につき） 利用区分 まで（１時間につき）

全部の利用 2,080円全部の利用 2,050円

３／４の利用 1,560円３／４の利用 1,540円

１／２の利用 1,030円１／２の利用 1,020円

略 略

⑶略 ⑶略

備考略 備考略

７栃木県体育館分館の利用料金の基準額７栃木県体育館分館の利用料金の基準額

⑴普通利用の場合 ⑴普通利用の場合

利用
午前９時午後１時午後５時

利用
午前９時午後１時午後５時

時間
から午後から午後から午後

時間
から午後から午後から午後

利用
１時まで５時まで９時まで

利用
１時まで５時まで９時まで

者 者

略 略
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Ａ 2,680円3,580円2,680円

修３０１

Ｂ 2,680円3,580円2,680円 2
0
9

Ａ 2,680円3,580円2,680円

３０２

室 Ｂ 1,670円2,230円1,670円

３０３ 1,670円2,230円1,670円

３０４ 3,700円4,930円3,700円

会 議 室 3,360円4,480円3,360円

ＯＡ研修室 2,680円3,580円2,680円

パフォマンススタジオ 4,360円5,830円4,360円ー

１ 1,330円1,780円1,330円

和 室

２ 1,330円1,780円1,330円

ライフアトリエ調理 1,670円2,230円1,670円

コナ 手工芸 1,670円2,230円1,670円ー ー

ホ ル 15,600円20,900円15,600円ー

調理実習室 3,700円4,930円3,700円

別 表 備 考 １ を 次 の よ う に 改 め る 。

１やむを得ない理由により利用時間区分以外の時間（２以上の利用時間区分にわたっ

て利用する場合の当該２以上の利用時間区分の間の利用時間区分以外の時間を除

く）に利用する場合の施設の利用料金の基準額は30分につき5,220円を超えない。 、

範囲内で規則で定める額とする。

（ 栃 木 県 奥 日 光 地 区 駐 車 場 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 七 条 栃 木 県 奥 日 光 地 区 駐 車 場 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 八 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第６条関係） 別表（第６条関係）

その他 その他

の者 の者

（ １人330円330円330円（ １人320円320円320円2
0
8

１回に １回に

つき） つき）

⑵略 ⑵略

備考略 備考略

別 表 ７ 栃 木 県 体 育 館 分 館 の 利 用 料 金 の 基 準 額 の 部 ⑵ 専 用 利 用 の 場 合 の 款 を 次 の よ う に 改 め

る 。

⑵専用利用の場合

利用時間午前９時から午後１時から午後５時から

利用区分 午後１時まで午後５時まで午後９時まで

アマチュア
入場料を徴収

2,000円 2,910円 4,030円

スポツに
しない場合

ー

利用する

場合
入場料を徴収

11,000円 15,800円 22,500円
する場合

アマチュア
入場料を徴収

11,900円 17,500円 23,800円

スポツ
しない場合

ー

以外に利用

する場合
入場料を徴収

66,400円 97,400円132,000円
する場合

（ と ち ぎ 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 六 条 と ち ぎ 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 七 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 表 １ 施 設 の 利 用 料 金 の 基 準 額 の 項 の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。

利用時間区分午前９時から午後１時から午後６時から

施設区分 正午まで午後５時まで午後９時まで

１０１ 1,330円1,780円1,330円

２０１ 2,680円3,580円2,680円

研 ２０２ 1,330円1,780円1,330円

２０３ 1,670円2,230円1,670円
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区分単位基準額 区分単位基準額

2
1
0

略 略

普通自動車１台１回 320円普通自動車１台１回 310円

大型バス１台１回 2,230円大型バス１台１回 2,190円

備考略 備考略

（ と ち ぎ 生 き が い づ く り セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 八 条 と ち ぎ 生 き が い づ く り セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 平 成 八 年 栃 木 県 条 例

第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 大 学 校 の 授 業 料 ） （ 大 学 校 の 授 業 料 ）

第 九 条 の 二 略 第 九 条 の 二 略

２ 前 項 の 授 業 料 の 基 準 額 は 、 年 額 一 万 八 千 ２ 前 項 の 授 業 料 の 基 準 額 は 、 年 額 一 万 八 千

八 百 円 と す る 。 五 百 円 と す る 。

３ ・ ４ 略 ３ ・ ４ 略

別表（第６条関係） 別表（第６条関係）

１とちぎ生きがいづくりセンタ １とちぎ生きがいづくりセンター ー

施設区分
使用料

施設区分
使用料

（１時間につき） （１時間につき）

講 堂 3,970円講 堂 3,900円

Ａ 930円 Ａ 920円

Ｂ 930円 Ｂ 920円

Ｃ 1,030円 Ｃ 1,020円

教 室 教 室

略略 略略

Ｅ 1,870円 Ｅ 1,840円

Ｆ 830円 Ｆ 820円

Ａ 2,680円3,580円2,680円

修３０１

Ｂ 2,680円3,580円2,680円 2
0
9

Ａ 2,680円3,580円2,680円

３０２

室 Ｂ 1,670円2,230円1,670円

３０３ 1,670円2,230円1,670円

３０４ 3,700円4,930円3,700円

会 議 室 3,360円4,480円3,360円

ＯＡ研修室 2,680円3,580円2,680円

パフォマンススタジオ 4,360円5,830円4,360円ー

１ 1,330円1,780円1,330円

和 室

２ 1,330円1,780円1,330円

ライフアトリエ調理 1,670円2,230円1,670円

コナ 手工芸 1,670円2,230円1,670円ー ー

ホ ル 15,600円20,900円15,600円ー

調理実習室 3,700円4,930円3,700円

別 表 備 考 １ を 次 の よ う に 改 め る 。

１やむを得ない理由により利用時間区分以外の時間（２以上の利用時間区分にわたっ

て利用する場合の当該２以上の利用時間区分の間の利用時間区分以外の時間を除

く）に利用する場合の施設の利用料金の基準額は30分につき5,220円を超えない。 、

範囲内で規則で定める額とする。

（ 栃 木 県 奥 日 光 地 区 駐 車 場 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 七 条 栃 木 県 奥 日 光 地 区 駐 車 場 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 八 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第６条関係） 別表（第６条関係）
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略 略

21
1

和 室 730円和 室 720円

多目的ホル 1,670円多目的ホル 1,640円ー ー

テニスコト１面 260円テニスコト１面 250円ー ー

２とちぎ生きがいづくりセンタ県南支２とちぎ生きがいづくりセンタ県南支ー ー

所 所

施設区分
使用料

施設区分
使用料

（１時間につき） （１時間につき）

略略 略略

Ｂ 930円 Ｂ 920円

Ｃ 310円 Ｃ 300円

教 室 教 室

Ｄ 580円 Ｄ 570円

略略 略略

Ｆ 690円 Ｆ 680円

演習室 930円演習室 920円

略 略

屋外運動場 260円屋外運動場 250円

講堂兼体育館 1,460円講堂兼体育館 1,440円

３とちぎ生きがいづくりセンタ県北支３とちぎ生きがいづくりセンタ県北支ー ー

所 所

施設区分
使用料

施設区分
使用料

（１時間につき） （１時間につき）

Ａ 730円 Ａ 720円

Ｂ 310円 Ｂ 300円

区分単位基準額 区分単位基準額

21
0

略 略

普通自動車１台１回 320円普通自動車１台１回 310円

大型バス１台１回 2,230円大型バス１台１回 2,190円

備考略 備考略

（ と ち ぎ 生 き が い づ く り セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 八 条 と ち ぎ 生 き が い づ く り セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 平 成 八 年 栃 木 県 条 例

第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 大 学 校 の 授 業 料 ） （ 大 学 校 の 授 業 料 ）

第 九 条 の 二 略 第 九 条 の 二 略

２ 前 項 の 授 業 料 の 基 準 額 は 、 年 額 一 万 八 千 ２ 前 項 の 授 業 料 の 基 準 額 は 、 年 額 一 万 八 千

八 百 円 と す る 。 五 百 円 と す る 。

３ ・ ４ 略 ３ ・ ４ 略

別表（第６条関係） 別表（第６条関係）

１とちぎ生きがいづくりセンタ １とちぎ生きがいづくりセンター ー

施設区分
使用料

施設区分
使用料

（１時間につき） （１時間につき）

講 堂 3,970円講 堂 3,900円

Ａ 930円 Ａ 920円

Ｂ 930円 Ｂ 920円

Ｃ 1,030円 Ｃ 1,020円

教 室 教 室

略略 略略

Ｅ 1,870円 Ｅ 1,840円

Ｆ 830円 Ｆ 820円
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Ｃ 310円 Ｃ 300円

教 室 教 室21
2

略略 略略

Ｅ 590円 Ｅ 580円

略略 略略

演習室 310円演習室 300円

略 略

多目的ホル 1,350円多目的ホル 1,330円ー ー

（ と ち ぎ 健 康 づ く り セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 九 条 と ち ぎ 健 康 づ く り セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 八 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表第１（第３条第14条関係） 別表第１（第３条第14条関係）、 、

施設利用区分
基準額

施設利用区分
基準額

（１人１回につき） （１人１回につき）

略略 略略

利用時間 利用時間

が２時間
４歳

が２時間
４歳

までの
以上

までの
以上

場合
16歳 260円

場合
16歳 250円

未満 未満

の者 の者

プル プルー 、 ー 、

トレニ 510円に２時トレニ 510円に２時ー ー

ング室及
16歳

間を超える利ング室及
16歳

間を超える利

びランニ
以上

用時間１時間びランニ
以上

用時間１時間

ングデッ
の者

までごとにングデッ
の者

までごとに

キ
利用時間

260円を加算キ
利用時間

250円を加算

が２時間
した額

が２時間
した額

を超える を超える

略 略

21
1

和 室 730円和 室 720円

多目的ホル 1,670円多目的ホル 1,640円ー ー

テニスコト１面 260円テニスコト１面 250円ー ー

２とちぎ生きがいづくりセンタ県南支２とちぎ生きがいづくりセンタ県南支ー ー

所 所

施設区分
使用料

施設区分
使用料

（１時間につき） （１時間につき）

略略 略略

Ｂ 930円 Ｂ 920円

Ｃ 310円 Ｃ 300円

教 室 教 室

Ｄ 580円 Ｄ 570円

略略 略略

Ｆ 690円 Ｆ 680円

演習室 930円演習室 920円

略 略

屋外運動場 260円屋外運動場 250円

講堂兼体育館 1,460円講堂兼体育館 1,440円

３とちぎ生きがいづくりセンタ県北支３とちぎ生きがいづくりセンタ県北支ー ー

所 所

施設区分
使用料

施設区分
使用料

（１時間につき） （１時間につき）

Ａ 730円 Ａ 720円

Ｂ 310円 Ｂ 300円
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場合４歳
260円に２時

場合４歳
250円に２時

以上
間を超える利

以上
間を超える利

16歳
用時間１時間

16歳
用時間１時間 2

1
3

未満
までごとに

未満
までごとに

の者
120円を加算

の者
120円を加算

した額 した額

別表第２（第４条第14条関係） 別表第２（第４条第14条関係）、 、

１施設の利用料金の基準額 １施設の利用料金の基準額

施設区分
基準額

施設区分
基準額

（１時間につき） （１時間につき）

エアロビクス
830円

エアロビクス
820円

スタジオ スタジオ

全面 2,930円 全面 2,880円

多目的運
１／２面 1,460円

多目的運
１／２面 1,440円

動フロア 動フロア
１／３面 980円 １／３面 970円

略 略 略 略

大会議室 1,670円大会議室 1,640円

小会議室 930円小会議室 920円

全面 1,150円 全面 1,130円

多目的
２／３面 760円

多目的
２／３面 750円

フロアＡ フロアＡ
１／２面 570円 １／２面 560円

略 略 略 略

略 略

２略 ２略

備考略 備考略

別表第３（第14条関係） 別表第３（第14条関係）

Ｃ 310円 Ｃ 300円

教 室 教 室2
1
2

略略 略略

Ｅ 590円 Ｅ 580円

略略 略略

演習室 310円演習室 300円

略 略

多目的ホル 1,350円多目的ホル 1,330円ー ー

（ と ち ぎ 健 康 づ く り セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 十 九 条 と ち ぎ 健 康 づ く り セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 八 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表第１（第３条第14条関係） 別表第１（第３条第14条関係）、 、

施設利用区分
基準額

施設利用区分
基準額

（１人１回につき） （１人１回につき）

略略 略略

利用時間 利用時間

が２時間
４歳

が２時間
４歳

までの
以上

までの
以上

場合
16歳 260円

場合
16歳 250円

未満 未満

の者 の者

プル プルー 、 ー 、

トレニ 510円に２時トレニ 510円に２時ー ー

ング室及
16歳

間を超える利ング室及
16歳

間を超える利

びランニ
以上

用時間１時間びランニ
以上

用時間１時間

ングデッ
の者

までごとにングデッ
の者

までごとに

キ
利用時間

260円を加算キ
利用時間

250円を加算

が２時間
した額

が２時間
した額

を超える を超える
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区分基準額（１人１回につき） 区分基準額（１人１回につき）

略 略2
1
4

講座 1,030円講座 1,020円

体力測定 1,030円体力測定 1,020円

（ 栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 条 栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 （ 平 成 九 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 駐 車 場 の 使 用 ） （ 駐 車 場 の 使 用 ）

第 二 十 五 条 略 第 二 十 五 条 略

２ 前 項 の 許 可 を 受 け た 者 は 、 規 則 で 定 め る ２ 前 項 の 許 可 を 受 け た 者 は 、 規 則 で 定 め る

と こ ろ に よ り 、 月 額 五 千 二 百 三 十 円 を 限 度 と こ ろ に よ り 、 月 額 五 千 百 四 十 円 を 限 度

と し て 知 事 が 別 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な と し て 知 事 が 別 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な

け れ ば な ら な い 。 け れ ば な ら な い 。

（ 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 一 条 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条

例 第 三 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ）

一 ～ 三 十 六 の 二 略 一 ～ 三 十 六 の 二 略

三 十 七 建 築 基 準 法 （ 昭 和 二 十 略 三 十 七 建 築 基 準 法 （ 昭 和 二 十 略

五 年 法 律 第 二 百 一 号 。 以 下 こ 五 年 法 律 第 二 百 一 号 。 以 下 こ

の 項 に お い て 「 法 」 と い の 項 に お い て 「 法 」 と い

う 。 ） 、 建 築 基 準 法 施 行 令 う 。 ） 、 建 築 基 準 法 施 行 令

（ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 三 百 三 （ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 三 百 三

十 八 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 十 八 号 。 以 下 こ の 項 に お い て

「 政 令 」 と い う 。 ） 及 び 法 の 「 政 令 」 と い う 。 ） 及 び 法 の

施 行 の た め の 規 則 に 基 づ く 事 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ く 事

務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の

場合４歳
260円に２時

場合４歳
250円に２時

以上
間を超える利

以上
間を超える利

16歳
用時間１時間

16歳
用時間１時間 2

1
3

未満
までごとに

未満
までごとに

の者
120円を加算

の者
120円を加算

した額 した額

別表第２（第４条第14条関係） 別表第２（第４条第14条関係）、 、

１施設の利用料金の基準額 １施設の利用料金の基準額

施設区分
基準額

施設区分
基準額

（１時間につき） （１時間につき）

エアロビクス
830円

エアロビクス
820円

スタジオ スタジオ

全面 2,930円 全面 2,880円

多目的運
１／２面 1,460円

多目的運
１／２面 1,440円

動フロア 動フロア
１／３面 980円 １／３面 970円

略 略 略 略

大会議室 1,670円大会議室 1,640円

小会議室 930円小会議室 920円

全面 1,150円 全面 1,130円

多目的
２／３面 760円

多目的
２／３面 750円

フロアＡ フロアＡ
１／２面 570円 １／２面 560円

略 略 略 略

略 略

２略 ２略

備考略 備考略

別表第３（第14条関係） 別表第３（第14条関係）
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) ) ) )

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略( ( ( () )

三 法 第 六 条 第 一 項 三 法 第 六 条 第 一 項 （ 法 第 八( (
十 七 条 第 一 項 、 第 八 十 七 条 2
15

の 二 並 び に 第 八 十 八 条 第 一

項 及 び 第 二 項 に お い て 準 用

の 規 定 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定

に よ る 確 認 の 申 請 の 受 理 等 に よ る 確 認 の 申 請 の 受 理 等) )

四 略 四 略( () )

五 法 第 十 八 条 第 二 項 五 法 第 十 八 条 第 二 項 （ 法 第( (
八 十 七 条 第 一 項 、 第 八 十 七

条 の 二 並 び に 第 八 十 八 条 第

一 項 及 び 第 二 項 に お い て 準

の 規 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規

定 に よ る 通 知 の 受 理 等 定 に よ る 通 知 の 受 理 等) ) ) )

六 ～ 十 略 六 ～ 十 略( ( ( () )

十 一 法 第 四 十 四 条 第 一 項 第 十 一 法 第 四 十 四 条 第 一 項 第( (

四 号 四 号 、 第 四 十 七 条 た だ し

書 、 第 四 十 八 条 第 一 項 た だ

し 書 、 第 二 項 た だ し 書 、 第

三 項 た だ し 書 、 第 四 項 た だ

し 書 、 第 五 項 た だ し 書 、 第

六 項 た だ し 書 、 第 七 項 た だ

し 書 、 第 八 項 た だ し 書 、 第

九 項 た だ し 書 、 第 十 項 た だ

し 書 、 第 十 一 項 た だ し 書 、

第 十 二 項 た だ し 書 、 第 十 三

項 た だ し 書 及 び 第 十 四 項 た

だ し 書 （ 法 第 八 十 七 条 第 二

項 及 び 第 三 項 並 び に 第 八 十

八 条 第 二 項 に お い て 準 用 す

る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 五 十

一 条 た だ し 書 （ 法 第 八 十 七

条 第 二 項 及 び 第 三 項 並 び に

第 八 十 八 条 第 二 項 に お い て

準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、

第 五 十 二 条 第 十 項 、 第 十 一

項 及 び 第 十 四 項 、 第 五 十 三

条 第 五 項 第 三 号 並 び に 第 五

十 三 条 の 二 第 一 項 第 三 号 及

の 規 定 に よ る 許 可 び 第 四 号 の 規 定 に よ る 許 可

の 申 請 の 受 理 等 の 申 請 の 受 理 等)
十 二 法 第 四 十 七 条 た だ し 書(

の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請 の

受 理 等

区分基準額（１人１回につき） 区分基準額（１人１回につき）

略 略2
1
4

講座 1,030円講座 1,020円

体力測定 1,030円体力測定 1,020円

（ 栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 条 栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 （ 平 成 九 年 栃 木 県 条 例 第 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 駐 車 場 の 使 用 ） （ 駐 車 場 の 使 用 ）

第 二 十 五 条 略 第 二 十 五 条 略

２ 前 項 の 許 可 を 受 け た 者 は 、 規 則 で 定 め る ２ 前 項 の 許 可 を 受 け た 者 は 、 規 則 で 定 め る

と こ ろ に よ り 、 月 額 五 千 二 百 三 十 円 を 限 度 と こ ろ に よ り 、 月 額 五 千 百 四 十 円 を 限 度

と し て 知 事 が 別 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な と し て 知 事 が 別 に 定 め る 使 用 料 を 納 付 し な

け れ ば な ら な い 。 け れ ば な ら な い 。

（ 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 一 条 栃 木 県 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 の 処 理 の 特 例 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 一 年 栃 木 県 条

例 第 三 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ） 別 表 第 一 （ 第 二 条 、 第 三 条 関 係 ）

一 ～ 三 十 六 の 二 略 一 ～ 三 十 六 の 二 略

三 十 七 建 築 基 準 法 （ 昭 和 二 十 略 三 十 七 建 築 基 準 法 （ 昭 和 二 十 略

五 年 法 律 第 二 百 一 号 。 以 下 こ 五 年 法 律 第 二 百 一 号 。 以 下 こ

の 項 に お い て 「 法 」 と い の 項 に お い て 「 法 」 と い

う 。 ） 、 建 築 基 準 法 施 行 令 う 。 ） 、 建 築 基 準 法 施 行 令

（ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 三 百 三 （ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 三 百 三

十 八 号 。 以 下 こ の 項 に お い て 十 八 号 。 以 下 こ の 項 に お い て

「 政 令 」 と い う 。 ） 及 び 法 の 「 政 令 」 と い う 。 ） 及 び 法 の

施 行 の た め の 規 則 に 基 づ く 事 施 行 の た め の 規 則 に 基 づ く 事

務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の 務 の う ち 、 次 に 掲 げ る も の
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)
十 三 法 第 四 十 八 条 第 一 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等2
1
6

)
十 四 法 第 四 十 八 条 第 二 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
十 五 法 第 四 十 八 条 第 三 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
十 六 法 第 四 十 八 条 第 四 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
十 七 法 第 四 十 八 条 第 五 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
十 八 法 第 四 十 八 条 第 六 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
十 九 法 第 四 十 八 条 第 七 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
二 十 法 第 四 十 八 条 第 八 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
二 十 一 法 第 四 十 八 条 第 九 項)

た だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可

の 申 請 の 受 理 等)
二 十 二 法 第 四 十 八 条 第 十 項)

た だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可

の 申 請 の 受 理 等)
二 十 三 法 第 四 十 八 条 第 十 一)

項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 許

可 の 申 請 の 受 理 等)
二 十 四 法 第 四 十 八 条 第 十 二)

項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 許

可 の 申 請 の 受 理 等)
二 十 五 法 第 四 十 八 条 第 十 三)

項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 許

可 の 申 請 の 受 理 等)
二 十 六 法 第 四 十 八 条 第 十 四)

項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 許

可 の 申 請 の 受 理 等)
二 十 七 法 第 五 十 一 条 た だ し)

書 の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請

) ) ) )

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略( ( ( () )

三 法 第 六 条 第 一 項 三 法 第 六 条 第 一 項 （ 法 第 八( (
十 七 条 第 一 項 、 第 八 十 七 条 2
15

の 二 並 び に 第 八 十 八 条 第 一

項 及 び 第 二 項 に お い て 準 用

の 規 定 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定

に よ る 確 認 の 申 請 の 受 理 等 に よ る 確 認 の 申 請 の 受 理 等) )

四 略 四 略( () )

五 法 第 十 八 条 第 二 項 五 法 第 十 八 条 第 二 項 （ 法 第( (
八 十 七 条 第 一 項 、 第 八 十 七

条 の 二 並 び に 第 八 十 八 条 第

一 項 及 び 第 二 項 に お い て 準

の 規 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規

定 に よ る 通 知 の 受 理 等 定 に よ る 通 知 の 受 理 等) ) ) )

六 ～ 十 略 六 ～ 十 略( ( ( () )

十 一 法 第 四 十 四 条 第 一 項 第 十 一 法 第 四 十 四 条 第 一 項 第( (

四 号 四 号 、 第 四 十 七 条 た だ し

書 、 第 四 十 八 条 第 一 項 た だ

し 書 、 第 二 項 た だ し 書 、 第

三 項 た だ し 書 、 第 四 項 た だ

し 書 、 第 五 項 た だ し 書 、 第

六 項 た だ し 書 、 第 七 項 た だ

し 書 、 第 八 項 た だ し 書 、 第

九 項 た だ し 書 、 第 十 項 た だ

し 書 、 第 十 一 項 た だ し 書 、

第 十 二 項 た だ し 書 、 第 十 三

項 た だ し 書 及 び 第 十 四 項 た

だ し 書 （ 法 第 八 十 七 条 第 二

項 及 び 第 三 項 並 び に 第 八 十

八 条 第 二 項 に お い て 準 用 す

る 場 合 を 含 む 。 ） 、 第 五 十

一 条 た だ し 書 （ 法 第 八 十 七

条 第 二 項 及 び 第 三 項 並 び に

第 八 十 八 条 第 二 項 に お い て

準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） 、

第 五 十 二 条 第 十 項 、 第 十 一

項 及 び 第 十 四 項 、 第 五 十 三

条 第 五 項 第 三 号 並 び に 第 五

十 三 条 の 二 第 一 項 第 三 号 及

の 規 定 に よ る 許 可 び 第 四 号 の 規 定 に よ る 許 可

の 申 請 の 受 理 等 の 申 請 の 受 理 等)
十 二 法 第 四 十 七 条 た だ し 書(

の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請 の

受 理 等
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の 受 理 等)
二 十 八 法 第 五 十 二 条 第 十 項)

の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請 の 21
7

受 理 等)
二 十 九 法 第 五 十 二 条 第 十 一)

項 の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請

の 受 理 等)
三 十 法 第 五 十 二 条 第 十 四 項(

の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請 の

受 理 等)
三 十 一 法 第 五 十 三 条 第 四 項)

の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請 の

受 理 等)
三 十 二 法 第 五 十 三 条 第 五 項)

の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請 の

受 理 等)
三 十 三 法 第 五 十 三 条 第 六 項)

第 三 号 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
三 十 四 法 第 五 十 三 条 の 二 第)

一 項 第 三 号 の 規 定 に よ る 許

可 の 申 請 の 受 理 等)
三 十 五 法 第 五 十 三 条 の 二 第)

一 項 第 四 号 の 規 定 に よ る 許

可 の 申 請 の 受 理 等) ) ) )

三 十 六 ～ 六 十 略 十 二 ～ 三 十 六 略) ( ( ))
六 十 一 法 第 八 十 七 条 第 一 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 六 条

第 一 項 の 規 定 に よ る 確 認 の

申 請 の 受 理 等)
六 十 二 法 第 八 十 七 条 第 一 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 十 八

条 第 二 項 の 規 定 に よ る 通 知

の 受 理 等)
六 十 三 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 一 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
六 十 四 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 二 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
六 十 五 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

)
十 三 法 第 四 十 八 条 第 一 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等2
1
6

)
十 四 法 第 四 十 八 条 第 二 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
十 五 法 第 四 十 八 条 第 三 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
十 六 法 第 四 十 八 条 第 四 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
十 七 法 第 四 十 八 条 第 五 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
十 八 法 第 四 十 八 条 第 六 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
十 九 法 第 四 十 八 条 第 七 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
二 十 法 第 四 十 八 条 第 八 項 た(

だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
二 十 一 法 第 四 十 八 条 第 九 項)

た だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可

の 申 請 の 受 理 等)
二 十 二 法 第 四 十 八 条 第 十 項)

た だ し 書 の 規 定 に よ る 許 可

の 申 請 の 受 理 等)
二 十 三 法 第 四 十 八 条 第 十 一)

項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 許

可 の 申 請 の 受 理 等)
二 十 四 法 第 四 十 八 条 第 十 二)

項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 許

可 の 申 請 の 受 理 等)
二 十 五 法 第 四 十 八 条 第 十 三)

項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 許

可 の 申 請 の 受 理 等)
二 十 六 法 第 四 十 八 条 第 十 四)

項 た だ し 書 の 規 定 に よ る 許

可 の 申 請 の 受 理 等)
二 十 七 法 第 五 十 一 条 た だ し)

書 の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請
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八 条 第 三 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
六 十 六 法 第 八 十 七 条 第 二 項21
8 )

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 四 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
六 十 七 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 五 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
六 十 八 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 六 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
六 十 九 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 七 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
七 十 法 第 八 十 七 条 第 二 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 四 十 八

条 第 八 項 た だ し 書 の 規 定 に

よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
七 十 一 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 九 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
七 十 二 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
七 十 三 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 一 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等 )
七 十 四 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 二 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等 )
七 十 五 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 三 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

の 受 理 等)
二 十 八 法 第 五 十 二 条 第 十 項)

の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請 の 21
7

受 理 等)
二 十 九 法 第 五 十 二 条 第 十 一)

項 の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請

の 受 理 等)
三 十 法 第 五 十 二 条 第 十 四 項(

の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請 の

受 理 等)
三 十 一 法 第 五 十 三 条 第 四 項)

の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請 の

受 理 等)
三 十 二 法 第 五 十 三 条 第 五 項)

の 規 定 に よ る 許 可 の 申 請 の

受 理 等)
三 十 三 法 第 五 十 三 条 第 六 項)

第 三 号 の 規 定 に よ る 許 可 の

申 請 の 受 理 等)
三 十 四 法 第 五 十 三 条 の 二 第)

一 項 第 三 号 の 規 定 に よ る 許

可 の 申 請 の 受 理 等)
三 十 五 法 第 五 十 三 条 の 二 第)

一 項 第 四 号 の 規 定 に よ る 許

可 の 申 請 の 受 理 等) ) ) )

三 十 六 ～ 六 十 略 十 二 ～ 三 十 六 略) ( ( ))
六 十 一 法 第 八 十 七 条 第 一 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 六 条

第 一 項 の 規 定 に よ る 確 認 の

申 請 の 受 理 等)
六 十 二 法 第 八 十 七 条 第 一 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 十 八

条 第 二 項 の 規 定 に よ る 通 知

の 受 理 等)
六 十 三 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 一 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
六 十 四 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 二 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
六 十 五 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十
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等 )
七 十 六 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十 21
9

八 条 第 十 四 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等 )
七 十 七 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 五 十

一 条 た だ し 書 の 規 定 に よ る

許 可 の 申 請 の 受 理 等)
七 十 八 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 一 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
七 十 九 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 二 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 法 第 八 十 七 条 第 三 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 四 十 八

条 第 三 項 た だ し 書 の 規 定 に

よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 一 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 四 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 二 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 五 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 三 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 六 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 四 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 七 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 五 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 八 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 六 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 三 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
六 十 六 法 第 八 十 七 条 第 二 項21
8 )

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 四 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
六 十 七 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 五 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
六 十 八 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 六 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
六 十 九 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 七 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
七 十 法 第 八 十 七 条 第 二 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 四 十 八

条 第 八 項 た だ し 書 の 規 定 に

よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
七 十 一 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 九 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
七 十 二 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
七 十 三 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 一 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等 )
七 十 四 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 二 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等 )
七 十 五 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 三 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理
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八 条 第 九 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等

2
20

)
八 十 七 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 八 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 一 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等 )
八 十 九 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 二 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等)
九 十 法 第 八 十 七 条 第 三 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 四 十 八

条 第 十 三 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
九 十 一 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 四 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等 )
九 十 二 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 五 十

一 条 た だ し 書 の 規 定 に よ る

許 可 の 申 請 の 受 理 等)
九 十 三 法 第 八 十 七 条 の 二 第)

一 項 の 規 定 に よ る 認 定 の 申

請 の 受 理 等)
九 十 四 法 第 八 十 七 条 の 二 第)

二 項 に お い て 準 用 す る 法 第

八 十 六 条 の 八 第 三 項 の 規 定

に よ る 認 定 の 申 請 の 受 理 等)
九 十 五 法 第 八 十 七 条 の 三 第)

三 項 の 規 定 に よ る 許 可 の 申

請 の 受 理 等)
九 十 六 法 第 八 十 七 条 の 三 第)

五 項 の 規 定 に よ る 許 可 の 申

請 の 受 理 等)
九 十 七 法 第 八 十 七 条 の 三 第)

六 項 の 規 定 に よ る 許 可 の 申

等 )
七 十 六 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十 21
9

八 条 第 十 四 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等 )
七 十 七 法 第 八 十 七 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 五 十

一 条 た だ し 書 の 規 定 に よ る

許 可 の 申 請 の 受 理 等)
七 十 八 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 一 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
七 十 九 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 二 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 法 第 八 十 七 条 第 三 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 四 十 八

条 第 三 項 た だ し 書 の 規 定 に

よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 一 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 四 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 二 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 五 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 三 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 六 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 四 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 七 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 五 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 八 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 六 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十
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請 の 受 理 等)
九 十 八 法 第 八 十 七 条 の 四 に)

お い て 準 用 す る 法 第 六 条 第 22
1

一 項 の 規 定 に よ る 確 認 の 申

請 の 受 理 等)
九 十 九 法 第 八 十 七 条 の 四 に)

お い て 準 用 す る 法 第 十 八 条

第 二 項 の 規 定 に よ る 通 知 の

受 理 等)
百 法 第 八 十 八 条 第 一 項 に お(

い て 準 用 す る 法 第 六 条 第 一

項 の 規 定 に よ る 確 認 の 申 請

の 受 理 等)
百 一 法 第 八 十 八 条 第 一 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 十 八 条

第 二 項 の 規 定 に よ る 通 知 の

受 理 等)
百 二 法 第 八 十 八 条 第 二 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 六 条 第

一 項 の 規 定 に よ る 確 認 の 申

請 の 受 理 等)
百 三 法 第 八 十 八 条 第 二 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 十 八 条

第 二 項 の 規 定 に よ る 通 知 の

受 理 等)
百 四 法 第 八 十 八 条 第 二 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 四 十 八

条 第 一 項 た だ し 書 の 規 定 に

よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
百 五 法 第 八 十 八 条 第 二 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 四 十 八

条 第 二 項 た だ し 書 の 規 定 に

よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
百 六 法 第 八 十 八 条 第 二 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 四 十 八

条 第 三 項 た だ し 書 の 規 定 に

よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
百 七 法 第 八 十 八 条 第 二 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 四 十 八

条 第 四 項 た だ し 書 の 規 定 に

よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
百 八 法 第 八 十 八 条 第 二 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 四 十 八

条 第 五 項 た だ し 書 の 規 定 に

八 条 第 九 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等

2
20

)
八 十 七 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
八 十 八 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 一 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等 )
八 十 九 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 二 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等)
九 十 法 第 八 十 七 条 第 三 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 四 十 八

条 第 十 三 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
九 十 一 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 四 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等 )
九 十 二 法 第 八 十 七 条 第 三 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 五 十

一 条 た だ し 書 の 規 定 に よ る

許 可 の 申 請 の 受 理 等)
九 十 三 法 第 八 十 七 条 の 二 第)

一 項 の 規 定 に よ る 認 定 の 申

請 の 受 理 等)
九 十 四 法 第 八 十 七 条 の 二 第)

二 項 に お い て 準 用 す る 法 第

八 十 六 条 の 八 第 三 項 の 規 定

に よ る 認 定 の 申 請 の 受 理 等)
九 十 五 法 第 八 十 七 条 の 三 第)

三 項 の 規 定 に よ る 許 可 の 申

請 の 受 理 等)
九 十 六 法 第 八 十 七 条 の 三 第)

五 項 の 規 定 に よ る 許 可 の 申

請 の 受 理 等)
九 十 七 法 第 八 十 七 条 の 三 第)

六 項 の 規 定 に よ る 許 可 の 申
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許 可 の 申 請 の 受 理 等) ) ) )

百 十 九 ・ 百 二 十 略 三 十 七 ・ 三 十 八 略) ) ) )

22
3

三 十 七 の 二 ～ 四 十 二 略 三 十 七 の 二 ～ 四 十 二 略

（ と ち ぎ 福 祉 プ ラ ザ 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 二 条 と ち ぎ 福 祉 プ ラ ザ 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第２条第９条関係） 別表（第２条第９条関係）、 、

１施設の利用料金の基準額 １施設の利用料金の基準額

⑴本館 ⑴本館

ア会議室等 ア会議室等

利用 利用

時間
午前９時午後１時午後６時

時間
午前９時午後１時午後６時

区分
から正午から午後から午後

区分
から正午から午後から午後

施設まで５時まで９時まで施設まで５時まで９時まで

区分 区分

第１
2,500円3,350円2,500円

第１
2,460円3,290円2,460円

研修室 研修室

第２
3,130円4,180円3,130円

第２
3,080円4,110円3,080円

研修室 研修室

福祉Ａ3,130円4,180円3,130円福祉Ａ3,080円4,110円3,080円

研修 研修

室Ｂ2,500円3,350円2,500円室Ｂ2,460円3,290円2,460円

特別
2,500円3,350円2,500円

特別
2,460円3,290円2,460円

会議室 会議室

2 0 1
1,250円1,670円1,250円

2 0 1
1,230円1,640円1,230円

会議室 会議室

3 0 1
1,560円2,080円1,560円

3 0 1
1,540円2,050円1,540円

会議室 会議室

よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
百 九 法 第 八 十 八 条 第 二 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 四 十 八2
2
2

条 第 六 項 た だ し 書 の 規 定 に

よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
百 十 法 第 八 十 八 条 第 二 項 に(

お い て 準 用 す る 法 第 四 十 八

条 第 七 項 た だ し 書 の 規 定 に

よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
百 十 一 法 第 八 十 八 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 八 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
百 十 二 法 第 八 十 八 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 九 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
百 十 三 法 第 八 十 八 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 項 た だ し 書 の 規 定

に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理 等)
百 十 四 法 第 八 十 八 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 一 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等 )
百 十 五 法 第 八 十 八 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 二 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等 )
百 十 六 法 第 八 十 八 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 三 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等 )
百 十 七 法 第 八 十 八 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 四 十

八 条 第 十 四 項 た だ し 書 の 規

定 に よ る 許 可 の 申 請 の 受 理

等 )
百 十 八 法 第 八 十 八 条 第 二 項)

に お い て 準 用 す る 法 第 五 十

一 条 た だ し 書 の 規 定 に よ る
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4 0 1
1,560円2,080円1,560円

4 0 1
1,540円2,050円1,540円

会議室 会議室

2
2
4

4 0 2
1,250円1,670円1,250円

4 0 2
1,230円1,640円1,230円

会議室 会議室

4 0 3
1,250円1,670円1,250円

4 0 3
1,230円1,640円1,230円

会議室 会議室

多目的
9,420円12,500円9,420円

多目的
9,250円12,300円9,250円

ホル ホルー ー

和室1,250円1,670円1,250円和室1,230円1,640円1,230円

調理
1,560円2,080円1,560円

調理
1,540円2,050円1,540円

実習室 実習室

イレクリエション室 イレクリエション室ー ー

(ｱ) 専用利用の場合 (ｱ) 専用利用の場合

利用 利用

時間
午前９時午後１時午後６時

時間
午前９時午後１時午後６時

区分
から正午から午後から午後

区分
から正午から午後から午後

施設まで５時まで９時まで施設まで５時まで９時まで

区分 区分

レクリ レクリ

エショ2,500円3,350円2,500円エショ2,460円3,290円2,460円ー ー

ン室 ン室

(ｲ) 略 (ｲ) 略

⑵略 ⑵略

２略 ２略

備考略 備考略

別 表 １ 施 設 の 利 用 料 金 の 基 準 額 の 項 ⑵ 障 害 者 ス ポ ー ツ セ ン タ ー の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。

⑵障害者スポツセンター ー

アアリナ等ー

(ｱ) 専用利用の場合

利用時間区分午前９時午後１時午後５時午後７時

から正午から午後から午後から午後

施設区分 まで５時まで７時まで９時まで

許 可 の 申 請 の 受 理 等) ) ) )

百 十 九 ・ 百 二 十 略 三 十 七 ・ 三 十 八 略) ) ) )

2
2
3

三 十 七 の 二 ～ 四 十 二 略 三 十 七 の 二 ～ 四 十 二 略

（ と ち ぎ 福 祉 プ ラ ザ 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 二 条 と ち ぎ 福 祉 プ ラ ザ 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第２条第９条関係） 別表（第２条第９条関係）、 、

１施設の利用料金の基準額 １施設の利用料金の基準額

⑴本館 ⑴本館

ア会議室等 ア会議室等

利用 利用

時間
午前９時午後１時午後６時

時間
午前９時午後１時午後６時

区分
から正午から午後から午後

区分
から正午から午後から午後

施設まで５時まで９時まで施設まで５時まで９時まで

区分 区分

第１
2,500円3,350円2,500円

第１
2,460円3,290円2,460円

研修室 研修室

第２
3,130円4,180円3,130円

第２
3,080円4,110円3,080円

研修室 研修室

福祉Ａ3,130円4,180円3,130円福祉Ａ3,080円4,110円3,080円

研修 研修

室Ｂ2,500円3,350円2,500円室Ｂ2,460円3,290円2,460円

特別
2,500円3,350円2,500円

特別
2,460円3,290円2,460円

会議室 会議室

2 0 1
1,250円1,670円1,250円

2 0 1
1,230円1,640円1,230円

会議室 会議室

3 0 1
1,560円2,080円1,560円

3 0 1
1,540円2,050円1,540円

会議室 会議室
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全面3,800円5,720円3,810円3,810円

アリ ナー

半面1,900円2,860円1,900円1,900円 22
5

サウンドテブルテニス室１1,250円1,670円830円830円ー

サウンドテブルテニス室２1,250円1,670円830円830円ー

観覧室兼多目的室1,900円2,860円1,900円1,900円

(ｲ) 普通利用の場合

利用時間区分 午前９時午後１時午後５時

単 位から午後から午後から午後

施設区分 １時まで５時まで９時まで

高校生等以下（１220円220円220円
人１回につき）

アリ ナー

その他の者（１人
430円430円430円

１回につき）

高校生等以下（１220円220円220円
人１回につき）

サウンドテブルテニス室１ー

その他の者（１人
430円430円430円

１回につき）

高校生等以下（１220円220円220円
人１回につき）

サウンドテブルテニス室２ー

その他の者（１人
430円430円430円

１回につき）

高校生等以下（１270円270円270円
人１回につき）

トレニングコナー ー ー

その他の者（１人
530円530円530円

１回につき）

高校生等以下（１220円220円220円
人１回につき）

観覧室兼多目的室

その他の者（１人
430円430円430円

4 0 1
1,560円2,080円1,560円

4 0 1
1,540円2,050円1,540円

会議室 会議室

22
4

4 0 2
1,250円1,670円1,250円

4 0 2
1,230円1,640円1,230円

会議室 会議室

4 0 3
1,250円1,670円1,250円

4 0 3
1,230円1,640円1,230円

会議室 会議室

多目的
9,420円12,500円9,420円

多目的
9,250円12,300円9,250円

ホル ホルー ー

和室1,250円1,670円1,250円和室1,230円1,640円1,230円

調理
1,560円2,080円1,560円

調理
1,540円2,050円1,540円

実習室 実習室

イレクリエション室 イレクリエション室ー ー

(ｱ) 専用利用の場合 (ｱ) 専用利用の場合

利用 利用

時間
午前９時午後１時午後６時

時間
午前９時午後１時午後６時

区分
から正午から午後から午後

区分
から正午から午後から午後

施設まで５時まで９時まで施設まで５時まで９時まで

区分 区分

レクリ レクリ

エショ2,500円3,350円2,500円エショ2,460円3,290円2,460円ー ー

ン室 ン室

(ｲ) 略 (ｲ) 略

⑵略 ⑵略

２略 ２略

備考略 備考略

別 表 １ 施 設 の 利 用 料 金 の 基 準 額 の 項 ⑵ 障 害 者 ス ポ ー ツ セ ン タ ー の 表 を 次 の よ う に 改 め る 。

⑵障害者スポツセンター ー

アアリナ等ー

(ｱ) 専用利用の場合

利用時間区分午前９時午後１時午後５時午後７時

から正午から午後から午後から午後

施設区分 まで５時まで７時まで９時まで
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１回につき）

イ会議室2
2
6

利用時間区分午前９時午後１時午後５時午後７時

から正午から午後から午後から午後

施設区分 まで５時まで７時まで９時まで

会 議 室1,560円2,080円1,030円1,030円

（ 栃 木 県 二 十 一 世 紀 林 業 創 造 の 森 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 三 条 栃 木 県 二 十 一 世 紀 林 業 創 造 の 森 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃 木 県 条

例 第 四 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 使 用 料 ） （ 使 用 料 ）

第 八 条 研 修 宿 泊 施 設 を 利 用 す る 者 は 、 一 人 第 八 条 研 修 宿 泊 施 設 を 利 用 す る 者 は 、 一 人

一 泊 に つ き 千 百 五 十 円 を 納 付 し な け れ ば な 一 泊 に つ き 千 百 三 十 円 を 納 付 し な け れ ば な

ら な い 。 ら な い 。

（ と ち ぎ 青 少 年 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 四 条 と ち ぎ 青 少 年 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 十 三 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第２条第９条関係） 別表（第２条第９条関係）、 、

１施設の利用料金の基準額 １施設の利用料金の基準額

⑴研修室等 ⑴研修室等

利用 利用

時間
午前９時午後１時午後６時

時間
午前９時午後１時午後６時

区分
から正午から午後から午後

区分
から正午から午後から午後

施設まで５時まで10時まで施設まで５時まで10時まで

区分 区分

第１
12,800円17,100円17,100円

第１
12,600円16,800円16,800円

研修室 研修室

全面3,800円5,720円3,810円3,810円

アリ ナー

半面1,900円2,860円1,900円1,900円 2
2
5

サウンドテブルテニス室１1,250円1,670円830円830円ー

サウンドテブルテニス室２1,250円1,670円830円830円ー

観覧室兼多目的室1,900円2,860円1,900円1,900円

(ｲ) 普通利用の場合

利用時間区分 午前９時午後１時午後５時

単 位から午後から午後から午後

施設区分 １時まで５時まで９時まで

高校生等以下（１220円220円220円
人１回につき）

アリ ナー

その他の者（１人
430円430円430円

１回につき）

高校生等以下（１220円220円220円
人１回につき）

サウンドテブルテニス室１ー

その他の者（１人
430円430円430円

１回につき）

高校生等以下（１220円220円220円
人１回につき）

サウンドテブルテニス室２ー

その他の者（１人
430円430円430円

１回につき）

高校生等以下（１270円270円270円
人１回につき）

トレニングコナー ー ー

その他の者（１人
530円530円530円

１回につき）

高校生等以下（１220円220円220円
人１回につき）

観覧室兼多目的室

その他の者（１人
430円430円430円
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１回につき）

イ会議室22
6

利用時間区分午前９時午後１時午後５時午後７時

から正午から午後から午後から午後

施設区分 まで５時まで７時まで９時まで

会 議 室1,560円2,080円1,030円1,030円

（ 栃 木 県 二 十 一 世 紀 林 業 創 造 の 森 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 三 条 栃 木 県 二 十 一 世 紀 林 業 創 造 の 森 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃 木 県 条

例 第 四 十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 使 用 料 ） （ 使 用 料 ）

第 八 条 研 修 宿 泊 施 設 を 利 用 す る 者 は 、 一 人 第 八 条 研 修 宿 泊 施 設 を 利 用 す る 者 は 、 一 人

一 泊 に つ き 千 百 五 十 円 を 納 付 し な け れ ば な 一 泊 に つ き 千 百 三 十 円 を 納 付 し な け れ ば な

ら な い 。 ら な い 。

（ と ち ぎ 青 少 年 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 四 条 と ち ぎ 青 少 年 セ ン タ ー 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 十 三 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第２条第９条関係） 別表（第２条第９条関係）、 、

１施設の利用料金の基準額 １施設の利用料金の基準額

⑴研修室等 ⑴研修室等

利用 利用

時間
午前９時午後１時午後６時

時間
午前９時午後１時午後６時

区分
から正午から午後から午後

区分
から正午から午後から午後

施設まで５時まで10時まで施設まで５時まで10時まで

区分 区分

第１
12,800円17,100円17,100円

第１
12,600円16,800円16,800円

研修室 研修室

第２
6,280円8,370円8,370円

第２
6,170円8,220円8,220円

研修室 研修室
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第３
6,280円8,370円8,370円

第３
6,170円8,220円8,220円

研修室 研修室

和室5,020円6,700円6,700円和室4,930円6,580円6,580円

第１
5,960円7,950円7,950円

第１
5,860円7,810円7,810円

音楽室 音楽室

第２
4,700円6,280円6,280円

第２
4,620円6,170円6,170円

音楽室 音楽室

多目的
19,400円25,900円25,900円

多目的
19,100円25,500円25,500円

ホル ホルー ー

⑵調理室 ⑵調理室

利用時
午前９時か午後３時か

利用時
午前９時か午後３時か

間区分
ら午後２時ら午後８時

間区分
ら午後２時ら午後８時

施設区分 までまで施設区分 までまで

調理室8,900円8,900円調理室8,740円8,740円

⑶宿泊室 ⑶宿泊室

施設区分基準額 施設区分基準額

宿泊室１人１泊につき5,230円宿泊室１人１泊につき5,140円

２略 ２略

備考 備考

１やむを得ない理由により利用時間区１やむを得ない理由により利用時間区

分以外の時間（２以上の利用時間区分 分以外の時間（２以上の利用時間区分

にわたって利用する場合の当該２以上 にわたって利用する場合の当該２以上

の利用時間区分の間の利用時間区分以 の利用時間区分の間の利用時間区分以

外の時間を除く）に利用する場合の 外の時間を除く）に利用する場合の。 。

施設の利用料金の基準額は30分につ 施設の利用料金の基準額は30分につ、 、

き6,480円を超えない範囲内で規則で き6,370円を超えない範囲内で規則で

定める額とする 定める額とする。 。

２・３略 ２・３略

４和室を宿泊のために利用する場合の４和室を宿泊のために利用する場合の

施設の利用料金の基準額は利用者１ 施設の利用料金の基準額は利用者１、 、
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人１泊につき3,130円とする 人１泊につき3,080円とする。 。

（ 栃 木 県 な か が わ 水 遊 園 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）2
2
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第 三 十 五 条 栃 木 県 な か が わ 水 遊 園 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 十 三 年 栃 木 県 条 例 第 六 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第８条の２関係） 別表（第８条の２関係）

基準額（ １人につき） 基準額（ １人につき）

区分 区分

普通利用券年間利用券 普通利用券年間利用券

大人 620円 2,500円大人 610円 2,460円

小人 260円 1,030円小人 250円 1,020円

備考略 備考略

（ 栃 木 県 産 業 技 術 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 六 条 栃 木 県 産 業 技 術 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 平 成 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 六

十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第３条第10条関係） 別表（第３条第10条関係）、 、

１施設使用料 １施設使用料

⑴栃木県産業技術センタ ⑴栃木県産業技術センター ー

ア多目的ホル ア多目的ホルー ー

利用時
午前９時か

午後１時か 利用時
午前９時か

午後１時か
間区分

ら正午まで
ら午後５時 間区分

ら正午まで
ら午後５時

施設区分 まで施設区分 まで

多目的ホル16,500円22,000円多目的ホル16,200円21,600円ー ー

イ大型電波暗室等 イ大型電波暗室等

施設区分使用料（１時間につき） 施設区分使用料（１時間につき）

第２
6,280円8,370円8,370円

第２
6,170円8,220円8,220円

研修室 研修室

2
2
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第３
6,280円8,370円8,370円

第３
6,170円8,220円8,220円

研修室 研修室

和室5,020円6,700円6,700円和室4,930円6,580円6,580円

第１
5,960円7,950円7,950円

第１
5,860円7,810円7,810円

音楽室 音楽室

第２
4,700円6,280円6,280円

第２
4,620円6,170円6,170円

音楽室 音楽室

多目的
19,400円25,900円25,900円

多目的
19,100円25,500円25,500円

ホル ホルー ー

⑵調理室 ⑵調理室

利用時
午前９時か午後３時か

利用時
午前９時か午後３時か

間区分
ら午後２時ら午後８時

間区分
ら午後２時ら午後８時

施設区分 までまで施設区分 までまで

調理室8,900円8,900円調理室8,740円8,740円

⑶宿泊室 ⑶宿泊室

施設区分基準額 施設区分基準額

宿泊室１人１泊につき5,230円宿泊室１人１泊につき5,140円

２略 ２略

備考 備考

１やむを得ない理由により利用時間区１やむを得ない理由により利用時間区

分以外の時間（２以上の利用時間区分 分以外の時間（２以上の利用時間区分

にわたって利用する場合の当該２以上 にわたって利用する場合の当該２以上

の利用時間区分の間の利用時間区分以 の利用時間区分の間の利用時間区分以

外の時間を除く）に利用する場合の 外の時間を除く）に利用する場合の。 。

施設の利用料金の基準額は30分につ 施設の利用料金の基準額は30分につ、 、

き6,480円を超えない範囲内で規則で き6,370円を超えない範囲内で規則で

定める額とする 定める額とする。 。

２・３略 ２・３略

４和室を宿泊のために利用する場合の４和室を宿泊のために利用する場合の

施設の利用料金の基準額は利用者１ 施設の利用料金の基準額は利用者１、 、
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大型電波暗室 11,400円大型電波暗室 11,200円

22
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シルドルム 1,130円シルドルム 1,110円ー ー ー ー

小型電波暗室 3,760円小型電波暗室 3,700円

高周波応用
1,510円

高周波応用
1,490円

試験室 試験室

半無響室 2,340円半無響室 2,300円

ウ略 ウ略

⑵略 ⑵略

⑶栃木県産業技術センタ窯業技術支⑶栃木県産業技術センタ窯業技術支ー ー

援センタ 援センター ー

施設区分使用料（１時間につき） 施設区分使用料（１時間につき）

多目的ルム 320円多目的ルム 310円ー ー

２・３略 ２・３略

備考 備考

１やむを得ない理由により多目的ホ １やむを得ない理由により多目的ホー ー

ルを利用時間区分以外の時間（２の利 ルを利用時間区分以外の時間（２の利

用時間区分にわたって利用する場合の 用時間区分にわたって利用する場合の

当該利用時間区分の間の利用時間区分 当該利用時間区分の間の利用時間区分

以外の時間を除く）に利用する場合 以外の時間を除く）に利用する場合。 。

の施設使用料の額は30分につき の施設使用料の額は30分につき、 、

5,500円を超えない範囲で規則で定め 5,400円を超えない範囲で規則で定め

る額とする る額とする。 。

２略 ２略

（ 栃 木 県 立 な す 高 原 自 然 の 家 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 七 条 栃 木 県 立 な す 高 原 自 然 の 家 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 二

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第３条第10条関係） 別表（第３条第10条関係）、 、

１略 １略

２研修室等 ２研修室等

人１泊につき3,130円とする 人１泊につき3,080円とする。 。

（ 栃 木 県 な か が わ 水 遊 園 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）22
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第 三 十 五 条 栃 木 県 な か が わ 水 遊 園 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 十 三 年 栃 木 県 条 例 第 六 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第８条の２関係） 別表（第８条の２関係）

基準額（ １人につき） 基準額（ １人につき）

区分 区分

普通利用券年間利用券 普通利用券年間利用券

大人 620円 2,500円大人 610円 2,460円

小人 260円 1,030円小人 250円 1,020円

備考略 備考略

（ 栃 木 県 産 業 技 術 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 六 条 栃 木 県 産 業 技 術 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 平 成 十 四 年 栃 木 県 条 例 第 六

十 一 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第３条第10条関係） 別表（第３条第10条関係）、 、

１施設使用料 １施設使用料

⑴栃木県産業技術センタ ⑴栃木県産業技術センター ー

ア多目的ホル ア多目的ホルー ー

利用時
午前９時か

午後１時か 利用時
午前９時か

午後１時か
間区分

ら正午まで
ら午後５時 間区分

ら正午まで
ら午後５時

施設区分 まで施設区分 まで

多目的ホル16,500円22,000円多目的ホル16,200円21,600円ー ー

イ大型電波暗室等 イ大型電波暗室等

施設区分使用料（１時間につき） 施設区分使用料（１時間につき）
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基 準 額 基 準 額

2
3
0

区分午前９時午後１時午後６時区分午前９時午後１時午後６時

から正午から午後から午後 から正午から午後から午後

まで５時まで９時まで まで５時まで９時まで

大研修室5,020円6,700円5,020円大研修室4,930円6,580円4,930円

中研
１1,880円2,500円1,880円

中研
１1,850円2,460円1,850円

修室 修室
２1,880円2,500円1,880円 ２1,850円2,460円1,850円

１1,250円1,670円1,250円 １1,230円1,640円1,230円

小研 小研

修室
２1,250円1,670円1,250円

修室
２1,230円1,640円1,230円

３1,250円1,670円1,250円 ３1,230円1,640円1,230円

体育館2,080円2,610円2,080円体育館2,050円2,570円2,050円

体験
2,080円2,610円2,080円

体験
2,050円2,570円2,050円

プラザ プラザ

備考略 備考略

（ 栃 木 県 牧 場 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 八 条 栃 木 県 牧 場 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第11条関係） 別表（第11条関係）

区分基準額（１日１頭につき） 区分基準額（１日１頭につき）

略 略

肉用牛 260円肉用牛 250円

（ 栃 木 県 中 禅 寺 湖 畔 国 際 避 暑 地 記 念 施 設 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

大型電波暗室 11,400円大型電波暗室 11,200円

2
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シルドルム 1,130円シルドルム 1,110円ー ー ー ー

小型電波暗室 3,760円小型電波暗室 3,700円

高周波応用
1,510円

高周波応用
1,490円

試験室 試験室

半無響室 2,340円半無響室 2,300円

ウ略 ウ略

⑵略 ⑵略

⑶栃木県産業技術センタ窯業技術支⑶栃木県産業技術センタ窯業技術支ー ー

援センタ 援センター ー

施設区分使用料（１時間につき） 施設区分使用料（１時間につき）

多目的ルム 320円多目的ルム 310円ー ー

２・３略 ２・３略

備考 備考

１やむを得ない理由により多目的ホ １やむを得ない理由により多目的ホー ー

ルを利用時間区分以外の時間（２の利 ルを利用時間区分以外の時間（２の利

用時間区分にわたって利用する場合の 用時間区分にわたって利用する場合の

当該利用時間区分の間の利用時間区分 当該利用時間区分の間の利用時間区分

以外の時間を除く）に利用する場合 以外の時間を除く）に利用する場合。 。

の施設使用料の額は30分につき の施設使用料の額は30分につき、 、

5,500円を超えない範囲で規則で定め 5,400円を超えない範囲で規則で定め

る額とする る額とする。 。

２略 ２略

（ 栃 木 県 立 な す 高 原 自 然 の 家 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 七 条 栃 木 県 立 な す 高 原 自 然 の 家 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 二

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第３条第10条関係） 別表（第３条第10条関係）、 、

１略 １略

２研修室等 ２研修室等



栃 木 県 公 報 （121）号外第５号平成31（2019）年３月13日　水曜日

第 三 十 九 条 栃 木 県 中 禅 寺 湖 畔 国 際 避 暑 地 記 念 施 設 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 栃 木 県 条

例 第 四 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 2
3
1

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表第１（第４条第12条関係） 別表第１（第４条第12条関係）、 、

１英国大使館別荘記念公園 １英国大使館別荘記念公園

施設区分施設利用料の基準額施設区分施設利用料の基準額

ギャラリ１日につき 1,410円ギャラリ１日につき 1,390円ー ー

２イタリア大使館別荘記念公園 ２イタリア大使館別荘記念公園

施設区分施設利用料の基準額施設区分施設利用料の基準額

ギャラリ１日につき 920円ギャラリ１日につき 910円ー ー

３中禅寺湖畔ボトハウス ３中禅寺湖畔ボトハウスー ー

施設区分施設利用料の基準額施設区分施設利用料の基準額

ギャラリ１日につき 2,580円ギャラリ１日につき 2,540円ー ー

（ 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 及 び 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

の 一 部 改 正 ）

第 四 十 条 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 及 び 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 （ 平 成 三 十 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 の う ち 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 中 「⑴運動施

設」 の 次 に 「 （武道館を除く） 」 を 加 え 、 同 部 ⑴ 運 動 施 設 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 改。

正 規 定 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 中 「⑴運動施設」 の 次 に 「 （武道館を除く） 」。

を 加 え 、 同 部 ⑴ 運 動 施 設 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

⑵運動施設（武道館）

ア個人使用の場合

施設名単位
使用区分

午前午後夜間
使用者区分

高校生以下210円210円210円

武道館１人

基 準 額 基 準 額

2
3
0

区分午前９時午後１時午後６時区分午前９時午後１時午後６時

から正午から午後から午後 から正午から午後から午後

まで５時まで９時まで まで５時まで９時まで

大研修室5,020円6,700円5,020円大研修室4,930円6,580円4,930円

中研
１1,880円2,500円1,880円

中研
１1,850円2,460円1,850円

修室 修室
２1,880円2,500円1,880円 ２1,850円2,460円1,850円

１1,250円1,670円1,250円 １1,230円1,640円1,230円

小研 小研

修室
２1,250円1,670円1,250円

修室
２1,230円1,640円1,230円

３1,250円1,670円1,250円 ３1,230円1,640円1,230円

体育館2,080円2,610円2,080円体育館2,050円2,570円2,050円

体験
2,080円2,610円2,080円

体験
2,050円2,570円2,050円

プラザ プラザ

備考略 備考略

（ 栃 木 県 牧 場 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 十 八 条 栃 木 県 牧 場 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の

よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表（第11条関係） 別表（第11条関係）

区分基準額（１日１頭につき） 区分基準額（１日１頭につき）

略 略

肉用牛 260円肉用牛 250円

（ 栃 木 県 中 禅 寺 湖 畔 国 際 避 暑 地 記 念 施 設 設 置 及 び 管 理 条 例 の 一 部 改 正 ）



栃 木 県 公 報（122） 号外第５号平成31（2019）年３月13日　水曜日

大 人430円430円430円

イ団体使用の場合2
3
2

使用区分
午前午後夜間

施設名等

アマチュ
入場料等を徴

8,580円12,800円17,100円

アのス
収しない場合

ポツをー

行う場合
入場料等を徴

42,800円64,100円85,500円

全
収する場合

面
アマチュ入場料等を徴

51,400円77,000円101,000円
ア以外の収しない場合

スポツー

を行う入場料等を徴
256,000円385,000円513,000円

場合収する場合

アマチュ
入場料等を徴

5,720円8,550円11,400円

アのス
収しない場合

ポツをー

２行う場合
入場料等を徴

28,600円42,700円57,000円

／
収する場合

第１道場
３

面
アマチュ入場料等を徴

34,300円51,300円68,400円
ア以外の収しない場合

スポツー

を行う入場料等を徴
171,000円256,000円342,000円

場合収する場合

アマチュ
入場料等を徴

2,860円4,270円5,700円

アのス
収しない場合

ポツをー

１行う場合
入場料等を徴

14,200円21,300円28,500円

／
収する場合

武道館
３

面
アマチュ入場料等を徴

17,100円25,600円34,200円
ア以外の収しない場合

スポツー

を行う入場料等を徴
85,500円128,000円171,000円

場合収する場合

アマチュ
入場料等を徴

5,720円8,640円11,300円

第 三 十 九 条 栃 木 県 中 禅 寺 湖 畔 国 際 避 暑 地 記 念 施 設 設 置 及 び 管 理 条 例 （ 平 成 二 十 七 年 栃 木 県 条

例 第 四 十 七 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 2
3
1

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

別表第１（第４条第12条関係） 別表第１（第４条第12条関係）、 、

１英国大使館別荘記念公園 １英国大使館別荘記念公園

施設区分施設利用料の基準額施設区分施設利用料の基準額

ギャラリ１日につき 1,410円ギャラリ１日につき 1,390円ー ー

２イタリア大使館別荘記念公園 ２イタリア大使館別荘記念公園

施設区分施設利用料の基準額施設区分施設利用料の基準額

ギャラリ１日につき 920円ギャラリ１日につき 910円ー ー

３中禅寺湖畔ボトハウス ３中禅寺湖畔ボトハウスー ー

施設区分施設利用料の基準額施設区分施設利用料の基準額

ギャラリ１日につき 2,580円ギャラリ１日につき 2,540円ー ー

（ 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 及 び 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

の 一 部 改 正 ）

第 四 十 条 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 及 び 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例 （ 平 成 三 十 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 一 条 の う ち 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 中 「⑴運動施

設」 の 次 に 「 （武道館を除く） 」 を 加 え 、 同 部 ⑴ 運 動 施 設 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 改。

正 規 定 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 中 「⑴運動施設」 の 次 に 「 （武道館を除く） 」。

を 加 え 、 同 部 ⑴ 運 動 施 設 の 項 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

⑵運動施設（武道館）

ア個人使用の場合

施設名単位
使用区分

午前午後夜間
使用者区分

高校生以下210円210円210円

武道館１人



栃 木 県 公 報 （123）号外第５号平成31（2019）年３月13日　水曜日

アのス
収しない場合

ポツをー

行う場合
入場料等を徴

28,600円43,100円56,500円 23
3

全
収する場合

第２道場
面

アマチュ入場料等を徴
34,300円51,800円67,800円

ア以外の収しない場合

スポツー

を行う入場料等を徴
171,000円258,000円339,000円

場合収する場合

アマチュ
入場料等を徴

2,020円3,040円4,050円

アのス
収しない場合

ポツをー

行う場合
入場料等を徴

10,100円15,100円20,200円
弓道場 収する場合

（ 近的

－

射場） アマチュ入場料等を徴
12,100円18,200円24,200円

ア以外の収しない場合

スポツー

を行う入場料等を徴
60,800円91,300円121,000円

場合収する場合

備考

１使用区分は次のとおりとする

。

、

⑴午前とは午前９時から午後１時までをいう

。

、

⑵午後とは午後１時から午後５時までをいう

。

、

⑶夜間とは午後５時から午後９時までをいう

。

、

２やむを得ない理由により午前９時前又は午後９時後に武道館を団体で使用する場合

の使用料は使用時間１時間につき午前９時前の使用にあつては午前の使用区分、 、 、

午後９時後の使用にあつては夜間の使用区分に係る使用料の額の４分の１に相当する

額にそれぞれ1.5を乗じて得た額とするこの場合においてその額に10円未満の端。 、

数（その額が10,000円以上100,000円未満の場合にあつては100円未満の端数、

その額が100,000円以上の場合にあつては1,000円未満の端数）があるときは当該端、

数を切り捨てるものとする。

３高校生以下が武道館を団体で使用する場合の使用料はこの表に定める額及び２の、

規定により得られた額を２で除して得た額とするこの場合においてその額に10円。 、

未満の端数（その額が10,000円以上100,000円未満の場合にあつては100円未満の端

数その額が100,000円以上の場合にあつては1,000円未満の端数）があるときは当、 、

該端数を切り捨てるものとする。

第 一 条 中 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 ⑵ 会 議 室 の 項 の 改 正 規

定 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 ⑵ 会 議 室 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

⑶会議室等

大 人430円430円430円

イ団体使用の場合23
2

使用区分
午前午後夜間

施設名等

アマチュ
入場料等を徴

8,580円12,800円17,100円

アのス
収しない場合

ポツをー

行う場合
入場料等を徴

42,800円64,100円85,500円

全
収する場合

面
アマチュ入場料等を徴

51,400円77,000円101,000円
ア以外の収しない場合

スポツー

を行う入場料等を徴
256,000円385,000円513,000円

場合収する場合

アマチュ
入場料等を徴

5,720円8,550円11,400円

アのス
収しない場合

ポツをー

２行う場合
入場料等を徴

28,600円42,700円57,000円

／
収する場合

第１道場
３

面
アマチュ入場料等を徴

34,300円51,300円68,400円
ア以外の収しない場合

スポツー

を行う入場料等を徴
171,000円256,000円342,000円

場合収する場合

アマチュ
入場料等を徴

2,860円4,270円5,700円

アのス
収しない場合

ポツをー

１行う場合
入場料等を徴

14,200円21,300円28,500円

／
収する場合

武道館
３

面
アマチュ入場料等を徴

17,100円25,600円34,200円
ア以外の収しない場合

スポツー

を行う入場料等を徴
85,500円128,000円171,000円

場合収する場合

アマチュ
入場料等を徴

5,720円8,640円11,300円



栃 木 県 公 報（124） 号外第５号平成31（2019）年３月13日　水曜日

ア陸上競技場等

使用区分
午 前午 後１ 日2

3
4

施設名

陸上競技場会議室 3,230円 4,030円 6,970円

野球場（ 本球場） 会議室 1,330円 1,550円 2,680円

水泳場会議室 1,330円 1,550円 2,680円

サッカ・ラグビ場会議室 1,330円 1,550円 2,680円ー ー

テニスコト会議室 3,230円 4,030円 6,970円ー

イ武道館

(ｱ) 会議室

使用区分
午 前午 後夜 間

施設名

会議室１ 3,230円 4,030円 4,030円

会議室２ 3,230円 4,030円 4,030円

会議室３ 1,330円 1,550円 1,550円

会議室４ 1,330円 1,550円 1,550円

(ｲ) 師範室等

施 設 名使 用 料

師範室１１時間につき 100円

師範室２１時間につき 100円

控 室１時間につき 100円

役員控室１時間につき 100円

備考

１使用区分は次のとおりとする

。

、

⑴午前とは午前８時30分から午前12時まで（武道館の会議室にあつては午前９、 、

アのス
収しない場合

ポツをー

行う場合
入場料等を徴

28,600円43,100円56,500円 2
3
3

全
収する場合

第２道場
面

アマチュ入場料等を徴
34,300円51,800円67,800円

ア以外の収しない場合

スポツー

を行う入場料等を徴
171,000円258,000円339,000円

場合収する場合

アマチュ
入場料等を徴

2,020円3,040円4,050円

アのス
収しない場合

ポツをー

行う場合
入場料等を徴

10,100円15,100円20,200円
弓道場 収する場合

（ 近的

－

射場） アマチュ入場料等を徴
12,100円18,200円24,200円

ア以外の収しない場合

スポツー

を行う入場料等を徴
60,800円91,300円121,000円

場合収する場合

備考

１使用区分は次のとおりとする

。

、

⑴午前とは午前９時から午後１時までをいう

。

、

⑵午後とは午後１時から午後５時までをいう

。

、

⑶夜間とは午後５時から午後９時までをいう

。

、

２やむを得ない理由により午前９時前又は午後９時後に武道館を団体で使用する場合

の使用料は使用時間１時間につき午前９時前の使用にあつては午前の使用区分、 、 、

午後９時後の使用にあつては夜間の使用区分に係る使用料の額の４分の１に相当する

額にそれぞれ1.5を乗じて得た額とするこの場合においてその額に10円未満の端。 、

数（その額が10,000円以上100,000円未満の場合にあつては100円未満の端数、

その額が100,000円以上の場合にあつては1,000円未満の端数）があるときは当該端、

数を切り捨てるものとする。

３高校生以下が武道館を団体で使用する場合の使用料はこの表に定める額及び２の、

規定により得られた額を２で除して得た額とするこの場合においてその額に10円。 、

未満の端数（その額が10,000円以上100,000円未満の場合にあつては100円未満の端

数その額が100,000円以上の場合にあつては1,000円未満の端数）があるときは当、 、

該端数を切り捨てるものとする。

第 一 条 中 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 ⑵ 会 議 室 の 項 の 改 正 規

定 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 ⑵ 会 議 室 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

⑶会議室等
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時から午後１時まで）をいう

。

⑵午後とは午後零時から午後６時まで（武道館の会議室にあつては午後１時か、 、

ら午後５時まで）をいう

。

2
3
5

⑶１日とは午前８時30分から午後６時までをいう

。

、

⑷夜間とは午後５時から午後９時までをいう

。

、

２この表は陸上競技場野球場（本球場） 水泳場又はサッカ・ラグビ場を団、 、 、 ー ー

体で使用する者が当該使用に係る施設の会議室を使用する場合については適用しな

い。

３やむを得ない理由により午前９時前又は午後９時後に武道館の会議室を使用する場

合の使用料は使用時間１時間につき午前９時前の使用にあつては午前の使用区、 、

分午後９時後の使用にあつては夜間の使用区分に係る使用料の額の４分の１に相当、

する額にそれぞれ1.5を乗じて得た額とするこの場合においてその額に10円未満。 、

の端数があるときは当該端数を切り捨てるものとする、 。

４高校生以下が武道館の会議室又は師範室等を使用する場合の使用料はこの表に定、

める額及び３の規定により得られた額を２で除して得た額とするこの場合におい。

てその額に10円未満の端数があるときは当該端数を切り捨てるものとする、 、 。

５入場料等を徴収して武道館を団体で使用する者が当該使用に際し武道館の会議室又

は師範室等を使用する場合の使用料はこの表に定める額並びに３及び４の規定によ、

り得られた額に２を乗じて得た額とする。

第 一 条 の う ち 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 中 「⑶附属設

備」 を 「⑷附属設備」 に 改 め 、 同 部 ⑶ 附 属 設 備 の 項 イ テ ニ ス コ ー ト の 表 の 次 に 次 の よ う に

加 え る 改 正 規 定 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 中 「⑶附属設備」 を 「⑷附属設備」 に 改 め 、 同

部 ⑶ 附 属 設 備 の 項 イ テ ニ ス コ ー ト の 表 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

ウ武道館

(ｱ) 照明設備

使用区分
全点灯２／３点灯１／３点灯

設備名

第１道場照明設備１時間 310円 200円 100円

第２道場照明設備１時間 200円

－ －

近的射場照明設備１時間 20円

－ －

(ｲ) 照明設備以外の設備

設 備 名単位使用料備 考

第１道場

－

１時間につき4,840円

－

冷房設備

第２道場

－

１時間につき1,410円

－

ア陸上競技場等

使用区分
午 前午 後１ 日2

3
4

施設名

陸上競技場会議室 3,230円 4,030円 6,970円

野球場（ 本球場） 会議室 1,330円 1,550円 2,680円

水泳場会議室 1,330円 1,550円 2,680円

サッカ・ラグビ場会議室 1,330円 1,550円 2,680円ー ー

テニスコト会議室 3,230円 4,030円 6,970円ー

イ武道館

(ｱ) 会議室

使用区分
午 前午 後夜 間

施設名

会議室１ 3,230円 4,030円 4,030円

会議室２ 3,230円 4,030円 4,030円

会議室３ 1,330円 1,550円 1,550円

会議室４ 1,330円 1,550円 1,550円

(ｲ) 師範室等

施 設 名使 用 料

師範室１１時間につき 100円

師範室２１時間につき 100円

控 室１時間につき 100円

役員控室１時間につき 100円

備考

１使用区分は次のとおりとする

。

、

⑴午前とは午前８時30分から午前12時まで（武道館の会議室にあつては午前９、 、
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第１道場

－

１時間につき5,550円

－

暖房設備

第２道場

－

１時間につき1,770円

－

2
3
6

第１道場１回 5,610円

翌日にわたつては使用する
放送設備第２道場１回 1,020円

ことができない。

近的射場１回 1,020円

第 一 条 中 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 ⑷ 備 品 の 項 の 改 正 規 定

を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 ⑷ 備 品 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

⑸備品

ア武道館

品 目単位使用料備 考

移動式
第１道場

－

１時間につき250円

－

電光掲示板
第２道場

－

１時間につき250円

－

第１道場１回 3,210円

翌日にわたつては使用する
フロアシト第２道場１回 2,000円

ことができない
ー

。

近的射場１回 50円

イその他の施設

品 目単位
基準額又は

備 考
使用料

コインロッカ１回 20円
翌日にわたつては利用し又は使用すること

ー
、

ができない。

備考

１高校生以下が武道館の備品を使用する場合の使用料はこの表に定める額を２で除、

して得た額とするこの場合においてその額に10円未満の端数があるときは当該。 、 、

端数を切り捨てるものとする。

２入場料等を徴収して武道館を団体で使用する者が当該使用に際し武道館の備品を使

用する場合の使用料はこの表に定める額及び１の規定により得られた額に２を乗じ、

て得た額とする。

附 則

時から午後１時まで）をいう

。

⑵午後とは午後零時から午後６時まで（武道館の会議室にあつては午後１時か、 、

ら午後５時まで）をいう

。

2
3
5

⑶１日とは午前８時30分から午後６時までをいう

。

、

⑷夜間とは午後５時から午後９時までをいう

。

、

２この表は陸上競技場野球場（本球場） 水泳場又はサッカ・ラグビ場を団、 、 、 ー ー

体で使用する者が当該使用に係る施設の会議室を使用する場合については適用しな

い。

３やむを得ない理由により午前９時前又は午後９時後に武道館の会議室を使用する場

合の使用料は使用時間１時間につき午前９時前の使用にあつては午前の使用区、 、

分午後９時後の使用にあつては夜間の使用区分に係る使用料の額の４分の１に相当、

する額にそれぞれ1.5を乗じて得た額とするこの場合においてその額に10円未満。 、

の端数があるときは当該端数を切り捨てるものとする、 。

４高校生以下が武道館の会議室又は師範室等を使用する場合の使用料はこの表に定、

める額及び３の規定により得られた額を２で除して得た額とするこの場合におい。

てその額に10円未満の端数があるときは当該端数を切り捨てるものとする、 、 。

５入場料等を徴収して武道館を団体で使用する者が当該使用に際し武道館の会議室又

は師範室等を使用する場合の使用料はこの表に定める額並びに３及び４の規定によ、

り得られた額に２を乗じて得た額とする。

第 一 条 の う ち 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 中 「⑶附属設

備」 を 「⑷附属設備」 に 改 め 、 同 部 ⑶ 附 属 設 備 の 項 イ テ ニ ス コ ー ト の 表 の 次 に 次 の よ う に

加 え る 改 正 規 定 を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 中 「⑶附属設備」 を 「⑷附属設備」 に 改 め 、 同

部 ⑶ 附 属 設 備 の 項 イ テ ニ ス コ ー ト の 表 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。

ウ武道館

(ｱ) 照明設備

使用区分
全点灯２／３点灯１／３点灯

設備名

第１道場照明設備１時間 310円 200円 100円

第２道場照明設備１時間 200円

－ －

近的射場照明設備１時間 20円

－ －

(ｲ) 照明設備以外の設備

設 備 名単位使用料備 考

第１道場

－

１時間につき4,840円

－

冷房設備

第２道場

－

１時間につき1,410円

－
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（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当

該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 2
3
7

一 第 十 条 及 び 第 四 十 条 の 規 定 公 布 の 日

二 第 一 条 中 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 二 百 七 の 項 及 び 三 百 七 十 三 の 項 の 改 正 規 定 並 び に

附 則 第 三 項 の 規 定 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日

三 第 一 条 中 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 四 百 七 十 一 の 項 の 次 に 四 百 七 十 一 の 二 の 項 か ら 四

百 七 十 一 の 四 の 項 ま で を 加 え る 改 正 規 定 平 成 三 十 一 年 六 月 一 日

四 第 一 条 中 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 四 百 二 十 二 の 項 、 四 百 二 十 三 の 項 及 び 四 百 二 十 五

の 項 の 改 正 規 定 、 同 表 四 百 三 十 一 の 項 の 次 に 四 百 三 十 一 の 二 の 項 及 び 四 百 三 十 一 の 三 の 項

を 加 え る 改 正 規 定 、 同 表 四 百 三 十 三 の 二 の 項 の 次 に 四 百 三 十 三 の 三 の 項 を 加 え る 改 正 規

定 、 同 表 四 百 三 十 四 の 項 の 改 正 規 定 並 び に 同 表 四 百 五 十 五 の 三 の 項 の 次 に 四 百 五 十 五 の 三

の 二 の 項 か ら 四 百 五 十 五 の 三 の 五 の 項 ま で を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 第 三 十 一 条 及 び 附 則 第

四 項 の 規 定 規 則 で 定 め る 日

五 第 十 一 条 の 規 定 平 成 三 十 一 年 七 月 一 日

（ 手 数 料 の 改 定 に 伴 う 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 申 請 、 依 頼 等 が な さ れ て い る 事 務

（ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 二 百 七 の 項 、 三 百 七 十 三 の 項 、

四 百 二 十 二 の 項 、 四 百 二 十 三 の 項 、 四 百 二 十 五 の 項 及 び 四 百 三 十 四 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務

を 除 く 。 ） に 係 る 栃 木 県 手 数 料 条 例 に 規 定 す る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

３ 附 則 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 の 日 前 に 行 わ れ た 事 務 又 は 試 験 等 （ 第 一 条 の 規 定

に よ る 改 正 前 の 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 二 百 七 の 項 及 び 三 百 七 十 三 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る

事 務 に 限 る 。 ） に 係 る 栃 木 県 手 数 料 条 例 に 規 定 す る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ

る 。

４ 附 則 第 一 項 第 四 号 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 の 日 前 に 申 請 が な さ れ て い る 事 務 （ 第 一 条 の 規 定

に よ る 改 正 前 の 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 四 百 二 十 二 の 項 、 四 百 二 十 三 の 項 、 四 百 二 十 五

の 項 、 四 百 三 十 四 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に 限 る 。 ） に 係 る 栃 木 県 手 数 料 条 例 に 規 定 す る 手

数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 使 用 料 の 改 定 に 伴 う 経 過 措 置 ）

５ 施 行 日 の 前 日 か ら 施 行 日 に か け て 栃 木 県 青 年 の 家 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 、 栃 木 県 立 少

年 自 然 の 家 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 、 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 及 び 栃 木 県 二 十 一 世 紀 林 業 創 造

の 森 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 に 規 定 す る 宿 泊 施 設 に 宿 泊 す る 者 の 当 該 宿 泊 に 係 る 使 用 料 に

つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

６ 施 行 日 前 に 許 可 を 受 け て 、 栃 木 県 林 業 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 、 栃 木 県 都 市 公

園 条 例 、 栃 木 県 ラ イ フ ル 射 撃 場 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 、 栃 木 ヘ リ ポ ー ト 設 置 、 管 理 及 び

使 用 料 条 例 、 栃 木 県 総 合 教 育 セ ン タ ー 条 例 、 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 、 と

ち ぎ 生 き が い づ く り セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 、 栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 及 び 栃 木 県 産

業 技 術 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 に 規 定 す る 施 設 等 （ 前 項 の 宿 泊 施 設 を 除 く 。 ） を

使 用 し 、 又 は 利 用 す る 者 の 当 該 使 用 又 は 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ

る 。

（ 文 書 学 事 課 ）

第１道場

－

１時間につき5,550円

－

暖房設備

第２道場

－

１時間につき1,770円

－

2
3
6

第１道場１回 5,610円

翌日にわたつては使用する
放送設備第２道場１回 1,020円

ことができない。

近的射場１回 1,020円

第 一 条 中 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 ⑷ 備 品 の 項 の 改 正 規 定

を 次 の よ う に 改 め る 。

別 表 第 一 の １ 栃 木 県 総 合 運 動 公 園 の 部 ⑷ 備 品 の 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

⑸備品

ア武道館

品 目単位使用料備 考

移動式
第１道場

－

１時間につき250円

－

電光掲示板
第２道場

－

１時間につき250円

－

第１道場１回 3,210円

翌日にわたつては使用する
フロアシト第２道場１回 2,000円

ことができない
ー

。

近的射場１回 50円

イその他の施設

品 目単位
基準額又は

備 考
使用料

コインロッカ１回 20円
翌日にわたつては利用し又は使用すること

ー
、

ができない。

備考

１高校生以下が武道館の備品を使用する場合の使用料はこの表に定める額を２で除、

して得た額とするこの場合においてその額に10円未満の端数があるときは当該。 、 、

端数を切り捨てるものとする。

２入場料等を徴収して武道館を団体で使用する者が当該使用に際し武道館の備品を使

用する場合の使用料はこの表に定める額及び１の規定により得られた額に２を乗じ、

て得た額とする。

附 則
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00

栃 木 県 条 例 第 五 号

財 産 の 交 換 、 譲 与 、 無 償 貸 付 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

財 産 の 交 換 、 譲 与 、 無 償 貸 付 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 七 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 行 政 財 産 の 無 償 貸 付 又 は 減 額 貸 付 等 ） （ 行 政 財 産 で あ る 土 地 の 無 償 貸 付 又 は 減 額

貸 付 等 ）

第 四 条 の 二 行 政 財 産 は 、 地 方 自 第 四 条 の 二 行 政 財 産 で あ る 土 地 は 、 地 方 自

治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 。 以 下 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 。 以 下

「 法 」 と い う 。 ） 第 二 百 三 十 八 条 の 四 第 二 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 百 三 十 八 条 の 四 第 二

項 第 一 号 か ら 第 四 号 ま で 又 は 第 三 項 （ 同 条 項 第 二 号 の 規 定 に よ り 、 他 の 地 方 公 共 団 体

第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 又 は 規 則 で 定 め る 法 人 に 貸 し 付 け る と き は

規 定 に よ り こ れ を 貸 し 付 け る 場 合 は 、 他 の

地 方 公 共 団 体 そ の 他 公 共 団 体 又 は 公 共 的 団

体 に お い て 公 用 若 し く は 公 共 用 又 は 公 益 事

業 の 用 に 供 す る 場 合 そ の 他 規 則 で 定 め る 場

合 に 限 り 、 無 償 又 は 時 価 よ り も 低 い 価 額 で 、 無 償 又 は 時 価 よ り も 低 い 価 額 で

貸 し 付 け る こ と が で き る 。 貸 し 付 け る こ と が で き る 。

２ 略 ２ 略

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ 改 正 後 の 第 四 条 の 二 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 申 込 み が さ れ る 行 政 財 産 の 貸 付

け に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 申 込 み が さ れ た 行 政 財 産 の 貸 付 け に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に

よ る 。

（ 管 財 課 ）

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 規 定 は 、 当

該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 2
3
7

一 第 十 条 及 び 第 四 十 条 の 規 定 公 布 の 日

二 第 一 条 中 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 二 百 七 の 項 及 び 三 百 七 十 三 の 項 の 改 正 規 定 並 び に

附 則 第 三 項 の 規 定 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日

三 第 一 条 中 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 四 百 七 十 一 の 項 の 次 に 四 百 七 十 一 の 二 の 項 か ら 四

百 七 十 一 の 四 の 項 ま で を 加 え る 改 正 規 定 平 成 三 十 一 年 六 月 一 日

四 第 一 条 中 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 四 百 二 十 二 の 項 、 四 百 二 十 三 の 項 及 び 四 百 二 十 五

の 項 の 改 正 規 定 、 同 表 四 百 三 十 一 の 項 の 次 に 四 百 三 十 一 の 二 の 項 及 び 四 百 三 十 一 の 三 の 項

を 加 え る 改 正 規 定 、 同 表 四 百 三 十 三 の 二 の 項 の 次 に 四 百 三 十 三 の 三 の 項 を 加 え る 改 正 規

定 、 同 表 四 百 三 十 四 の 項 の 改 正 規 定 並 び に 同 表 四 百 五 十 五 の 三 の 項 の 次 に 四 百 五 十 五 の 三

の 二 の 項 か ら 四 百 五 十 五 の 三 の 五 の 項 ま で を 加 え る 改 正 規 定 並 び に 第 三 十 一 条 及 び 附 則 第

四 項 の 規 定 規 則 で 定 め る 日

五 第 十 一 条 の 規 定 平 成 三 十 一 年 七 月 一 日

（ 手 数 料 の 改 定 に 伴 う 経 過 措 置 ）

２ こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に 申 請 、 依 頼 等 が な さ れ て い る 事 務

（ 第 一 条 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 二 百 七 の 項 、 三 百 七 十 三 の 項 、

四 百 二 十 二 の 項 、 四 百 二 十 三 の 項 、 四 百 二 十 五 の 項 及 び 四 百 三 十 四 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務

を 除 く 。 ） に 係 る 栃 木 県 手 数 料 条 例 に 規 定 す る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

３ 附 則 第 一 項 第 二 号 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 の 日 前 に 行 わ れ た 事 務 又 は 試 験 等 （ 第 一 条 の 規 定

に よ る 改 正 前 の 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 二 百 七 の 項 及 び 三 百 七 十 三 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る

事 務 に 限 る 。 ） に 係 る 栃 木 県 手 数 料 条 例 に 規 定 す る 手 数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ

る 。

４ 附 則 第 一 項 第 四 号 に 規 定 す る 規 定 の 施 行 の 日 前 に 申 請 が な さ れ て い る 事 務 （ 第 一 条 の 規 定

に よ る 改 正 前 の 栃 木 県 手 数 料 条 例 別 表 第 一 の 四 百 二 十 二 の 項 、 四 百 二 十 三 の 項 、 四 百 二 十 五

の 項 、 四 百 三 十 四 の 項 の 上 欄 に 掲 げ る 事 務 に 限 る 。 ） に 係 る 栃 木 県 手 数 料 条 例 に 規 定 す る 手

数 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 使 用 料 の 改 定 に 伴 う 経 過 措 置 ）

５ 施 行 日 の 前 日 か ら 施 行 日 に か け て 栃 木 県 青 年 の 家 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 、 栃 木 県 立 少

年 自 然 の 家 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 、 栃 木 県 都 市 公 園 条 例 及 び 栃 木 県 二 十 一 世 紀 林 業 創 造

の 森 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 に 規 定 す る 宿 泊 施 設 に 宿 泊 す る 者 の 当 該 宿 泊 に 係 る 使 用 料 に

つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

６ 施 行 日 前 に 許 可 を 受 け て 、 栃 木 県 林 業 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 、 栃 木 県 都 市 公

園 条 例 、 栃 木 県 ラ イ フ ル 射 撃 場 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 、 栃 木 ヘ リ ポ ー ト 設 置 、 管 理 及 び

使 用 料 条 例 、 栃 木 県 総 合 教 育 セ ン タ ー 条 例 、 栃 木 県 体 育 施 設 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 、 と

ち ぎ 生 き が い づ く り セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 、 栃 木 県 県 営 住 宅 条 例 及 び 栃 木 県 産

業 技 術 セ ン タ ー 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 に 規 定 す る 施 設 等 （ 前 項 の 宿 泊 施 設 を 除 く 。 ） を

使 用 し 、 又 は 利 用 す る 者 の 当 該 使 用 又 は 利 用 に 係 る 使 用 料 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ

る 。

（ 文 書 学 事 課 ）
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00

栃 木 県 条 例 第 六 号

栃 木 県 民 生 委 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 民 生 委 員 定 数 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

民 生 委 員 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 八 民 生 委 員 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 八

号 ） 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 民 生 委 員 の 号 ） 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 民 生 委 員 の

定 数 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 市 町 村 の 区 域 定 数 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 市 町 村 の 区 域

ご と に 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る と お り ご と に 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る と お り

と す る 。 と す る 。

略 略

佐 野 市 二 百 七 十 五 人 佐 野 市 二 百 七 十 四 人

鹿 沼 市 二 百 十 人 鹿 沼 市 二 百 九 人

略 略

小 山 市 二 百 九 十 八 人 小 山 市 二 百 九 十 六 人

真 岡 市 百 五 十 四 人 真 岡 市 百 五 十 一 人

大 田 原 市 百 四 十 七 人 大 田 原 市 百 四 十 六 人

矢 板 市 七 十 四 人 矢 板 市 七 十 二 人

那 須 塩 原 市 二 百 十 四 人 那 須 塩 原 市 二 百 十 二 人

さ く ら 市 八 十 人 さ く ら 市 七 十 九 人

略 略

00

栃 木 県 条 例 第 五 号

財 産 の 交 換 、 譲 与 、 無 償 貸 付 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

財 産 の 交 換 、 譲 与 、 無 償 貸 付 等 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 七 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 行 政 財 産 の 無 償 貸 付 又 は 減 額 貸 付 等 ） （ 行 政 財 産 で あ る 土 地 の 無 償 貸 付 又 は 減 額

貸 付 等 ）

第 四 条 の 二 行 政 財 産 は 、 地 方 自 第 四 条 の 二 行 政 財 産 で あ る 土 地 は 、 地 方 自

治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 。 以 下 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 。 以 下

「 法 」 と い う 。 ） 第 二 百 三 十 八 条 の 四 第 二 「 法 」 と い う 。 ） 第 二 百 三 十 八 条 の 四 第 二

項 第 一 号 か ら 第 四 号 ま で 又 は 第 三 項 （ 同 条 項 第 二 号 の 規 定 に よ り 、 他 の 地 方 公 共 団 体

第 四 項 に お い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 又 は 規 則 で 定 め る 法 人 に 貸 し 付 け る と き は

規 定 に よ り こ れ を 貸 し 付 け る 場 合 は 、 他 の

地 方 公 共 団 体 そ の 他 公 共 団 体 又 は 公 共 的 団

体 に お い て 公 用 若 し く は 公 共 用 又 は 公 益 事

業 の 用 に 供 す る 場 合 そ の 他 規 則 で 定 め る 場

合 に 限 り 、 無 償 又 は 時 価 よ り も 低 い 価 額 で 、 無 償 又 は 時 価 よ り も 低 い 価 額 で

貸 し 付 け る こ と が で き る 。 貸 し 付 け る こ と が で き る 。

２ 略 ２ 略

附 則

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

２ 改 正 後 の 第 四 条 の 二 の 規 定 は 、 こ の 条 例 の 施 行 の 日 以 後 に 申 込 み が さ れ る 行 政 財 産 の 貸 付

け に つ い て 適 用 し 、 同 日 前 に 申 込 み が さ れ た 行 政 財 産 の 貸 付 け に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に

よ る 。

（ 管 財 課 ）
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00

栃 木 県 条 例 第 七 号

健 康 長 寿 と ち ぎ づ く り 推 進 条 例 及 び 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 健 康 長 寿 と ち ぎ づ く り 推 進 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 健 康 長 寿 と ち ぎ づ く り 推 進 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 七 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 受 動 喫 煙 の 防 止 等 ） （ 受 動 喫 煙 の 防 止 等 ）

第 十 四 条 県 は 、 多 数 の 者 が 利 用 す る 施 設 に 第 十 四 条 県 は 、 多 数 の 者 が 利 用 す る 施 設 に

お け る 受 動 喫 煙 （ 人 が 他 人 の 喫 煙 に よ り た お け る 受 動 喫 煙 （ 室 内 又 は こ れ に 準 ず る 環

ば こ か ら 発 生 し た 煙 （ 蒸 気 を 含 む 。 ） に さ 境 に お い て 、 他 人 の た ば こ の 煙 を 吸 わ さ れ

ら さ れ る こ と を い う 。 次 項 に お い て 同 る こ と を い う 。 次 項 に お い て 同

じ 。 ） の 防 止 の 徹 底 を 図 る じ 。 ） の 防 止 の 徹 底 を 図 る と と も に 、 県 民

が 自 ら の 意 思 で 受 動 喫 煙 を 避 け る こ と が で

た め 、 必 要 な 施 策 を 講 き る 環 境 を 整 備 す る た め 、 必 要 な 施 策 を 講

ず る も の と す る 。 ず る も の と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 条 例 （ 平 成 三 十 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ が ん の 予 防 の 推 進 ） （ が ん の 予 防 の 推 進 ）

第 十 二 条 県 は 、 が ん の 予 防 の 推 進 を 図 る た 第 十 二 条 県 は 、 が ん の 予 防 の 推 進 を 図 る た

め 、 市 町 村 、 医 療 機 関 、 医 療 保 険 者 、 事 業 め 、 市 町 村 、 医 療 機 関 、 医 療 保 険 者 、 事 業

者 等 と 連 携 し 、 次 に 掲 げ る 施 策 そ の 他 必 要 者 等 と 連 携 し 、 次 に 掲 げ る 施 策 そ の 他 必 要

な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

河 内 郡 上 三 川 町 五 十 九 人 河 内 郡 上 三 川 町 五 十 八 人

略 略0
0

塩 谷 郡 高 根 沢 町 五 十 三 人 塩 谷 郡 高 根 沢 町 五 十 二 人

略 略

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 二 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 保 健 福 祉 課 ）

00

栃 木 県 条 例 第 六 号

栃 木 県 民 生 委 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 民 生 委 員 定 数 条 例 （ 平 成 二 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 十 八 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

民 生 委 員 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 八 民 生 委 員 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 九 十 八

号 ） 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 民 生 委 員 の 号 ） 第 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 、 民 生 委 員 の

定 数 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 市 町 村 の 区 域 定 数 は 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 市 町 村 の 区 域

ご と に 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る と お り ご と に 、 そ れ ぞ れ 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る と お り

と す る 。 と す る 。

略 略

佐 野 市 二 百 七 十 五 人 佐 野 市 二 百 七 十 四 人

鹿 沼 市 二 百 十 人 鹿 沼 市 二 百 九 人

略 略

小 山 市 二 百 九 十 八 人 小 山 市 二 百 九 十 六 人

真 岡 市 百 五 十 四 人 真 岡 市 百 五 十 一 人

大 田 原 市 百 四 十 七 人 大 田 原 市 百 四 十 六 人

矢 板 市 七 十 四 人 矢 板 市 七 十 二 人

那 須 塩 原 市 二 百 十 四 人 那 須 塩 原 市 二 百 十 二 人

さ く ら 市 八 十 人 さ く ら 市 七 十 九 人

略 略

00

栃 木 県 条 例 第 七 号

健 康 長 寿 と ち ぎ づ く り 推 進 条 例 及 び 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 健 康 長 寿 と ち ぎ づ く り 推 進 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 健 康 長 寿 と ち ぎ づ く り 推 進 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 七 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 受 動 喫 煙 の 防 止 等 ） （ 受 動 喫 煙 の 防 止 等 ）

第 十 四 条 県 は 、 多 数 の 者 が 利 用 す る 施 設 に 第 十 四 条 県 は 、 多 数 の 者 が 利 用 す る 施 設 に

お け る 受 動 喫 煙 （ 人 が 他 人 の 喫 煙 に よ り た お け る 受 動 喫 煙 （ 室 内 又 は こ れ に 準 ず る 環

ば こ か ら 発 生 し た 煙 （ 蒸 気 を 含 む 。 ） に さ 境 に お い て 、 他 人 の た ば こ の 煙 を 吸 わ さ れ

ら さ れ る こ と を い う 。 次 項 に お い て 同 る こ と を い う 。 次 項 に お い て 同

じ 。 ） の 防 止 の 徹 底 を 図 る じ 。 ） の 防 止 の 徹 底 を 図 る と と も に 、 県 民

が 自 ら の 意 思 で 受 動 喫 煙 を 避 け る こ と が で

た め 、 必 要 な 施 策 を 講 き る 環 境 を 整 備 す る た め 、 必 要 な 施 策 を 講

ず る も の と す る 。 ず る も の と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 条 例 （ 平 成 三 十 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ が ん の 予 防 の 推 進 ） （ が ん の 予 防 の 推 進 ）

第 十 二 条 県 は 、 が ん の 予 防 の 推 進 を 図 る た 第 十 二 条 県 は 、 が ん の 予 防 の 推 進 を 図 る た

め 、 市 町 村 、 医 療 機 関 、 医 療 保 険 者 、 事 業 め 、 市 町 村 、 医 療 機 関 、 医 療 保 険 者 、 事 業

者 等 と 連 携 し 、 次 に 掲 げ る 施 策 そ の 他 必 要 者 等 と 連 携 し 、 次 に 掲 げ る 施 策 そ の 他 必 要

な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。
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0
0

栃 木 県 条 例 第 八 号

栃 木 県 安 心 こ ど も 基 金 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 安 心 こ ど も 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

１ 略 １ 略

２ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 三 年 六 月 三 十 日 ２ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 二 年 三 月 三 十 一 日

限 り 、 そ の 効 力 を 失 う 。 限 り 、 そ の 効 力 を 失 う 。

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ こ ど も 政 策 課 ）

一 略 一 略

二 受 動 喫 煙 （ 人 が 他 人 の 喫 煙 に よ り た ば 二 受 動 喫 煙 （ 室 内 又 は こ れ に 準 ず る 環 境

こ か ら 発 生 し た 煙 （ 蒸 気 を 含 む 。 ） に さ に お い て 、 他 人 の た ば こ の 煙 を 吸 わ さ れ0
0

ら さ れ る こ と を い う 。 ） の 防 止 を 促 進 す る こ と を い う 。 ） の 防 止 を 促 進 す

る こ と 。 る こ と 。

三 略 三 略

附 則

こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 健 康 増 進 課 ）

0
0

栃 木 県 条 例 第 七 号

健 康 長 寿 と ち ぎ づ く り 推 進 条 例 及 び 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

（ 健 康 長 寿 と ち ぎ づ く り 推 進 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 健 康 長 寿 と ち ぎ づ く り 推 進 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 七 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 受 動 喫 煙 の 防 止 等 ） （ 受 動 喫 煙 の 防 止 等 ）

第 十 四 条 県 は 、 多 数 の 者 が 利 用 す る 施 設 に 第 十 四 条 県 は 、 多 数 の 者 が 利 用 す る 施 設 に

お け る 受 動 喫 煙 （ 人 が 他 人 の 喫 煙 に よ り た お け る 受 動 喫 煙 （ 室 内 又 は こ れ に 準 ず る 環

ば こ か ら 発 生 し た 煙 （ 蒸 気 を 含 む 。 ） に さ 境 に お い て 、 他 人 の た ば こ の 煙 を 吸 わ さ れ

ら さ れ る こ と を い う 。 次 項 に お い て 同 る こ と を い う 。 次 項 に お い て 同

じ 。 ） の 防 止 の 徹 底 を 図 る じ 。 ） の 防 止 の 徹 底 を 図 る と と も に 、 県 民

が 自 ら の 意 思 で 受 動 喫 煙 を 避 け る こ と が で

た め 、 必 要 な 施 策 を 講 き る 環 境 を 整 備 す る た め 、 必 要 な 施 策 を 講

ず る も の と す る 。 ず る も の と す る 。

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 が ん 対 策 推 進 条 例 （ 平 成 三 十 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ が ん の 予 防 の 推 進 ） （ が ん の 予 防 の 推 進 ）

第 十 二 条 県 は 、 が ん の 予 防 の 推 進 を 図 る た 第 十 二 条 県 は 、 が ん の 予 防 の 推 進 を 図 る た

め 、 市 町 村 、 医 療 機 関 、 医 療 保 険 者 、 事 業 め 、 市 町 村 、 医 療 機 関 、 医 療 保 険 者 、 事 業

者 等 と 連 携 し 、 次 に 掲 げ る 施 策 そ の 他 必 要 者 等 と 連 携 し 、 次 に 掲 げ る 施 策 そ の 他 必 要

な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。 な 施 策 を 講 ず る も の と す る 。

0
0

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 条 例 第 九 号

県 が 経 営 す る 水 道 用 水 供 給 事 業 の 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例

県 が 経 営 す る 水 道 用 水 供 給 事 業 の 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 栃 木

県 条 例 第 五 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 布 設 工 事 監 督 者 の 資 格 ） （ 布 設 工 事 監 督 者 の 資 格 ）

第 四 条 法 第 三 十 一 条 に お い て 準 用 す る 法 第 第 四 条 法 第 三 十 一 条 に お い て 準 用 す る 法 第

十 二 条 第 二 項 の 条 例 で 定 め る 資 格 は 、 次 の 十 二 条 第 二 項 の 条 例 で 定 め る 資 格 は 、 次 の

と お り と す る 。 と お り と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 学 校 教 育 法 に よ る 短 期 大 学 （ 同 法 に よ 三 学 校 教 育 法 に よ る 短 期 大 学

る 専 門 職 大 学 の 前 期 課 程 を 含 む 。 以 下 同

じ 。 ） 若 し く は 高 等 専 門 学 校 又 は 旧 専 門 若 し く は 高 等 専 門 学 校 又 は 旧 専 門

学 校 令 （ 明 治 三 十 六 年 勅 令 第 六 十 一 号 ） 学 校 令 （ 明 治 三 十 六 年 勅 令 第 六 十 一 号 ）

に よ る 専 門 学 校 に お い て 土 木 科 又 は こ れ に よ る 専 門 学 校 に お い て 土 木 科 又 は こ れ

に 相 当 す る 課 程 を 修 め て 卒 業 し た 後 （ 同 に 相 当 す る 課 程 を 修 め て 卒 業 し た 後

法 に よ る 専 門 職 大 学 の 前 期 課 程 に あ っ て

は 、 修 了 し た 後 ） 、 五 年 以 上 水 道 に 関 す 、 五 年 以 上 水 道 に 関 す

る 技 術 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る る 技 術 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る

者 者

四 ～ 六 略 四 ～ 六 略

（ 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 ） （ 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 ）

第 五 条 法 第 三 十 一 条 及 び 第 三 十 四 条 第 一 項 第 五 条 法 第 三 十 一 条 及 び 第 三 十 四 条 第 一 項

に お い て 準 用 す る 法 第 十 九 条 第 三 項 の 条 例 に お い て 準 用 す る 法 第 十 九 条 第 三 項 の 条 例

で 定 め る 資 格 （ 一 日 最 大 給 水 量 が 千 立 方 で 定 め る 資 格 （ 一 日 最 大 給 水 量 が 千 立 方

メ ー ト ル 以 下 で あ る 専 用 水 道 に 係 る 資 格 を メ ー ト ル 以 下 で あ る 専 用 水 道 に 係 る 資 格 を

除 く 。 ） は 、 次 の と お り と す る 。 除 く 。 ） は 、 次 の と お り と す る 。

一 略 一 略
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二 前 条 第 一 号 、 第 三 号 及 び 第 四 号 に 規 定 二 前 条 第 一 号 、 第 三 号 及 び 第 四 号 に 規 定

す る 学 校 に お い て 土 木 工 学 以 外 の 工 学 、 す る 学 校 に お い て 土 木 工 学 以 外 の 工 学 、

理 学 、 農 学 、 医 学 若 し く は 薬 学 に 関 す る 理 学 、 農 学 、 医 学 若 し く は 薬 学 に 関 す る0
0

学 科 目 又 は こ れ ら に 相 当 す る 学 科 目 を 修 学 科 目 又 は こ れ ら に 相 当 す る 学 科 目 を 修

め て 卒 業 し た 後 （ 学 校 教 育 法 に よ る 専 門 め て 卒 業 し た 後

職 大 学 の 前 期 課 程 に あ っ て は 、 修 了 し た

後 ） 、 同 条 第 一 号 に 規 定 す る 学 校 を 卒 業 、 同 条 第 一 号 に 規 定 す る 学 校 を 卒 業

し た 者 に つ い て は 四 年 以 上 、 同 条 第 三 号 し た 者 に つ い て は 四 年 以 上 、 同 条 第 三 号

に 規 定 す る 学 校 を 卒 業 し た 者 （ 同 法 に よ に 規 定 す る 学 校 を 卒 業 し た 者

る 専 門 職 大 学 の 前 期 課 程 に あ っ て は 、 修

了 し た 者 ） に つ い て は 六 年 以 上 、 同 条 第 に つ い て は 六 年 以 上 、 同 条 第

四 号 に 規 定 す る 学 校 を 卒 業 し た 者 に つ い 四 号 に 規 定 す る 学 校 を 卒 業 し た 者 に つ い

て は 八 年 以 上 水 道 に 関 す る 技 術 上 の 実 務 て は 八 年 以 上 水 道 に 関 す る 技 術 上 の 実 務

に 従 事 し た 経 験 を 有 す る 者 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る 者

三 ・ 四 略 三 ・ 四 略

２ 法 第 三 十 四 条 第 一 項 に お い て 準 用 す る 法 ２ 法 第 三 十 四 条 第 一 項 に お い て 準 用 す る 法

第 十 九 条 第 三 項 の 条 例 で 定 め る 資 格 （ 一 日 第 十 九 条 第 三 項 の 条 例 で 定 め る 資 格 （ 一 日

最 大 給 水 量 が 千 立 方 メ ー ト ル 以 下 で あ る 専 最 大 給 水 量 が 千 立 方 メ ー ト ル 以 下 で あ る 専

用 水 道 に 係 る 資 格 に 限 る 。 ） は 、 次 の と お 用 水 道 に 係 る 資 格 に 限 る 。 ） は 、 次 の と お

り と す る 。 り と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 学 校 教 育 法 に よ る 短 期 大 学 若 し く は 高 三 学 校 教 育 法 に よ る 短 期 大 学 若 し く は 高

等 専 門 学 校 又 は 旧 専 門 学 校 令 に よ る 専 門 等 専 門 学 校 又 は 旧 専 門 学 校 令 に よ る 専 門

学 校 に お い て 土 木 科 又 は こ れ に 相 当 す る 学 校 に お い て 土 木 科 又 は こ れ に 相 当 す る

課 程 を 修 め て 卒 業 し た 後 （ 同 法 に よ る 専 課 程 を 修 め て 卒 業 し た 後

門 職 大 学 の 前 期 課 程 に あ っ て は 、 修 了 し

た 後 ） 、 二 年 六 月 以 上 水 道 に 関 す る 技 術 、 二 年 六 月 以 上 水 道 に 関 す る 技 術

上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る 者 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る 者

四 略 四 略

五 第 一 号 、 第 三 号 及 び 前 号 に 規 定 す る 学 五 第 一 号 、 第 三 号 及 び 前 号 に 規 定 す る 学

校 に お い て 土 木 工 学 以 外 の 工 学 、 理 学 、 校 に お い て 土 木 工 学 以 外 の 工 学 、 理 学 、

農 学 、 医 学 若 し く は 薬 学 に 関 す る 学 科 目 農 学 、 医 学 若 し く は 薬 学 に 関 す る 学 科 目

又 は こ れ ら に 相 当 す る 学 科 目 を 修 め て 卒 又 は こ れ ら に 相 当 す る 学 科 目 を 修 め て 卒

業 し た 後 （ 学 校 教 育 法 に よ る 専 門 職 大 学 業 し た 後

の 前 期 課 程 に あ っ て は 、 修 了 し た 後 ） 、 、

第 一 号 に 規 定 す る 学 校 を 卒 業 し た 者 に つ 第 一 号 に 規 定 す る 学 校 を 卒 業 し た 者 に つ

い て は 二 年 以 上 、 第 三 号 に 規 定 す る 学 校 い て は 二 年 以 上 、 第 三 号 に 規 定 す る 学 校

を 卒 業 し た 者 （ 同 法 に よ る 専 門 職 大 学 の を 卒 業 し た 者

前 期 課 程 に あ っ て は 、 修 了 し た 者 ） に つ に つ

い て は 三 年 以 上 、 前 号 に 規 定 す る 学 校 を い て は 三 年 以 上 、 前 号 に 規 定 す る 学 校 を

卒 業 し た 者 に つ い て は 四 年 以 上 水 道 に 関 卒 業 し た 者 に つ い て は 四 年 以 上 水 道 に 関

す る 技 術 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す す る 技 術 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す

る 者 る 者

六 ・ 七 略 六 ・ 七 略

00

栃 木 県 知 事 福 田 富 一

栃 木 県 条 例 第 九 号

県 が 経 営 す る 水 道 用 水 供 給 事 業 の 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 を 改 正 す

る 条 例

県 が 経 営 す る 水 道 用 水 供 給 事 業 の 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 四 年 栃 木

県 条 例 第 五 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 布 設 工 事 監 督 者 の 資 格 ） （ 布 設 工 事 監 督 者 の 資 格 ）

第 四 条 法 第 三 十 一 条 に お い て 準 用 す る 法 第 第 四 条 法 第 三 十 一 条 に お い て 準 用 す る 法 第

十 二 条 第 二 項 の 条 例 で 定 め る 資 格 は 、 次 の 十 二 条 第 二 項 の 条 例 で 定 め る 資 格 は 、 次 の

と お り と す る 。 と お り と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 学 校 教 育 法 に よ る 短 期 大 学 （ 同 法 に よ 三 学 校 教 育 法 に よ る 短 期 大 学

る 専 門 職 大 学 の 前 期 課 程 を 含 む 。 以 下 同

じ 。 ） 若 し く は 高 等 専 門 学 校 又 は 旧 専 門 若 し く は 高 等 専 門 学 校 又 は 旧 専 門

学 校 令 （ 明 治 三 十 六 年 勅 令 第 六 十 一 号 ） 学 校 令 （ 明 治 三 十 六 年 勅 令 第 六 十 一 号 ）

に よ る 専 門 学 校 に お い て 土 木 科 又 は こ れ に よ る 専 門 学 校 に お い て 土 木 科 又 は こ れ

に 相 当 す る 課 程 を 修 め て 卒 業 し た 後 （ 同 に 相 当 す る 課 程 を 修 め て 卒 業 し た 後

法 に よ る 専 門 職 大 学 の 前 期 課 程 に あ っ て

は 、 修 了 し た 後 ） 、 五 年 以 上 水 道 に 関 す 、 五 年 以 上 水 道 に 関 す

る 技 術 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る る 技 術 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る

者 者

四 ～ 六 略 四 ～ 六 略

（ 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 ） （ 水 道 技 術 管 理 者 の 資 格 ）

第 五 条 法 第 三 十 一 条 及 び 第 三 十 四 条 第 一 項 第 五 条 法 第 三 十 一 条 及 び 第 三 十 四 条 第 一 項

に お い て 準 用 す る 法 第 十 九 条 第 三 項 の 条 例 に お い て 準 用 す る 法 第 十 九 条 第 三 項 の 条 例

で 定 め る 資 格 （ 一 日 最 大 給 水 量 が 千 立 方 で 定 め る 資 格 （ 一 日 最 大 給 水 量 が 千 立 方

メ ー ト ル 以 下 で あ る 専 用 水 道 に 係 る 資 格 を メ ー ト ル 以 下 で あ る 専 用 水 道 に 係 る 資 格 を

除 く 。 ） は 、 次 の と お り と す る 。 除 く 。 ） は 、 次 の と お り と す る 。

一 略 一 略
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附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 0
0

（ 生 活 衛 生 課 ）

二 前 条 第 一 号 、 第 三 号 及 び 第 四 号 に 規 定 二 前 条 第 一 号 、 第 三 号 及 び 第 四 号 に 規 定

す る 学 校 に お い て 土 木 工 学 以 外 の 工 学 、 す る 学 校 に お い て 土 木 工 学 以 外 の 工 学 、

理 学 、 農 学 、 医 学 若 し く は 薬 学 に 関 す る 理 学 、 農 学 、 医 学 若 し く は 薬 学 に 関 す る0
0

学 科 目 又 は こ れ ら に 相 当 す る 学 科 目 を 修 学 科 目 又 は こ れ ら に 相 当 す る 学 科 目 を 修

め て 卒 業 し た 後 （ 学 校 教 育 法 に よ る 専 門 め て 卒 業 し た 後

職 大 学 の 前 期 課 程 に あ っ て は 、 修 了 し た

後 ） 、 同 条 第 一 号 に 規 定 す る 学 校 を 卒 業 、 同 条 第 一 号 に 規 定 す る 学 校 を 卒 業

し た 者 に つ い て は 四 年 以 上 、 同 条 第 三 号 し た 者 に つ い て は 四 年 以 上 、 同 条 第 三 号

に 規 定 す る 学 校 を 卒 業 し た 者 （ 同 法 に よ に 規 定 す る 学 校 を 卒 業 し た 者

る 専 門 職 大 学 の 前 期 課 程 に あ っ て は 、 修

了 し た 者 ） に つ い て は 六 年 以 上 、 同 条 第 に つ い て は 六 年 以 上 、 同 条 第

四 号 に 規 定 す る 学 校 を 卒 業 し た 者 に つ い 四 号 に 規 定 す る 学 校 を 卒 業 し た 者 に つ い

て は 八 年 以 上 水 道 に 関 す る 技 術 上 の 実 務 て は 八 年 以 上 水 道 に 関 す る 技 術 上 の 実 務

に 従 事 し た 経 験 を 有 す る 者 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る 者

三 ・ 四 略 三 ・ 四 略

２ 法 第 三 十 四 条 第 一 項 に お い て 準 用 す る 法 ２ 法 第 三 十 四 条 第 一 項 に お い て 準 用 す る 法

第 十 九 条 第 三 項 の 条 例 で 定 め る 資 格 （ 一 日 第 十 九 条 第 三 項 の 条 例 で 定 め る 資 格 （ 一 日

最 大 給 水 量 が 千 立 方 メ ー ト ル 以 下 で あ る 専 最 大 給 水 量 が 千 立 方 メ ー ト ル 以 下 で あ る 専

用 水 道 に 係 る 資 格 に 限 る 。 ） は 、 次 の と お 用 水 道 に 係 る 資 格 に 限 る 。 ） は 、 次 の と お

り と す る 。 り と す る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 学 校 教 育 法 に よ る 短 期 大 学 若 し く は 高 三 学 校 教 育 法 に よ る 短 期 大 学 若 し く は 高

等 専 門 学 校 又 は 旧 専 門 学 校 令 に よ る 専 門 等 専 門 学 校 又 は 旧 専 門 学 校 令 に よ る 専 門

学 校 に お い て 土 木 科 又 は こ れ に 相 当 す る 学 校 に お い て 土 木 科 又 は こ れ に 相 当 す る

課 程 を 修 め て 卒 業 し た 後 （ 同 法 に よ る 専 課 程 を 修 め て 卒 業 し た 後

門 職 大 学 の 前 期 課 程 に あ っ て は 、 修 了 し

た 後 ） 、 二 年 六 月 以 上 水 道 に 関 す る 技 術 、 二 年 六 月 以 上 水 道 に 関 す る 技 術

上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る 者 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す る 者

四 略 四 略

五 第 一 号 、 第 三 号 及 び 前 号 に 規 定 す る 学 五 第 一 号 、 第 三 号 及 び 前 号 に 規 定 す る 学

校 に お い て 土 木 工 学 以 外 の 工 学 、 理 学 、 校 に お い て 土 木 工 学 以 外 の 工 学 、 理 学 、

農 学 、 医 学 若 し く は 薬 学 に 関 す る 学 科 目 農 学 、 医 学 若 し く は 薬 学 に 関 す る 学 科 目

又 は こ れ ら に 相 当 す る 学 科 目 を 修 め て 卒 又 は こ れ ら に 相 当 す る 学 科 目 を 修 め て 卒

業 し た 後 （ 学 校 教 育 法 に よ る 専 門 職 大 学 業 し た 後

の 前 期 課 程 に あ っ て は 、 修 了 し た 後 ） 、 、

第 一 号 に 規 定 す る 学 校 を 卒 業 し た 者 に つ 第 一 号 に 規 定 す る 学 校 を 卒 業 し た 者 に つ

い て は 二 年 以 上 、 第 三 号 に 規 定 す る 学 校 い て は 二 年 以 上 、 第 三 号 に 規 定 す る 学 校

を 卒 業 し た 者 （ 同 法 に よ る 専 門 職 大 学 の を 卒 業 し た 者

前 期 課 程 に あ っ て は 、 修 了 し た 者 ） に つ に つ

い て は 三 年 以 上 、 前 号 に 規 定 す る 学 校 を い て は 三 年 以 上 、 前 号 に 規 定 す る 学 校 を

卒 業 し た 者 に つ い て は 四 年 以 上 水 道 に 関 卒 業 し た 者 に つ い て は 四 年 以 上 水 道 に 関

す る 技 術 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す す る 技 術 上 の 実 務 に 従 事 し た 経 験 を 有 す

る 者 る 者

六 ・ 七 略 六 ・ 七 略

00

栃 木 県 条 例 第 十 号

学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

学 校 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 定 数 ） （ 定 数 ）

第 三 条 学 校 職 員 の 定 数 は 、 次 の と お り と す 第 三 条 学 校 職 員 の 定 数 は 、 次 の と お り と す

る 。 る 。

一 県 立 学 校 職 員 五 、 一 二 四 人 一 県 立 学 校 職 員 五 、 一 三 六 人

二 市 町 村 立 学 校 職 員 一 一 、 五 二 六 人 二 市 町 村 立 学 校 職 員 一 一 、 五 三 七 人

計 一 六 、 六 五 〇 人 計 一 六 、 六 七 三 人

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 教 職 員 課 ）
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0
0

栃 木 県 条 例 第 十 一 号

栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 公 立 学 校 職 員 給 与 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改

正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

別表第３（第９条の２第９条の３関係） 別表第３（第９条の２第９条の３関係）、 、

１へき地学校等 １へき地学校等

学 校 名 学 校 名

級別 級別

小学校略 小学校略

へき地日光市立小来川小学校略 へき地日光市立小来川小学校略

学校に茂木町立逆川小学校 学校に茂木町立逆川小学校

準ずる 準ずる茂木町立中川小学校

学校佐野市立閑馬小学校 学校佐野市立閑馬小学校

佐野市立下彦間小学校 佐野市立下彦間小学校

略 略

２特別の地域に所在する学校 ２特別の地域に所在する学校

茂木町立中川小学校

大田原市立羽田小学校 大田原市立羽田小学校

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 教 職 員 課 ）

0
0

栃 木 県 条 例 第 十 号

学 校 職 員 定 数 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

学 校 職 員 定 数 条 例 （ 昭 和 三 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 定 数 ） （ 定 数 ）

第 三 条 学 校 職 員 の 定 数 は 、 次 の と お り と す 第 三 条 学 校 職 員 の 定 数 は 、 次 の と お り と す

る 。 る 。

一 県 立 学 校 職 員 五 、 一 二 四 人 一 県 立 学 校 職 員 五 、 一 三 六 人

二 市 町 村 立 学 校 職 員 一 一 、 五 二 六 人 二 市 町 村 立 学 校 職 員 一 一 、 五 三 七 人

計 一 六 、 六 五 〇 人 計 一 六 、 六 七 三 人

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 教 育 委 員 会 事 務 局 教 職 員 課 ）

0
0

栃 木 県 条 例 第 十 二 号

栃 木 県 産 業 会 館 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 を 廃 止 す る 条 例

栃 木 県 産 業 会 館 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 昭 和 五 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 号 ） は 、 廃 止 す

る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 産 業 政 策 課 ）
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00

栃 木 県 条 例 第 十 三 号

栃 木 県 国 民 体 育 大 会 ・ 全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 開 催 基 金 条 例

（ 設 置 ）

第 一 条 第 七 十 七 回 国 民 体 育 大 会 及 び 第 二 十 二 回 全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 の 開 催 に 要 す る 経 費

の 財 源 に 充 て る た め 、 栃 木 県 国 民 体 育 大 会 ・ 全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 開 催 基 金 （ 以 下 「 基

金 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 。

（ 積 立 て ）

第 二 条 基 金 と し て 積 み 立 て る 額 は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 で 定 め る も の と す る 。

（ 管 理 ）

第 三 条 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 金 融 機 関 へ の 預 金 そ の 他 最 も 確 実 か つ 有 利 な 方 法 に よ り 保 管 し

な け れ ば な ら な い 。

２ 基 金 に 属 す る 現 金 は 、 必 要 に 応 じ 、 最 も 確 実 か つ 有 利 な 有 価 証 券 に 換 え る こ と が で き る 。

（ 運 用 益 金 の 処 理 ）

第 四 条 基 金 の 運 用 か ら 生 ず る 収 益 は 、 一 般 会 計 歳 入 歳 出 予 算 に 計 上 し て 、 基 金 に 編 入 す る も

の と す る 。

（ 繰 替 運 用 ）

第 五 条 知 事 は 、 財 政 上 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 確 実 な 繰 戻 し の 方 法 、 期 間 及 び 利 率 を 定

め て 、 基 金 に 属 す る 現 金 を 歳 計 現 金 に 繰 り 替 え て 運 用 す る こ と が で き る 。

（ 処 分 ）

第 六 条 基 金 は 、 第 七 十 七 回 国 民 体 育 大 会 及 び 第 二 十 二 回 全 国 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 の 開 催 に 要

す る 経 費 の 財 源 に 充 て る 場 合 に 限 り 、 処 分 す る こ と が で き る 。

（ 委 任 ）

第 七 条 こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 、 基 金 の 管 理 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 知 事 が 別 に 定 め る 。

附 則

１ こ の 条 例 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

２ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 五 年 三 月 三 十 一 日 限 り 、 そ の 効 力 を 失 う 。

（ 国 体 準 備 室 ）

00

栃 木 県 条 例 第 十 二 号

栃 木 県 産 業 会 館 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 を 廃 止 す る 条 例

栃 木 県 産 業 会 館 設 置 、 管 理 及 び 使 用 料 条 例 （ 昭 和 五 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 号 ） は 、 廃 止 す

る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 産 業 政 策 課 ）

00

栃 木 県 条 例 第 十 四 号

栃 木 県 県 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 条 例

（ 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 県 税 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 自 動 車 取 得 税 の 納 付 の 方 法 ） （ 自 動 車 取 得 税 の 納 付 の 方 法 ）

第 百 二 条 の 九 自 動 車 取 得 税 の 納 税 義 務 者 第 百 二 条 の 九 自 動 車 取 得 税 の 納 税 義 務 者

は 、 自 動 車 取 得 税 額 を 納 付 す る 場 合 （ 当 該 は 、 自 動 車 取 得 税 額 を 納 付 す る 場 合 （ 当 該

自 動 車 取 得 税 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 納 付 す る 自 動 車 取 得 税 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 納 付 す る

場 合 を 含 む 。 ） に は 、 場 合 を 含 む 。 ） に は 、 申 告 書 又 は 修 正 申 告

書 に 、 栃 木 県 納 税 証 紙 に 代 わ る も の と し て

証 紙 代 金 収 納 計 器 （ 以 下 「 収 納 計 器 」 と い

当 該 自 動 車 取 得 税 額 （ 当 該 自 う 。 ） に よ り 当 該 自 動 車 取 得 税 額 （ 当 該 自

動 車 取 得 税 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 含 む 。 ） に 動 車 取 得 税 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 含 む 。 ） に

相 当 す る 現 金 を 納 付 し 相 当 す る 金 額 を 表 示 し た 納 税 証 紙 印 の 押 印

な け れ ば な ら な い 。 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 納 税 義

務 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場

合 に は 、 収 納 計 器 に よ る 納 税 証 紙 印 の 押 印

に 代 え て 納 税 証 紙 印 の 額 面 金 額 に 相 当 す る

現 金 を 納 付 す る こ と が で き る 。

一 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の

利 用 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百

五 十 一 号 ） 第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理

組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に

規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 道

路 運 送 車 両 法 第 七 条 （ 新 規 登 録 の 申 請 ）

又 は 第 十 三 条 （ 移 転 登 録 ） の 規 定 に よ る

登 録 の 申 請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県 行 政 手

続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関

す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五

号 ） 第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に

よ る 申 請 等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す
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る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 申 告 書 の

提 出 を 行 う 場 合

二 前 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 知 事 が や む0
0

を 得 な い と 認 め た 場 合

（ 収 納 計 器 取 扱 者 の 指 定 ）

第 百 二 条 の 十 及 び 第 百 二 条 の 十 一 削 除 第 百 二 条 の 十 収 納 計 器 に よ る 押 印 そ の 他 の

収 納 計 器 の 取 扱 い は 、 知 事 の 指 定 を 受 け た

者 が 行 う も の と す る 。

（ 納 税 証 紙 印 の 印 影 ）

第 百 二 条 の 十 一 第 百 二 条 の 九 第 一 項 の 納 税

証 紙 印 の 印 影 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 自 動 車 税 の 徴 収 の 方 法 ） （ 自 動 車 税 の 徴 収 の 方 法 ）

第 百 十 条 略 第 百 十 条 略

２ 略 ２ 略

３ 自 動 車 税 の 納 税 義 務 者 は 、 前 項 に 規 定 す ３ 自 動 車 税 の 納 税 義 務 者 は 、 前 項 に 規 定 す

る 自 動 車 に つ い て 自 動 車 税 を 払 い 込 む と き る 自 動 車 に つ い て 自 動 車 税 を 払 い 込 む と き

は 、 当 該 自 動 車 税 の 額 に 相 当 す る 現 金 を 納 は 、 当 該 自 動 車 に つ い て 第 百 十 三 条 第 一 項

付 し た 後 、 当 該 自 動 車 に つ い て 第 百 十 三 条 の 規 定 に よ り 提 出 す る 申 告 書 に 、 栃 木 県 納

第 一 項 の 規 定 に よ り 提 出 す る 申 告 書 に 、 納 税 証 紙 に 代 わ る も の と し て 収 納 計 器 に よ り

税 済 印 の 押 印 を 受 け な け れ ば な ら な い 当 該 自 動 車 税 の 額 に 相 当 す る 金 額 を 表 示 し

た 納 税 証 紙 印 の 押 印 を 受 け な け れ ば な ら な

い 。 た だ し 、 知 事 が や む を 得 な い も の と 認

め た 場 合 に は 、 収 納 計 器 に よ る 納 税 証 紙 印

の 押 印 に 代 え て 納 税 証 紙 印 の 額 面 金 額 に 相

。 当 す る 現 金 を 納 付 す る こ と が で き る 。

４ 略 ４ 略

５ 第 百 二 条 の 十 及 び 第 百 二 条 の 十 一 の 規 定

は 、 第 三 項 の 収 納 計 器 に よ る 納 税 証 紙 印 の

押 印 に つ い て 準 用 す る 。

（ 自 動 車 税 の 徴 収 の 方 法 の 特 例 ） （ 自 動 車 税 の 徴 収 の 方 法 の 特 例 ）

第 百 十 一 条 自 動 車 税 の 納 税 義 務 者 が 行 政 手 第 百 十 一 条 自 動 車 税 の 納 税 義 務 者 が 行 政 手

続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す

る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 る 法 律 第

三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請

等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報

処 理 組 織 を 使 用 し て 道 路 運 送 車 両 法 第 七 条 処 理 組 織 を 使 用 し て 道 路 運 送 車 両 法 第 七 条

（ 新 規 登 録 の 申 請 ） の 規 定 に よ る 登 録 の 申 （ 新 規 登 録 の 申 請 ） の 規 定 に よ る 登 録 の 申

請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県 行 政 手 続 等 に お け 請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県 行 政 手 続 等 に お け

る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 条 例 （ 平 る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 条 例

成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） 第 三 条 第 一 項 第 三 条 第 一 項

00

栃 木 県 条 例 第 十 四 号

栃 木 県 県 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 条 例

（ 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 栃 木 県 県 税 条 例 （ 平 成 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 自 動 車 取 得 税 の 納 付 の 方 法 ） （ 自 動 車 取 得 税 の 納 付 の 方 法 ）

第 百 二 条 の 九 自 動 車 取 得 税 の 納 税 義 務 者 第 百 二 条 の 九 自 動 車 取 得 税 の 納 税 義 務 者

は 、 自 動 車 取 得 税 額 を 納 付 す る 場 合 （ 当 該 は 、 自 動 車 取 得 税 額 を 納 付 す る 場 合 （ 当 該

自 動 車 取 得 税 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 納 付 す る 自 動 車 取 得 税 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 納 付 す る

場 合 を 含 む 。 ） に は 、 場 合 を 含 む 。 ） に は 、 申 告 書 又 は 修 正 申 告

書 に 、 栃 木 県 納 税 証 紙 に 代 わ る も の と し て

証 紙 代 金 収 納 計 器 （ 以 下 「 収 納 計 器 」 と い

当 該 自 動 車 取 得 税 額 （ 当 該 自 う 。 ） に よ り 当 該 自 動 車 取 得 税 額 （ 当 該 自

動 車 取 得 税 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 含 む 。 ） に 動 車 取 得 税 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 含 む 。 ） に

相 当 す る 現 金 を 納 付 し 相 当 す る 金 額 を 表 示 し た 納 税 証 紙 印 の 押 印

な け れ ば な ら な い 。 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 納 税 義

務 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場

合 に は 、 収 納 計 器 に よ る 納 税 証 紙 印 の 押 印

に 代 え て 納 税 証 紙 印 の 額 面 金 額 に 相 当 す る

現 金 を 納 付 す る こ と が で き る 。

一 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の

利 用 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百

五 十 一 号 ） 第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理

組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に

規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 道

路 運 送 車 両 法 第 七 条 （ 新 規 登 録 の 申 請 ）

又 は 第 十 三 条 （ 移 転 登 録 ） の 規 定 に よ る

登 録 の 申 請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県 行 政 手

続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関

す る 条 例 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五

号 ） 第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に

よ る 申 請 等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す
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（ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定

に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を

使 用 し て 第 百 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 使 用 し て 第 百 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 0
0

告 書 の 提 出 を 行 う 場 合 に は 、 前 条 第 二 項 及 告 書 の 提 出 を 行 う 場 合 に は 、 前 条 第 二 項 及

び 第 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 納 税 義 び 第 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 納 税 義

務 者 が 当 該 登 録 の 申 請 を し た 際 に 、 当 該 登 務 者 が 当 該 登 録 の 申 請 を し た 際 に 、 当 該 登

録 の 申 請 に 係 る 自 動 車 に 係 る 自 動 車 税 を 法 録 の 申 請 に 係 る 自 動 車 に 係 る 自 動 車 税 を 法

施 行 規 則 第 九 条 に 規 定 す る 方 法 に よ り 徴 収 施 行 規 則 第 九 条 に 規 定 す る 方 法 に よ り 徴 収

す る こ と が で き る 。 す る こ と が で き る 。

（ 栃 木 県 県 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 県 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 二 十 八 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 八 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 改 正 ） （ 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 略 第 一 条 略

略 略

第 九 十 七 条 第 一 号 中 「 第 百 二 条 の 十 四 第 第 九 十 七 条 第 一 号 中 「 第 百 二 条 の 十 四 第

三 項 」 を 「 第 百 五 条 の 十 第 三 項 」 に 改 め 三 項 」 を 「 第 百 五 条 の 十 二 第 三 項 」 に 改 め

る 。 る 。

略 略

第 百 五 条 の 見 出 し 及 び 同 条 中 「 自 動 車 第 百 五 条 の 見 出 し 及 び 同 条 中 「 自 動 車

税 」 を 「 種 別 割 」 に 改 め 、 同 条 の 次 に 次 の 税 」 を 「 種 別 割 」 に 改 め 、 同 条 の 次 に 次 の

十 一 条 を 加 え る 。 十 三 条 を 加 え る 。

（ 環 境 性 能 割 の 課 税 標 準 ） （ 環 境 性 能 割 の 課 税 標 準 ）

第 百 五 条 の 二 環 境 性 能 割 の 課 税 標 準 は 、 第 百 五 条 の 二 環 境 性 能 割 の 課 税 標 準 は 、

法 第 百 五 十 六 条 （ 環 境 性 能 割 の 課 税 標 法 第 百 五 十 六 条 （ 環 境 性 能 割 の 課 税 標

準 ） に 規 定 す る 通 常 の 取 得 価 額 （ 第 百 五 準 ） に 規 定 す る 通 常 の 取 得 価 額 （ 第 百 五

条 の 十 二 第 二 項 に お い て 「 通 常 の 取 得 価 条 の 十 四 第 二 項 に お い て 「 通 常 の 取 得 価

額 」 と い う 。 ） と す る 。 額 」 と い う 。 ） と す る 。

（ 環 境 性 能 割 の 税 率 ） （ 環 境 性 能 割 の 税 率 ）

第 百 五 条 の 三 法 第 百 五 十 七 条 第 一 項 各 号 第 百 五 条 の 三 法 第 百 五 十 七 条 第 一 項 各 号

（ 環 境 性 能 割 の 税 率 ） に 掲 げ る 自 動 車 （ 環 境 性 能 割 の 税 率 ） に 掲 げ る 自 動 車

（ 法 第 百 四 十 九 条 第 一 項 （ 同 条 第 二 項 （ 法 第 百 四 十 九 条 第 一 項 （ 同 条 第 二 項

（ 環 境 へ の 負 荷 の 低 減 に 著 し く 資 す る 自 （ 環 境 へ の 負 荷 の 低 減 に 著 し く 資 す る 自

動 車 に 対 す る 環 境 性 能 割 の 非 課 税 ） に お 動 車 に 対 す る 環 境 性 能 割 の 非 課 税 ） に お

い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に

お い て 同 じ 。 ） の 規 定 の 適 用 を 受 け る も お い て 同 じ 。 ） の 規 定 の 適 用 を 受 け る も

の を 除 く 。 ） に 対 し て 課 す る 環 境 性 能 割 の を 除 く 。 ） に 対 し て 課 す る 環 境 性 能 割

の 税 率 は 、 百 分 の 一 と す る 。 の 税 率 は 、 百 分 の 一 と す る 。

る 電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 申 告 書 の

提 出 を 行 う 場 合

二 前 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 知 事 が や む0
0

を 得 な い と 認 め た 場 合

（ 収 納 計 器 取 扱 者 の 指 定 ）

第 百 二 条 の 十 及 び 第 百 二 条 の 十 一 削 除 第 百 二 条 の 十 収 納 計 器 に よ る 押 印 そ の 他 の

収 納 計 器 の 取 扱 い は 、 知 事 の 指 定 を 受 け た

者 が 行 う も の と す る 。

（ 納 税 証 紙 印 の 印 影 ）

第 百 二 条 の 十 一 第 百 二 条 の 九 第 一 項 の 納 税

証 紙 印 の 印 影 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 自 動 車 税 の 徴 収 の 方 法 ） （ 自 動 車 税 の 徴 収 の 方 法 ）

第 百 十 条 略 第 百 十 条 略

２ 略 ２ 略

３ 自 動 車 税 の 納 税 義 務 者 は 、 前 項 に 規 定 す ３ 自 動 車 税 の 納 税 義 務 者 は 、 前 項 に 規 定 す

る 自 動 車 に つ い て 自 動 車 税 を 払 い 込 む と き る 自 動 車 に つ い て 自 動 車 税 を 払 い 込 む と き

は 、 当 該 自 動 車 税 の 額 に 相 当 す る 現 金 を 納 は 、 当 該 自 動 車 に つ い て 第 百 十 三 条 第 一 項

付 し た 後 、 当 該 自 動 車 に つ い て 第 百 十 三 条 の 規 定 に よ り 提 出 す る 申 告 書 に 、 栃 木 県 納

第 一 項 の 規 定 に よ り 提 出 す る 申 告 書 に 、 納 税 証 紙 に 代 わ る も の と し て 収 納 計 器 に よ り

税 済 印 の 押 印 を 受 け な け れ ば な ら な い 当 該 自 動 車 税 の 額 に 相 当 す る 金 額 を 表 示 し

た 納 税 証 紙 印 の 押 印 を 受 け な け れ ば な ら な

い 。 た だ し 、 知 事 が や む を 得 な い も の と 認

め た 場 合 に は 、 収 納 計 器 に よ る 納 税 証 紙 印

の 押 印 に 代 え て 納 税 証 紙 印 の 額 面 金 額 に 相

。 当 す る 現 金 を 納 付 す る こ と が で き る 。

４ 略 ４ 略

５ 第 百 二 条 の 十 及 び 第 百 二 条 の 十 一 の 規 定

は 、 第 三 項 の 収 納 計 器 に よ る 納 税 証 紙 印 の

押 印 に つ い て 準 用 す る 。

（ 自 動 車 税 の 徴 収 の 方 法 の 特 例 ） （ 自 動 車 税 の 徴 収 の 方 法 の 特 例 ）

第 百 十 一 条 自 動 車 税 の 納 税 義 務 者 が 行 政 手 第 百 十 一 条 自 動 車 税 の 納 税 義 務 者 が 行 政 手

続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す

る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律 第 百 五 十 一 号 ） 第 る 法 律 第

三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請

等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報

処 理 組 織 を 使 用 し て 道 路 運 送 車 両 法 第 七 条 処 理 組 織 を 使 用 し て 道 路 運 送 車 両 法 第 七 条

（ 新 規 登 録 の 申 請 ） の 規 定 に よ る 登 録 の 申 （ 新 規 登 録 の 申 請 ） の 規 定 に よ る 登 録 の 申

請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県 行 政 手 続 等 に お け 請 を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県 行 政 手 続 等 に お け

る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 条 例 （ 平 る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 条 例

成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） 第 三 条 第 一 項 第 三 条 第 一 項
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２ 法 第 百 五 十 七 条 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 自 ２ 法 第 百 五 十 七 条 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 自

動 車 （ 法 第 百 四 十 九 条 第 一 項 及 び 前 項 の 動 車 （ 法 第 百 四 十 九 条 第 一 項 及 び 前 項 の

規 定 の 適 用 を 受 け る も の を 除 く 。 ） に 対 規 定 の 適 用 を 受 け る も の を 除 く 。 ） に 対0
0

し て 課 す る 環 境 性 能 割 の 税 率 は 、 百 分 の し て 課 す る 環 境 性 能 割 の 税 率 は 、 百 分 の

二 と す る 。 二 と す る 。

３ 法 第 百 四 十 九 条 第 一 項 及 び 前 二 項 の 規 ３ 法 第 百 四 十 九 条 第 一 項 及 び 前 二 項 の 規

定 の 適 用 を 受 け る 自 動 車 以 外 の 自 動 車 に 定 の 適 用 を 受 け る 自 動 車 以 外 の 自 動 車 に

対 し て 課 す る 環 境 性 能 割 の 税 率 は 、 百 分 対 し て 課 す る 環 境 性 能 割 の 税 率 は 、 百 分

の 三 と す る 。 の 三 と す る 。

（ 環 境 性 能 割 の 徴 収 の 方 法 ） （ 環 境 性 能 割 の 徴 収 の 方 法 ）

第 百 五 条 の 四 環 境 性 能 割 の 徴 収 に つ い て 第 百 五 条 の 四 環 境 性 能 割 の 徴 収 に つ い て

は 、 申 告 納 付 の 方 法 に よ る 。 は 、 申 告 納 付 の 方 法 に よ る 。

（ 環 境 性 能 割 の 申 告 納 付 ） （ 環 境 性 能 割 の 申 告 納 付 ）

第 百 五 条 の 五 環 境 性 能 割 の 納 税 義 務 者 第 百 五 条 の 五 環 境 性 能 割 の 納 税 義 務 者

は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 自 動 車 の 区 分 に 応 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 自 動 車 の 区 分 に 応

じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 時 又 は 日 ま で に 、 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 時 又 は 日 ま で に 、

環 境 性 能 割 の 課 税 標 準 額 、 環 境 性 能 割 額 環 境 性 能 割 の 課 税 標 準 額 、 環 境 性 能 割 額

そ の 他 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 法 第 百 六 十 そ の 他 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 法 第 百 六 十

条 第 一 項 （ 環 境 性 能 割 の 申 告 納 付 ） の 規 条 第 一 項 （ 環 境 性 能 割 の 申 告 納 付 ） の 規

定 に よ る 申 告 書 を 知 事 に 提 出 す る と と も 定 に よ る 申 告 書 を 知 事 に 提 出 す る と と も

に 、 そ の 申 告 に 係 る 環 境 性 能 割 額 を 納 付 に 、 そ の 申 告 に 係 る 環 境 性 能 割 額 を 納 付

し な け れ ば な ら な い 。 し な け れ ば な ら な い 。

一 新 規 登 録 を 受 け る 自 動 車 当 該 新 規 一 新 規 登 録 を 受 け る 自 動 車 当 該 新 規

登 録 の 時 登 録 の 時

二 道 路 運 送 車 両 法 第 十 三 条 第 一 項 （ 移 二 道 路 運 送 車 両 法 第 十 三 条 第 一 項 （ 移

転 登 録 ） の 規 定 に よ る 移 転 登 録 （ 以 下 転 登 録 ） の 規 定 に よ る 移 転 登 録 （ 以 下

こ の 号 こ の 号 及 び 第 百 五 条 の 七 第 二 項 第 一 号

に お い て 「 移 転 登 録 」 と い う 。 ） を 受 に お い て 「 移 転 登 録 」 と い う 。 ） を 受

け る べ き 自 動 車 当 該 移 転 登 録 を 受 け け る べ き 自 動 車 当 該 移 転 登 録 を 受 け

る べ き 事 由 が あ っ た 日 か ら 十 五 日 を 経 る べ き 事 由 が あ っ た 日 か ら 十 五 日 を 経

過 す る 日 （ そ の 日 前 に 当 該 移 転 登 録 を 過 す る 日 （ そ の 日 前 に 当 該 移 転 登 録 を

受 け た と き は 、 当 該 移 転 登 録 の 時 ） 受 け た と き は 、 当 該 移 転 登 録 の 時 ）

三 前 二 号 に 掲 げ る 自 動 車 以 外 の 自 動 車 三 前 二 号 に 掲 げ る 自 動 車 以 外 の 自 動 車

で 、 道 路 運 送 車 両 法 第 六 十 七 条 第 一 項 で 、 道 路 運 送 車 両 法 第 六 十 七 条 第 一 項

（ 自 動 車 検 査 証 の 記 載 事 項 の 変 更 及 び （ 自 動 車 検 査 証 の 記 載 事 項 の 変 更 及 び

構 造 等 変 更 検 査 ） の 規 定 に よ る 自 動 車 構 造 等 変 更 検 査 ） の 規 定 に よ る 自 動 車

検 査 証 の 記 入 を 受 け る べ き 自 動 車 当 検 査 証 の 記 入 を 受 け る べ き 自 動 車 当

該 記 入 を 受 け る べ き 事 由 が あ っ た 日 か 該 記 入 を 受 け る べ き 事 由 が あ っ た 日 か

ら 十 五 日 を 経 過 す る 日 （ そ の 日 前 に 当 ら 十 五 日 を 経 過 す る 日 （ そ の 日 前 に 当

該 記 入 を 受 け た と き は 、 当 該 記 入 の 該 記 入 を 受 け た と き は 、 当 該 記 入 の

時 ） 時 ）

四 前 三 号 に 掲 げ る 自 動 車 以 外 の 自 動 四 前 三 号 に 掲 げ る 自 動 車 以 外 の 自 動

車 当 該 自 動 車 の 取 得 の 日 か ら 十 五 日 車 当 該 自 動 車 の 取 得 の 日 か ら 十 五 日

を 経 過 す る 日 を 経 過 す る 日

（ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定

に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を に よ り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を

使 用 し て 第 百 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 使 用 し て 第 百 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 申 0
0

告 書 の 提 出 を 行 う 場 合 に は 、 前 条 第 二 項 及 告 書 の 提 出 を 行 う 場 合 に は 、 前 条 第 二 項 及

び 第 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 納 税 義 び 第 三 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 当 該 納 税 義

務 者 が 当 該 登 録 の 申 請 を し た 際 に 、 当 該 登 務 者 が 当 該 登 録 の 申 請 を し た 際 に 、 当 該 登

録 の 申 請 に 係 る 自 動 車 に 係 る 自 動 車 税 を 法 録 の 申 請 に 係 る 自 動 車 に 係 る 自 動 車 税 を 法

施 行 規 則 第 九 条 に 規 定 す る 方 法 に よ り 徴 収 施 行 規 則 第 九 条 に 規 定 す る 方 法 に よ り 徴 収

す る こ と が で き る 。 す る こ と が で き る 。

（ 栃 木 県 県 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 二 条 栃 木 県 県 税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 二 十 八 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 八 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 改 正 ） （ 栃 木 県 県 税 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 一 条 略 第 一 条 略

略 略

第 九 十 七 条 第 一 号 中 「 第 百 二 条 の 十 四 第 第 九 十 七 条 第 一 号 中 「 第 百 二 条 の 十 四 第

三 項 」 を 「 第 百 五 条 の 十 第 三 項 」 に 改 め 三 項 」 を 「 第 百 五 条 の 十 二 第 三 項 」 に 改 め

る 。 る 。

略 略

第 百 五 条 の 見 出 し 及 び 同 条 中 「 自 動 車 第 百 五 条 の 見 出 し 及 び 同 条 中 「 自 動 車

税 」 を 「 種 別 割 」 に 改 め 、 同 条 の 次 に 次 の 税 」 を 「 種 別 割 」 に 改 め 、 同 条 の 次 に 次 の

十 一 条 を 加 え る 。 十 三 条 を 加 え る 。

（ 環 境 性 能 割 の 課 税 標 準 ） （ 環 境 性 能 割 の 課 税 標 準 ）

第 百 五 条 の 二 環 境 性 能 割 の 課 税 標 準 は 、 第 百 五 条 の 二 環 境 性 能 割 の 課 税 標 準 は 、

法 第 百 五 十 六 条 （ 環 境 性 能 割 の 課 税 標 法 第 百 五 十 六 条 （ 環 境 性 能 割 の 課 税 標

準 ） に 規 定 す る 通 常 の 取 得 価 額 （ 第 百 五 準 ） に 規 定 す る 通 常 の 取 得 価 額 （ 第 百 五

条 の 十 二 第 二 項 に お い て 「 通 常 の 取 得 価 条 の 十 四 第 二 項 に お い て 「 通 常 の 取 得 価

額 」 と い う 。 ） と す る 。 額 」 と い う 。 ） と す る 。

（ 環 境 性 能 割 の 税 率 ） （ 環 境 性 能 割 の 税 率 ）

第 百 五 条 の 三 法 第 百 五 十 七 条 第 一 項 各 号 第 百 五 条 の 三 法 第 百 五 十 七 条 第 一 項 各 号

（ 環 境 性 能 割 の 税 率 ） に 掲 げ る 自 動 車 （ 環 境 性 能 割 の 税 率 ） に 掲 げ る 自 動 車

（ 法 第 百 四 十 九 条 第 一 項 （ 同 条 第 二 項 （ 法 第 百 四 十 九 条 第 一 項 （ 同 条 第 二 項

（ 環 境 へ の 負 荷 の 低 減 に 著 し く 資 す る 自 （ 環 境 へ の 負 荷 の 低 減 に 著 し く 資 す る 自

動 車 に 対 す る 環 境 性 能 割 の 非 課 税 ） に お 動 車 に 対 す る 環 境 性 能 割 の 非 課 税 ） に お

い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に い て 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 以 下 こ の 条 に

お い て 同 じ 。 ） の 規 定 の 適 用 を 受 け る も お い て 同 じ 。 ） の 規 定 の 適 用 を 受 け る も

の を 除 く 。 ） に 対 し て 課 す る 環 境 性 能 割 の を 除 く 。 ） に 対 し て 課 す る 環 境 性 能 割

の 税 率 は 、 百 分 の 一 と す る 。 の 税 率 は 、 百 分 の 一 と す る 。
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（ 取 得 し た 自 動 車 に 関 す る 報 告 ） （ 取 得 し た 自 動 車 に 関 す る 報 告 ）

第 百 五 条 の 六 自 動 車 の 取 得 者 （ 環 境 性 能 第 百 五 条 の 六 自 動 車 の 取 得 者 （ 環 境 性 能

割 の 納 税 義 務 者 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お 割 の 納 税 義 務 者 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お 0
0

い て 同 じ 。 ） は 、 前 条 各 号 に 掲 げ る 区 分 い て 同 じ 。 ） は 、 前 条 各 号 に 掲 げ る 区 分

に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 時 又 は 日 ま で に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 時 又 は 日 ま で

に 、 当 該 自 動 車 の 取 得 者 が 取 得 し た 自 動 に 、 当 該 自 動 車 の 取 得 者 が 取 得 し た 自 動

車 に つ い て 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 法 第 百 車 に つ い て 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 法 第 百

六 十 条 第 二 項 （ 環 境 性 能 割 の 申 告 納 付 ） 六 十 条 第 二 項 （ 環 境 性 能 割 の 申 告 納 付 ）

の 規 定 に よ る 報 告 書 を 知 事 に 提 出 し な け の 規 定 に よ る 報 告 書 を 知 事 に 提 出 し な け

れ ば な ら な い 。 れ ば な ら な い 。

（ 環 境 性 能 割 の 納 付 の 方 法 ） （ 環 境 性 能 割 の 納 付 の 方 法 ）

第 百 五 条 の 七 環 境 性 能 割 の 納 税 義 務 者 第 百 五 条 の 七 環 境 性 能 割 の 納 税 義 務 者

は 、 環 境 性 能 割 額 を 納 付 す る 場 合 （ 当 該 は 、 環 境 性 能 割 額 を 納 付 す る 場 合 （ 当 該

環 境 性 能 割 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 納 付 す る 環 境 性 能 割 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 納 付 す る

場 合 を 含 む 。 ） に は 、 場 合 を 含 む 。 ） に は 、 申 告 書 又 は 修 正 申

告 書 に 、 栃 木 県 納 税 証 紙 に 代 わ る も の と

し て 証 紙 代 金 収 納 計 器 （ 以 下 「 収 納 計

当 該 環 境 性 能 割 額 器 」 と い う 。 ） に よ り 当 該 環 境 性 能 割 額

（ 当 該 環 境 性 能 割 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 含 （ 当 該 環 境 性 能 割 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 含

む 。 ） に 相 当 す る 現 金 を 納 付 し む 。 ） に 相 当 す る 金 額 を 表 示 し た 納 税 証

な け れ ば な ら な い 。 紙 印 の 押 印 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 納 税

義 務 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す

る 場 合 に は 、 収 納 計 器 に よ る 納 税 証 紙 印

の 押 印 に 代 え て 納 税 証 紙 印 の 額 面 金 額 に

相 当 す る 現 金 を 納 付 す る こ と が で き る 。

一 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術

の 利 用 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律

第 百 五 十 一 号 ） 第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情

報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定 に よ

り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を

使 用 し て 新 規 登 録 又 は 移 転 登 録 の 申 請

を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県 行 政 手 続 等 に お

け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 条

例 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） 第

三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る

申 請 等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る

電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 申 告 書 の

提 出 を 行 う 場 合

二 前 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 知 事 が や

む を 得 な い と 認 め た 場 合

（ 収 納 計 器 取 扱 者 の 指 定 ）

第 百 五 条 の 八 収 納 計 器 に よ る 押 印 そ の 他

の 収 納 計 器 の 取 扱 い は 、 知 事 の 指 定 を 受

２ 法 第 百 五 十 七 条 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 自 ２ 法 第 百 五 十 七 条 第 二 項 各 号 に 掲 げ る 自

動 車 （ 法 第 百 四 十 九 条 第 一 項 及 び 前 項 の 動 車 （ 法 第 百 四 十 九 条 第 一 項 及 び 前 項 の

規 定 の 適 用 を 受 け る も の を 除 く 。 ） に 対 規 定 の 適 用 を 受 け る も の を 除 く 。 ） に 対0
0

し て 課 す る 環 境 性 能 割 の 税 率 は 、 百 分 の し て 課 す る 環 境 性 能 割 の 税 率 は 、 百 分 の

二 と す る 。 二 と す る 。

３ 法 第 百 四 十 九 条 第 一 項 及 び 前 二 項 の 規 ３ 法 第 百 四 十 九 条 第 一 項 及 び 前 二 項 の 規

定 の 適 用 を 受 け る 自 動 車 以 外 の 自 動 車 に 定 の 適 用 を 受 け る 自 動 車 以 外 の 自 動 車 に

対 し て 課 す る 環 境 性 能 割 の 税 率 は 、 百 分 対 し て 課 す る 環 境 性 能 割 の 税 率 は 、 百 分

の 三 と す る 。 の 三 と す る 。

（ 環 境 性 能 割 の 徴 収 の 方 法 ） （ 環 境 性 能 割 の 徴 収 の 方 法 ）

第 百 五 条 の 四 環 境 性 能 割 の 徴 収 に つ い て 第 百 五 条 の 四 環 境 性 能 割 の 徴 収 に つ い て

は 、 申 告 納 付 の 方 法 に よ る 。 は 、 申 告 納 付 の 方 法 に よ る 。

（ 環 境 性 能 割 の 申 告 納 付 ） （ 環 境 性 能 割 の 申 告 納 付 ）

第 百 五 条 の 五 環 境 性 能 割 の 納 税 義 務 者 第 百 五 条 の 五 環 境 性 能 割 の 納 税 義 務 者

は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 自 動 車 の 区 分 に 応 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る 自 動 車 の 区 分 に 応

じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 時 又 は 日 ま で に 、 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 時 又 は 日 ま で に 、

環 境 性 能 割 の 課 税 標 準 額 、 環 境 性 能 割 額 環 境 性 能 割 の 課 税 標 準 額 、 環 境 性 能 割 額

そ の 他 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 法 第 百 六 十 そ の 他 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 法 第 百 六 十

条 第 一 項 （ 環 境 性 能 割 の 申 告 納 付 ） の 規 条 第 一 項 （ 環 境 性 能 割 の 申 告 納 付 ） の 規

定 に よ る 申 告 書 を 知 事 に 提 出 す る と と も 定 に よ る 申 告 書 を 知 事 に 提 出 す る と と も

に 、 そ の 申 告 に 係 る 環 境 性 能 割 額 を 納 付 に 、 そ の 申 告 に 係 る 環 境 性 能 割 額 を 納 付

し な け れ ば な ら な い 。 し な け れ ば な ら な い 。

一 新 規 登 録 を 受 け る 自 動 車 当 該 新 規 一 新 規 登 録 を 受 け る 自 動 車 当 該 新 規

登 録 の 時 登 録 の 時

二 道 路 運 送 車 両 法 第 十 三 条 第 一 項 （ 移 二 道 路 運 送 車 両 法 第 十 三 条 第 一 項 （ 移

転 登 録 ） の 規 定 に よ る 移 転 登 録 （ 以 下 転 登 録 ） の 規 定 に よ る 移 転 登 録 （ 以 下

こ の 号 こ の 号 及 び 第 百 五 条 の 七 第 二 項 第 一 号

に お い て 「 移 転 登 録 」 と い う 。 ） を 受 に お い て 「 移 転 登 録 」 と い う 。 ） を 受

け る べ き 自 動 車 当 該 移 転 登 録 を 受 け け る べ き 自 動 車 当 該 移 転 登 録 を 受 け

る べ き 事 由 が あ っ た 日 か ら 十 五 日 を 経 る べ き 事 由 が あ っ た 日 か ら 十 五 日 を 経

過 す る 日 （ そ の 日 前 に 当 該 移 転 登 録 を 過 す る 日 （ そ の 日 前 に 当 該 移 転 登 録 を

受 け た と き は 、 当 該 移 転 登 録 の 時 ） 受 け た と き は 、 当 該 移 転 登 録 の 時 ）

三 前 二 号 に 掲 げ る 自 動 車 以 外 の 自 動 車 三 前 二 号 に 掲 げ る 自 動 車 以 外 の 自 動 車

で 、 道 路 運 送 車 両 法 第 六 十 七 条 第 一 項 で 、 道 路 運 送 車 両 法 第 六 十 七 条 第 一 項

（ 自 動 車 検 査 証 の 記 載 事 項 の 変 更 及 び （ 自 動 車 検 査 証 の 記 載 事 項 の 変 更 及 び

構 造 等 変 更 検 査 ） の 規 定 に よ る 自 動 車 構 造 等 変 更 検 査 ） の 規 定 に よ る 自 動 車

検 査 証 の 記 入 を 受 け る べ き 自 動 車 当 検 査 証 の 記 入 を 受 け る べ き 自 動 車 当

該 記 入 を 受 け る べ き 事 由 が あ っ た 日 か 該 記 入 を 受 け る べ き 事 由 が あ っ た 日 か

ら 十 五 日 を 経 過 す る 日 （ そ の 日 前 に 当 ら 十 五 日 を 経 過 す る 日 （ そ の 日 前 に 当

該 記 入 を 受 け た と き は 、 当 該 記 入 の 該 記 入 を 受 け た と き は 、 当 該 記 入 の

時 ） 時 ）

四 前 三 号 に 掲 げ る 自 動 車 以 外 の 自 動 四 前 三 号 に 掲 げ る 自 動 車 以 外 の 自 動

車 当 該 自 動 車 の 取 得 の 日 か ら 十 五 日 車 当 該 自 動 車 の 取 得 の 日 か ら 十 五 日

を 経 過 す る 日 を 経 過 す る 日
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け た 者 が 行 う も の と す る 。

（ 納 税 証 紙 印 の 印 影 ）

第 百 五 条 の 九 第 百 五 条 の 七 第 一 項 の 納 税0
0

証 紙 印 の 印 影 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 環 境 性 能 割 の 減 免 ） （ 環 境 性 能 割 の 減 免 ）

第 百 五 条 の 八 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ 第 百 五 条 の 十 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ

か に 該 当 す る 場 合 に は 、 当 該 自 動 車 に 対 か に 該 当 す る 場 合 に は 、 当 該 自 動 車 に 対

し て 課 す る 環 境 性 能 割 を 減 免 す る こ と が し て 課 す る 環 境 性 能 割 を 減 免 す る こ と が

で き る 。 で き る 。

一 取 得 し た 自 動 車 を 当 該 取 得 の 日 か ら 一 取 得 し た 自 動 車 を 当 該 取 得 の 日 か ら

一 月 以 内 に 災 害 に よ り 滅 失 し た 場 合 一 月 以 内 に 災 害 に よ り 滅 失 し た 場 合

二 取 得 し た 自 動 車 に つ い て 当 該 取 得 の 二 取 得 し た 自 動 車 に つ い て 当 該 取 得 の

日 か ら 一 月 以 内 に 発 生 し た 災 害 に よ り 日 か ら 一 月 以 内 に 発 生 し た 災 害 に よ り

損 害 を 受 け 、 当 該 自 動 車 の 価 額 の 二 分 損 害 を 受 け 、 当 該 自 動 車 の 価 額 の 二 分

の 一 以 上 の 額 に 相 当 す る 修 繕 費 （ 保 険 の 一 以 上 の 額 に 相 当 す る 修 繕 費 （ 保 険

金 、 損 害 賠 償 金 等 に よ り 補 塡 さ れ る べ 金 、 損 害 賠 償 金 等 に よ り 補 塡 さ れ る べ

き 金 額 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） き 金 額 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ）

を 当 該 取 得 し た 者 が 支 出 し た 場 合 を 当 該 取 得 し た 者 が 支 出 し た 場 合

２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 を 減 免 す ２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 を 減 免 す

る 場 合 に お い て 減 免 す べ き 額 は 、 次 の 各 る 場 合 に お い て 減 免 す べ き 額 は 、 次 の 各

号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号

に 定 め る 額 と す る 。 に 定 め る 額 と す る 。

一 前 項 第 一 号 に 掲 げ る 場 合 当 該 環 境 一 前 項 第 一 号 に 掲 げ る 場 合 当 該 環 境

性 能 割 の 全 額 性 能 割 の 全 額

二 前 項 第 二 号 に 掲 げ る 場 合 次 に 掲 げ 二 前 項 第 二 号 に 掲 げ る 場 合 次 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 額 め る 額

イ 修 繕 費 が 価 額 の 百 分 の 八 十 五 以 上 イ 修 繕 費 が 価 額 の 百 分 の 八 十 五 以 上

で あ る 場 合 当 該 環 境 性 能 割 の 額 に で あ る 場 合 当 該 環 境 性 能 割 の 額 に

二 分 の 一 を 乗 じ て 得 た 額 二 分 の 一 を 乗 じ て 得 た 額

ロ 修 繕 費 が 価 額 の 百 分 の 六 十 五 以 上 ロ 修 繕 費 が 価 額 の 百 分 の 六 十 五 以 上

百 分 の 八 十 五 未 満 で あ る 場 合 当 該 百 分 の 八 十 五 未 満 で あ る 場 合 当 該

環 境 性 能 割 の 額 に 三 分 の 一 を 乗 じ て 環 境 性 能 割 の 額 に 三 分 の 一 を 乗 じ て

得 た 額 得 た 額

ハ 修 繕 費 が 価 額 の 百 分 の 五 十 以 上 百 ハ 修 繕 費 が 価 額 の 百 分 の 五 十 以 上 百

分 の 六 十 五 未 満 で あ る 場 合 当 該 環 分 の 六 十 五 未 満 で あ る 場 合 当 該 環

境 性 能 割 の 額 に 四 分 の 一 を 乗 じ て 得 境 性 能 割 の 額 に 四 分 の 一 を 乗 じ て 得

た 額 た 額

３ 第 一 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 減 免 ３ 第 一 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 減 免

を 受 け よ う と す る 者 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 受 け よ う と す る 者 は 、 次 に 掲 げ る 事 項

を 記 載 し た 申 請 書 に 同 項 の 規 定 に 該 当 す を 記 載 し た 申 請 書 に 同 項 の 規 定 に 該 当 す

る こ と を 証 す る 書 類 を 添 付 し て 、 こ れ を る こ と を 証 す る 書 類 を 添 付 し て 、 こ れ を

知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

一 年 度 及 び 税 額 一 年 度 及 び 税 額

（ 取 得 し た 自 動 車 に 関 す る 報 告 ） （ 取 得 し た 自 動 車 に 関 す る 報 告 ）

第 百 五 条 の 六 自 動 車 の 取 得 者 （ 環 境 性 能 第 百 五 条 の 六 自 動 車 の 取 得 者 （ 環 境 性 能

割 の 納 税 義 務 者 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お 割 の 納 税 義 務 者 を 除 く 。 以 下 こ の 条 に お 0
0

い て 同 じ 。 ） は 、 前 条 各 号 に 掲 げ る 区 分 い て 同 じ 。 ） は 、 前 条 各 号 に 掲 げ る 区 分

に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 時 又 は 日 ま で に 応 じ 、 当 該 各 号 に 定 め る 時 又 は 日 ま で

に 、 当 該 自 動 車 の 取 得 者 が 取 得 し た 自 動 に 、 当 該 自 動 車 の 取 得 者 が 取 得 し た 自 動

車 に つ い て 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 法 第 百 車 に つ い て 必 要 な 事 項 を 記 載 し た 法 第 百

六 十 条 第 二 項 （ 環 境 性 能 割 の 申 告 納 付 ） 六 十 条 第 二 項 （ 環 境 性 能 割 の 申 告 納 付 ）

の 規 定 に よ る 報 告 書 を 知 事 に 提 出 し な け の 規 定 に よ る 報 告 書 を 知 事 に 提 出 し な け

れ ば な ら な い 。 れ ば な ら な い 。

（ 環 境 性 能 割 の 納 付 の 方 法 ） （ 環 境 性 能 割 の 納 付 の 方 法 ）

第 百 五 条 の 七 環 境 性 能 割 の 納 税 義 務 者 第 百 五 条 の 七 環 境 性 能 割 の 納 税 義 務 者

は 、 環 境 性 能 割 額 を 納 付 す る 場 合 （ 当 該 は 、 環 境 性 能 割 額 を 納 付 す る 場 合 （ 当 該

環 境 性 能 割 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 納 付 す る 環 境 性 能 割 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 納 付 す る

場 合 を 含 む 。 ） に は 、 場 合 を 含 む 。 ） に は 、 申 告 書 又 は 修 正 申

告 書 に 、 栃 木 県 納 税 証 紙 に 代 わ る も の と

し て 証 紙 代 金 収 納 計 器 （ 以 下 「 収 納 計

当 該 環 境 性 能 割 額 器 」 と い う 。 ） に よ り 当 該 環 境 性 能 割 額

（ 当 該 環 境 性 能 割 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 含 （ 当 該 環 境 性 能 割 額 に 係 る 延 滞 金 額 を 含

む 。 ） に 相 当 す る 現 金 を 納 付 し む 。 ） に 相 当 す る 金 額 を 表 示 し た 納 税 証

な け れ ば な ら な い 。 紙 印 の 押 印 を 受 け な け れ ば な ら な い 。

２ 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず 、 同 項 の 納 税

義 務 者 は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す

る 場 合 に は 、 収 納 計 器 に よ る 納 税 証 紙 印

の 押 印 に 代 え て 納 税 証 紙 印 の 額 面 金 額 に

相 当 す る 現 金 を 納 付 す る こ と が で き る 。

一 行 政 手 続 等 に お け る 情 報 通 信 の 技 術

の 利 用 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 四 年 法 律

第 百 五 十 一 号 ） 第 三 条 第 一 項 （ 電 子 情

報 処 理 組 織 に よ る 申 請 等 ） の 規 定 に よ

り 同 項 に 規 定 す る 電 子 情 報 処 理 組 織 を

使 用 し て 新 規 登 録 又 は 移 転 登 録 の 申 請

を 行 い 、 併 せ て 栃 木 県 行 政 手 続 等 に お

け る 情 報 通 信 の 技 術 の 利 用 に 関 す る 条

例 （ 平 成 十 六 年 栃 木 県 条 例 第 五 号 ） 第

三 条 第 一 項 （ 電 子 情 報 処 理 組 織 に よ る

申 請 等 ） の 規 定 に よ り 同 項 に 規 定 す る

電 子 情 報 処 理 組 織 を 使 用 し て 申 告 書 の

提 出 を 行 う 場 合

二 前 号 に 掲 げ る 場 合 の ほ か 、 知 事 が や

む を 得 な い と 認 め た 場 合

（ 収 納 計 器 取 扱 者 の 指 定 ）

第 百 五 条 の 八 収 納 計 器 に よ る 押 印 そ の 他

の 収 納 計 器 の 取 扱 い は 、 知 事 の 指 定 を 受
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二 自 動 車 登 録 番 号 二 自 動 車 登 録 番 号

三 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が 三 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が

必 要 と 認 め る 事 項 必 要 と 認 め る 事 項 0
0

第 百 五 条 の 九 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず 第 百 五 条 の 十 一 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る 自 動 車 に 対 し て は 、 環 境 れ か に 該 当 す る 自 動 車 に 対 し て は 、 環 境

性 能 割 を 免 除 す る こ と が で き る 。 性 能 割 を 免 除 す る こ と が で き る 。

一 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五 一 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五

号 ） 第 三 十 一 条 （ 公 的 医 療 機 関 ） に 規 号 ） 第 三 十 一 条 （ 公 的 医 療 機 関 ） に 規

定 す る 公 的 医 療 機 関 の 開 設 者 に よ る 救 定 す る 公 的 医 療 機 関 の 開 設 者 に よ る 救

急 自 動 車 又 は へ き 地 に お け る 巡 回 診 療 急 自 動 車 又 は へ き 地 に お け る 巡 回 診 療

の 用 に 供 す る 自 動 車 の 用 に 供 す る 自 動 車

二 消 防 専 用 自 動 車 そ の 他 公 益 の た め 直 二 消 防 専 用 自 動 車 そ の 他 公 益 の た め 直

接 専 用 す る 自 動 車 で 知 事 が 必 要 が あ る 接 専 用 す る 自 動 車 で 知 事 が 必 要 が あ る

と 認 め る も の と 認 め る も の

２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 免 除 を ２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 免 除 を

受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の 規 受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の 規

定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で 定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で

に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 に に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 に

免 除 を 必 要 と す る 事 由 を 証 す る 書 類 を 添 免 除 を 必 要 と す る 事 由 を 証 す る 書 類 を 添

付 し て 、 こ れ を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な 付 し て 、 こ れ を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。 ら な い 。

一 年 度 及 び 税 額 一 年 度 及 び 税 額

二 自 動 車 登 録 番 号 二 自 動 車 登 録 番 号

三 免 除 を 必 要 と す る 事 由 三 免 除 を 必 要 と す る 事 由

四 前 三 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が 四 前 三 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が

必 要 と 認 め る 事 項 必 要 と 認 め る 事 項

第 百 五 条 の 十 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず 第 百 五 条 の 十 二 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る 自 動 車 に 対 し て は 、 環 境 れ か に 該 当 す る 自 動 車 に 対 し て は 、 環 境

性 能 割 を 免 除 す る こ と が で き る 。 性 能 割 を 免 除 す る こ と が で き る 。

一 身 体 に 障 害 を 有 す る 者 で 規 則 で 定 め 一 身 体 に 障 害 を 有 す る 者 で 規 則 で 定 め

る も の （ 以 下 「 身 体 障 害 者 」 と い る も の （ 以 下 「 身 体 障 害 者 」 と い

う 。 ） が 専 ら 運 転 す る 自 動 車 で 、 当 該 う 。 ） が 専 ら 運 転 す る 自 動 車 で 、 当 該

身 体 障 害 者 が 取 得 し た も の 身 体 障 害 者 が 取 得 し た も の

二 専 ら 心 身 障 害 者 （ 身 体 障 害 者 又 は 精 二 専 ら 心 身 障 害 者 （ 身 体 障 害 者 又 は 精

神 に 著 し い 障 害 を 有 す る 者 で 規 則 で 定 神 に 著 し い 障 害 を 有 す る 者 で 規 則 で 定

め る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の た め め る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の た め

に 当 該 心 身 障 害 者 と 生 計 を 一 に す る 者 に 当 該 心 身 障 害 者 と 生 計 を 一 に す る 者

又 は 当 該 心 身 障 害 者 を 常 時 介 護 す る 者 又 は 当 該 心 身 障 害 者 を 常 時 介 護 す る 者

が 運 転 す る 自 動 車 で 、 当 該 心 身 障 害 者 が 運 転 す る 自 動 車 で 、 当 該 心 身 障 害 者

又 は 当 該 生 計 を 一 に す る 者 若 し く は 当 又 は 当 該 生 計 を 一 に す る 者 若 し く は 当

該 常 時 介 護 す る 者 が 取 得 し た も の 該 常 時 介 護 す る 者 が 取 得 し た も の

２ 前 項 の 規 定 に よ る 環 境 性 能 割 の 免 除 ２ 前 項 の 規 定 に よ る 環 境 性 能 割 の 免 除

は 、 心 身 障 害 者 一 人 に つ き 一 台 に 限 り 行 は 、 心 身 障 害 者 一 人 に つ き 一 台 に 限 り 行

う も の と し 、 市 町 村 に お い て 道 路 運 送 車 う も の と し 、 市 町 村 に お い て 道 路 運 送 車

け た 者 が 行 う も の と す る 。

（ 納 税 証 紙 印 の 印 影 ）

第 百 五 条 の 九 第 百 五 条 の 七 第 一 項 の 納 税0
0

証 紙 印 の 印 影 は 、 規 則 で 定 め る 。

（ 環 境 性 能 割 の 減 免 ） （ 環 境 性 能 割 の 減 免 ）

第 百 五 条 の 八 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ 第 百 五 条 の 十 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず れ

か に 該 当 す る 場 合 に は 、 当 該 自 動 車 に 対 か に 該 当 す る 場 合 に は 、 当 該 自 動 車 に 対

し て 課 す る 環 境 性 能 割 を 減 免 す る こ と が し て 課 す る 環 境 性 能 割 を 減 免 す る こ と が

で き る 。 で き る 。

一 取 得 し た 自 動 車 を 当 該 取 得 の 日 か ら 一 取 得 し た 自 動 車 を 当 該 取 得 の 日 か ら

一 月 以 内 に 災 害 に よ り 滅 失 し た 場 合 一 月 以 内 に 災 害 に よ り 滅 失 し た 場 合

二 取 得 し た 自 動 車 に つ い て 当 該 取 得 の 二 取 得 し た 自 動 車 に つ い て 当 該 取 得 の

日 か ら 一 月 以 内 に 発 生 し た 災 害 に よ り 日 か ら 一 月 以 内 に 発 生 し た 災 害 に よ り

損 害 を 受 け 、 当 該 自 動 車 の 価 額 の 二 分 損 害 を 受 け 、 当 該 自 動 車 の 価 額 の 二 分

の 一 以 上 の 額 に 相 当 す る 修 繕 費 （ 保 険 の 一 以 上 の 額 に 相 当 す る 修 繕 費 （ 保 険

金 、 損 害 賠 償 金 等 に よ り 補 塡 さ れ る べ 金 、 損 害 賠 償 金 等 に よ り 補 塡 さ れ る べ

き 金 額 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ） き 金 額 を 除 く 。 次 項 に お い て 同 じ 。 ）

を 当 該 取 得 し た 者 が 支 出 し た 場 合 を 当 該 取 得 し た 者 が 支 出 し た 場 合

２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 を 減 免 す ２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 を 減 免 す

る 場 合 に お い て 減 免 す べ き 額 は 、 次 の 各 る 場 合 に お い て 減 免 す べ き 額 は 、 次 の 各

号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号 号 に 掲 げ る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 当 該 各 号

に 定 め る 額 と す る 。 に 定 め る 額 と す る 。

一 前 項 第 一 号 に 掲 げ る 場 合 当 該 環 境 一 前 項 第 一 号 に 掲 げ る 場 合 当 該 環 境

性 能 割 の 全 額 性 能 割 の 全 額

二 前 項 第 二 号 に 掲 げ る 場 合 次 に 掲 げ 二 前 項 第 二 号 に 掲 げ る 場 合 次 に 掲 げ

る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 る 場 合 の 区 分 に 応 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定

め る 額 め る 額

イ 修 繕 費 が 価 額 の 百 分 の 八 十 五 以 上 イ 修 繕 費 が 価 額 の 百 分 の 八 十 五 以 上

で あ る 場 合 当 該 環 境 性 能 割 の 額 に で あ る 場 合 当 該 環 境 性 能 割 の 額 に

二 分 の 一 を 乗 じ て 得 た 額 二 分 の 一 を 乗 じ て 得 た 額

ロ 修 繕 費 が 価 額 の 百 分 の 六 十 五 以 上 ロ 修 繕 費 が 価 額 の 百 分 の 六 十 五 以 上

百 分 の 八 十 五 未 満 で あ る 場 合 当 該 百 分 の 八 十 五 未 満 で あ る 場 合 当 該

環 境 性 能 割 の 額 に 三 分 の 一 を 乗 じ て 環 境 性 能 割 の 額 に 三 分 の 一 を 乗 じ て

得 た 額 得 た 額

ハ 修 繕 費 が 価 額 の 百 分 の 五 十 以 上 百 ハ 修 繕 費 が 価 額 の 百 分 の 五 十 以 上 百

分 の 六 十 五 未 満 で あ る 場 合 当 該 環 分 の 六 十 五 未 満 で あ る 場 合 当 該 環

境 性 能 割 の 額 に 四 分 の 一 を 乗 じ て 得 境 性 能 割 の 額 に 四 分 の 一 を 乗 じ て 得

た 額 た 額

３ 第 一 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 減 免 ３ 第 一 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 減 免

を 受 け よ う と す る 者 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 受 け よ う と す る 者 は 、 次 に 掲 げ る 事 項

を 記 載 し た 申 請 書 に 同 項 の 規 定 に 該 当 す を 記 載 し た 申 請 書 に 同 項 の 規 定 に 該 当 す

る こ と を 証 す る 書 類 を 添 付 し て 、 こ れ を る こ と を 証 す る 書 類 を 添 付 し て 、 こ れ を

知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 知 事 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。

一 年 度 及 び 税 額 一 年 度 及 び 税 額
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両 法 第 三 条 （ 自 動 車 の 種 別 ） に 規 定 す る 両 法 第 三 条 （ 自 動 車 の 種 別 ） に 規 定 す る

軽 自 動 車 に 係 る 軽 自 動 車 税 の 環 境 性 能 割 軽 自 動 車 に 係 る 軽 自 動 車 税 の 環 境 性 能 割

の 課 税 免 除 又 は 減 免 を 受 け て い る 場 合 の 課 税 免 除 又 は 減 免 を 受 け て い る 場 合0
0

は 、 同 項 の 規 定 は 適 用 し な い 。 は 、 同 項 の 規 定 は 適 用 し な い 。

３ 第 一 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 免 除 ３ 第 一 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 免 除

を 受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の を 受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の

規 定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で 規 定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で

に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 を に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 を

知 事 に 提 出 す る と と も に 、 当 該 申 請 に 係 知 事 に 提 出 す る と と も に 、 当 該 申 請 に 係

る 自 動 車 を 運 転 す る 者 に 係 る 運 転 免 許 証 る 自 動 車 を 運 転 す る 者 に 係 る 運 転 免 許 証

そ の 他 規 則 で 定 め る 書 類 等 を 提 示 し な け そ の 他 規 則 で 定 め る 書 類 等 を 提 示 し な け

れ ば な ら な い 。 れ ば な ら な い 。

一 年 度 及 び 税 額 一 年 度 及 び 税 額

二 心 身 障 害 者 の 住 所 、 氏 名 及 び 生 年 月 二 心 身 障 害 者 の 住 所 、 氏 名 及 び 生 年 月

日 日

三 障 害 名 、 障 害 の 程 度 、 障 害 の 級 別 等 三 障 害 名 、 障 害 の 程 度 、 障 害 の 級 別 等

並 び に こ れ ら を 証 す る 証 明 書 の 交 付 番 並 び に こ れ ら を 証 す る 証 明 書 の 交 付 番

号 及 び 交 付 年 月 日 号 及 び 交 付 年 月 日

四 自 動 車 を 運 転 す る 者 の 住 所 、 氏 名 及 四 自 動 車 を 運 転 す る 者 の 住 所 、 氏 名 及

び 当 該 心 身 障 害 者 と の 関 係 び 当 該 心 身 障 害 者 と の 関 係

五 当 該 運 転 免 許 証 の 番 号 、 有 効 期 限 、 五 当 該 運 転 免 許 証 の 番 号 、 有 効 期 限 、

運 転 免 許 の 種 類 及 び 条 件 が 付 さ れ て い 運 転 免 許 の 種 類 及 び 条 件 が 付 さ れ て い

る 場 合 に は そ の 条 件 る 場 合 に は そ の 条 件

六 自 動 車 登 録 番 号 六 自 動 車 登 録 番 号

七 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が 七 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が

必 要 と 認 め る 事 項 必 要 と 認 め る 事 項

第 百 五 条 の 十 一 知 事 は 、 構 造 上 心 身 障 害 第 百 五 条 の 十 三 知 事 は 、 構 造 上 心 身 障 害

者 の 利 用 に 供 す る た め の 自 動 車 の う ち 、 者 の 利 用 に 供 す る た め の 自 動 車 の う ち 、

専 ら 当 該 用 途 に 供 さ れ る と 認 め る も の 専 ら 当 該 用 途 に 供 さ れ る と 認 め る も の

（ 前 条 第 一 項 各 号 に 規 定 す る 自 動 車 を 除 （ 前 条 第 一 項 各 号 に 規 定 す る 自 動 車 を 除

く 。 ） に 対 し て は 、 環 境 性 能 割 を 免 除 す く 。 ） に 対 し て は 、 環 境 性 能 割 を 免 除 す

る こ と が で き る 。 る こ と が で き る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 免 除 を ２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 免 除 を

受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の 規 受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の 規

定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で 定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で

に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 に に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 に

免 除 を 必 要 と す る 事 由 を 証 す る 書 類 を 添 免 除 を 必 要 と す る 事 由 を 証 す る 書 類 を 添

付 し て 、 こ れ を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な 付 し て 、 こ れ を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。 ら な い 。

一 年 度 及 び 税 額 一 年 度 及 び 税 額

二 自 動 車 登 録 番 号 二 自 動 車 登 録 番 号

三 構 造 変 更 の 内 容 三 構 造 変 更 の 内 容

四 免 除 を 必 要 と す る 事 由 四 免 除 を 必 要 と す る 事 由

五 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が 五 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が

二 自 動 車 登 録 番 号 二 自 動 車 登 録 番 号

三 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が 三 前 二 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が

必 要 と 認 め る 事 項 必 要 と 認 め る 事 項 0
0

第 百 五 条 の 九 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず 第 百 五 条 の 十 一 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る 自 動 車 に 対 し て は 、 環 境 れ か に 該 当 す る 自 動 車 に 対 し て は 、 環 境

性 能 割 を 免 除 す る こ と が で き る 。 性 能 割 を 免 除 す る こ と が で き る 。

一 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五 一 医 療 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 二 百 五

号 ） 第 三 十 一 条 （ 公 的 医 療 機 関 ） に 規 号 ） 第 三 十 一 条 （ 公 的 医 療 機 関 ） に 規

定 す る 公 的 医 療 機 関 の 開 設 者 に よ る 救 定 す る 公 的 医 療 機 関 の 開 設 者 に よ る 救

急 自 動 車 又 は へ き 地 に お け る 巡 回 診 療 急 自 動 車 又 は へ き 地 に お け る 巡 回 診 療

の 用 に 供 す る 自 動 車 の 用 に 供 す る 自 動 車

二 消 防 専 用 自 動 車 そ の 他 公 益 の た め 直 二 消 防 専 用 自 動 車 そ の 他 公 益 の た め 直

接 専 用 す る 自 動 車 で 知 事 が 必 要 が あ る 接 専 用 す る 自 動 車 で 知 事 が 必 要 が あ る

と 認 め る も の と 認 め る も の

２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 免 除 を ２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 免 除 を

受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の 規 受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の 規

定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で 定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で

に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 に に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 に

免 除 を 必 要 と す る 事 由 を 証 す る 書 類 を 添 免 除 を 必 要 と す る 事 由 を 証 す る 書 類 を 添

付 し て 、 こ れ を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な 付 し て 、 こ れ を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。 ら な い 。

一 年 度 及 び 税 額 一 年 度 及 び 税 額

二 自 動 車 登 録 番 号 二 自 動 車 登 録 番 号

三 免 除 を 必 要 と す る 事 由 三 免 除 を 必 要 と す る 事 由

四 前 三 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が 四 前 三 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が

必 要 と 認 め る 事 項 必 要 と 認 め る 事 項

第 百 五 条 の 十 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず 第 百 五 条 の 十 二 知 事 は 、 次 の 各 号 の い ず

れ か に 該 当 す る 自 動 車 に 対 し て は 、 環 境 れ か に 該 当 す る 自 動 車 に 対 し て は 、 環 境

性 能 割 を 免 除 す る こ と が で き る 。 性 能 割 を 免 除 す る こ と が で き る 。

一 身 体 に 障 害 を 有 す る 者 で 規 則 で 定 め 一 身 体 に 障 害 を 有 す る 者 で 規 則 で 定 め

る も の （ 以 下 「 身 体 障 害 者 」 と い る も の （ 以 下 「 身 体 障 害 者 」 と い

う 。 ） が 専 ら 運 転 す る 自 動 車 で 、 当 該 う 。 ） が 専 ら 運 転 す る 自 動 車 で 、 当 該

身 体 障 害 者 が 取 得 し た も の 身 体 障 害 者 が 取 得 し た も の

二 専 ら 心 身 障 害 者 （ 身 体 障 害 者 又 は 精 二 専 ら 心 身 障 害 者 （ 身 体 障 害 者 又 は 精

神 に 著 し い 障 害 を 有 す る 者 で 規 則 で 定 神 に 著 し い 障 害 を 有 す る 者 で 規 則 で 定

め る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の た め め る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） の た め

に 当 該 心 身 障 害 者 と 生 計 を 一 に す る 者 に 当 該 心 身 障 害 者 と 生 計 を 一 に す る 者

又 は 当 該 心 身 障 害 者 を 常 時 介 護 す る 者 又 は 当 該 心 身 障 害 者 を 常 時 介 護 す る 者

が 運 転 す る 自 動 車 で 、 当 該 心 身 障 害 者 が 運 転 す る 自 動 車 で 、 当 該 心 身 障 害 者

又 は 当 該 生 計 を 一 に す る 者 若 し く は 当 又 は 当 該 生 計 を 一 に す る 者 若 し く は 当

該 常 時 介 護 す る 者 が 取 得 し た も の 該 常 時 介 護 す る 者 が 取 得 し た も の

２ 前 項 の 規 定 に よ る 環 境 性 能 割 の 免 除 ２ 前 項 の 規 定 に よ る 環 境 性 能 割 の 免 除

は 、 心 身 障 害 者 一 人 に つ き 一 台 に 限 り 行 は 、 心 身 障 害 者 一 人 に つ き 一 台 に 限 り 行

う も の と し 、 市 町 村 に お い て 道 路 運 送 車 う も の と し 、 市 町 村 に お い て 道 路 運 送 車
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必 要 と 認 め る 事 項 必 要 と 認 め る 事 項

第 百 五 条 の 十 二 知 事 は 、 構 造 上 心 身 障 害 第 百 五 条 の 十 四 知 事 は 、 構 造 上 心 身 障 害

者 の 利 用 に 供 す る た め の 自 動 車 で 心 身 障 者 の 利 用 に 供 す る た め の 自 動 車 で 心 身 障 0
0

害 者 以 外 の 者 の 利 用 に も 併 せ て 供 さ れ る 害 者 以 外 の 者 の 利 用 に も 併 せ て 供 さ れ る

も の 又 は 専 ら 身 体 障 害 者 が 運 転 す る た め も の 又 は 専 ら 身 体 障 害 者 が 運 転 す る た め

の 構 造 変 更 が な さ れ た 営 業 用 の 自 動 車 の 構 造 変 更 が な さ れ た 営 業 用 の 自 動 車

（ 第 百 五 条 の 十 第 一 項 及 び 前 条 第 一 項 （ 第 百 五 条 の 十 二 第 一 項 及 び 前 条 第 一 項

に 規 定 す る 自 動 車 を 除 く 。 ） に 対 し て に 規 定 す る 自 動 車 を 除 く 。 ） に 対 し て

は 、 環 境 性 能 割 を 減 額 す る こ と が で き は 、 環 境 性 能 割 を 減 額 す る こ と が で き

る 。 る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 を 減 額 す ２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 を 減 額 す

る 場 合 に お い て 減 額 す べ き 額 は 、 当 該 自 る 場 合 に お い て 減 額 す べ き 額 は 、 当 該 自

動 車 の 通 常 の 取 得 価 額 の う ち 、 心 身 障 害 動 車 の 通 常 の 取 得 価 額 の う ち 、 心 身 障 害

者 の 利 用 に 供 す る た め の 構 造 変 更 又 は 身 者 の 利 用 に 供 す る た め の 構 造 変 更 又 は 身

体 障 害 者 が 運 転 す る た め の 構 造 変 更 に 要 体 障 害 者 が 運 転 す る た め の 構 造 変 更 に 要

し た 金 額 に 当 該 自 動 車 に 係 る 環 境 性 能 割 し た 金 額 に 当 該 自 動 車 に 係 る 環 境 性 能 割

の 税 率 を 乗 じ て 得 た 額 に 相 当 す る 額 と す の 税 率 を 乗 じ て 得 た 額 に 相 当 す る 額 と す

る 。 る 。

３ 第 一 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 減 額 ３ 第 一 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 減 額

を 受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の を 受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の

規 定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で 規 定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で

に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 に に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 に

減 額 を 必 要 と す る 事 由 を 証 す る 書 類 を 添 減 額 を 必 要 と す る 事 由 を 証 す る 書 類 を 添

付 し て 、 こ れ を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な 付 し て 、 こ れ を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。 ら な い 。

一 年 度 及 び 税 額 一 年 度 及 び 税 額

二 自 動 車 登 録 番 号 二 自 動 車 登 録 番 号

三 構 造 変 更 の 内 容 三 構 造 変 更 の 内 容

四 構 造 変 更 に 要 し た 金 額 四 構 造 変 更 に 要 し た 金 額

五 減 額 を 必 要 と す る 事 由 五 減 額 を 必 要 と す る 事 由

六 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が 六 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が

必 要 と 認 め る 事 項 必 要 と 認 め る 事 項

略 略

第 百 十 条 の 見 出 し 及 び 同 条 第 一 項 中 「 自 第 百 十 条 の 見 出 し 及 び 同 条 第 一 項 中 「 自

動 車 税 」 を 「 種 別 割 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 動 車 税 」 を 「 種 別 割 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項

中 「 道 路 運 送 車 両 法 第 七 条 （ 新 規 登 録 の 申 中 「 道 路 運 送 車 両 法 第 七 条 （ 新 規 登 録 の 申

請 ） の 規 定 に よ る 登 録 」 を 「 新 規 登 録 」 請 ） の 規 定 に よ る 登 録 」 を 「 新 規 登 録 」

に 、 「 自 動 車 税 」 を 「 種 別 割 」 に 改 め 、 に 、 「 自 動 車 税 」 を 「 種 別 割 」 に 改 め 、

「 同 項 の 」 を 削 り 、 同 条 第 三 項 及 び 第 四 項 「 同 項 の 」 を 削 り 、 同 条 第 三 項 及 び 第 四 項

中 「 自 動 車 税 」 を 「 種 別 割 」 に 中 「 自 動 車 税 」 を 「 種 別 割 」 に 改 め 、 同 条

第 五 項 中 「 第 百 二 条 の 十 及 び 第 百 二 条 の 十

一 」 を 「 第 百 五 条 の 八 及 び 第 百 五 条 の 九 」

改 め る 。 に 改 め る 。

略 略

両 法 第 三 条 （ 自 動 車 の 種 別 ） に 規 定 す る 両 法 第 三 条 （ 自 動 車 の 種 別 ） に 規 定 す る

軽 自 動 車 に 係 る 軽 自 動 車 税 の 環 境 性 能 割 軽 自 動 車 に 係 る 軽 自 動 車 税 の 環 境 性 能 割

の 課 税 免 除 又 は 減 免 を 受 け て い る 場 合 の 課 税 免 除 又 は 減 免 を 受 け て い る 場 合0
0

は 、 同 項 の 規 定 は 適 用 し な い 。 は 、 同 項 の 規 定 は 適 用 し な い 。

３ 第 一 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 免 除 ３ 第 一 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 免 除

を 受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の を 受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の

規 定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で 規 定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で

に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 を に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 を

知 事 に 提 出 す る と と も に 、 当 該 申 請 に 係 知 事 に 提 出 す る と と も に 、 当 該 申 請 に 係

る 自 動 車 を 運 転 す る 者 に 係 る 運 転 免 許 証 る 自 動 車 を 運 転 す る 者 に 係 る 運 転 免 許 証

そ の 他 規 則 で 定 め る 書 類 等 を 提 示 し な け そ の 他 規 則 で 定 め る 書 類 等 を 提 示 し な け

れ ば な ら な い 。 れ ば な ら な い 。

一 年 度 及 び 税 額 一 年 度 及 び 税 額

二 心 身 障 害 者 の 住 所 、 氏 名 及 び 生 年 月 二 心 身 障 害 者 の 住 所 、 氏 名 及 び 生 年 月

日 日

三 障 害 名 、 障 害 の 程 度 、 障 害 の 級 別 等 三 障 害 名 、 障 害 の 程 度 、 障 害 の 級 別 等

並 び に こ れ ら を 証 す る 証 明 書 の 交 付 番 並 び に こ れ ら を 証 す る 証 明 書 の 交 付 番

号 及 び 交 付 年 月 日 号 及 び 交 付 年 月 日

四 自 動 車 を 運 転 す る 者 の 住 所 、 氏 名 及 四 自 動 車 を 運 転 す る 者 の 住 所 、 氏 名 及

び 当 該 心 身 障 害 者 と の 関 係 び 当 該 心 身 障 害 者 と の 関 係

五 当 該 運 転 免 許 証 の 番 号 、 有 効 期 限 、 五 当 該 運 転 免 許 証 の 番 号 、 有 効 期 限 、

運 転 免 許 の 種 類 及 び 条 件 が 付 さ れ て い 運 転 免 許 の 種 類 及 び 条 件 が 付 さ れ て い

る 場 合 に は そ の 条 件 る 場 合 に は そ の 条 件

六 自 動 車 登 録 番 号 六 自 動 車 登 録 番 号

七 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が 七 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が

必 要 と 認 め る 事 項 必 要 と 認 め る 事 項

第 百 五 条 の 十 一 知 事 は 、 構 造 上 心 身 障 害 第 百 五 条 の 十 三 知 事 は 、 構 造 上 心 身 障 害

者 の 利 用 に 供 す る た め の 自 動 車 の う ち 、 者 の 利 用 に 供 す る た め の 自 動 車 の う ち 、

専 ら 当 該 用 途 に 供 さ れ る と 認 め る も の 専 ら 当 該 用 途 に 供 さ れ る と 認 め る も の

（ 前 条 第 一 項 各 号 に 規 定 す る 自 動 車 を 除 （ 前 条 第 一 項 各 号 に 規 定 す る 自 動 車 を 除

く 。 ） に 対 し て は 、 環 境 性 能 割 を 免 除 す く 。 ） に 対 し て は 、 環 境 性 能 割 を 免 除 す

る こ と が で き る 。 る こ と が で き る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 免 除 を ２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 免 除 を

受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の 規 受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の 規

定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で 定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で

に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 に に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 に

免 除 を 必 要 と す る 事 由 を 証 す る 書 類 を 添 免 除 を 必 要 と す る 事 由 を 証 す る 書 類 を 添

付 し て 、 こ れ を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な 付 し て 、 こ れ を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。 ら な い 。

一 年 度 及 び 税 額 一 年 度 及 び 税 額

二 自 動 車 登 録 番 号 二 自 動 車 登 録 番 号

三 構 造 変 更 の 内 容 三 構 造 変 更 の 内 容

四 免 除 を 必 要 と す る 事 由 四 免 除 を 必 要 と す る 事 由

五 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が 五 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が
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（ 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 削 除 第 三 条 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 （ 昭 和 三 十0
0

九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

第 二 条 の 表 栃 木 県 自 動 車 取 得 税 ・ 自 動 車

税 納 税 証 紙 特 別 会 計 の 項 中 「 栃 木 県 自 動 車

取 得 税 ・ 自 動 車 税 納 税 証 紙 特 別 会 計 」 を

「 栃 木 県 自 動 車 税 納 税 証 紙 特 別 会 計 」 に 改

め 、 「 自 動 車 取 得 税 及 び 」 を 削 る 。

附 則 附 則

（ 施 行 期 日 ） （ 施 行 期 日 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 第 一 条 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日

か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 五 条 及 び 第 六 条 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 五 条 及 び 第 六 条

の 規 定 は 、 公 布 の 日 の 規 定 は 公 布 の 日 か ら 、 附 則 第 六 条 第 三 項

か ら 施 行 す の 規 定 は 平 成 三 十 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す

る 。 る 。
（ 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 一 部 改 正 に 伴

う 経 過 措 置 ）

第 六 条 第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 栃 木 県

特 別 会 計 設 置 条 例 （ 以 下 「 新 特 別 会 計 設 置

条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 当 分 の 間 、 新 特 別 会 計 設 置 条 例 第 二 条

の 表 栃 木 県 自 動 車 税 納 税 証 紙 特 別 会 計 の 項

事 業 の 内 容 又 は 設 置 の 理 由 の 欄 中 「 自 動 車

税 」 と あ る の は 、 「 自 動 車 税 （ 栃 木 県 県 税

条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 二 十 八

年 栃 木 県 条 例 第 四 十 八 号 ） 附 則 第 四 条 の 規

定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ る こ と と さ れ る

自 動 車 取 得 税 を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て

同 じ 。 ） 」 と す る 。

２ 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 か ら 平 成 三 十 二 年

三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 新 特 別 会 計

設 置 条 例 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 前 項 の

規 定 に か か わ ら ず 、 新 特 別 会 計 設 置 条 例 第

二 条 の 表 栃 木 県 自 動 車 税 納 税 証 紙 特 別 会 計

の 項 中 「 栃 木 県 自 動 車 税 納 税 証 紙 特 別 会

計 」 と あ る の は 「 栃 木 県 自 動 車 取 得 税 ・ 自

動 車 税 納 税 証 紙 特 別 会 計 」 と 、 「 自 動 車 税

に 」 と あ る の は 「 自 動 車 取 得 税 （ 栃 木 県 県

税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 二 十

八 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 八 号 ） 附 則 第 四 条 の

必 要 と 認 め る 事 項 必 要 と 認 め る 事 項

第 百 五 条 の 十 二 知 事 は 、 構 造 上 心 身 障 害 第 百 五 条 の 十 四 知 事 は 、 構 造 上 心 身 障 害

者 の 利 用 に 供 す る た め の 自 動 車 で 心 身 障 者 の 利 用 に 供 す る た め の 自 動 車 で 心 身 障 0
0

害 者 以 外 の 者 の 利 用 に も 併 せ て 供 さ れ る 害 者 以 外 の 者 の 利 用 に も 併 せ て 供 さ れ る

も の 又 は 専 ら 身 体 障 害 者 が 運 転 す る た め も の 又 は 専 ら 身 体 障 害 者 が 運 転 す る た め

の 構 造 変 更 が な さ れ た 営 業 用 の 自 動 車 の 構 造 変 更 が な さ れ た 営 業 用 の 自 動 車

（ 第 百 五 条 の 十 第 一 項 及 び 前 条 第 一 項 （ 第 百 五 条 の 十 二 第 一 項 及 び 前 条 第 一 項

に 規 定 す る 自 動 車 を 除 く 。 ） に 対 し て に 規 定 す る 自 動 車 を 除 く 。 ） に 対 し て

は 、 環 境 性 能 割 を 減 額 す る こ と が で き は 、 環 境 性 能 割 を 減 額 す る こ と が で き

る 。 る 。

２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 を 減 額 す ２ 前 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 を 減 額 す

る 場 合 に お い て 減 額 す べ き 額 は 、 当 該 自 る 場 合 に お い て 減 額 す べ き 額 は 、 当 該 自

動 車 の 通 常 の 取 得 価 額 の う ち 、 心 身 障 害 動 車 の 通 常 の 取 得 価 額 の う ち 、 心 身 障 害

者 の 利 用 に 供 す る た め の 構 造 変 更 又 は 身 者 の 利 用 に 供 す る た め の 構 造 変 更 又 は 身

体 障 害 者 が 運 転 す る た め の 構 造 変 更 に 要 体 障 害 者 が 運 転 す る た め の 構 造 変 更 に 要

し た 金 額 に 当 該 自 動 車 に 係 る 環 境 性 能 割 し た 金 額 に 当 該 自 動 車 に 係 る 環 境 性 能 割

の 税 率 を 乗 じ て 得 た 額 に 相 当 す る 額 と す の 税 率 を 乗 じ て 得 た 額 に 相 当 す る 額 と す

る 。 る 。

３ 第 一 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 減 額 ３ 第 一 項 の 規 定 に よ り 環 境 性 能 割 の 減 額

を 受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の を 受 け よ う と す る 者 は 、 第 百 五 条 の 五 の

規 定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で 規 定 に よ り そ の 税 額 を 納 付 す る と き ま で

に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 に に 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載 し た 申 請 書 に

減 額 を 必 要 と す る 事 由 を 証 す る 書 類 を 添 減 額 を 必 要 と す る 事 由 を 証 す る 書 類 を 添

付 し て 、 こ れ を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な 付 し て 、 こ れ を 知 事 に 提 出 し な け れ ば な

ら な い 。 ら な い 。

一 年 度 及 び 税 額 一 年 度 及 び 税 額

二 自 動 車 登 録 番 号 二 自 動 車 登 録 番 号

三 構 造 変 更 の 内 容 三 構 造 変 更 の 内 容

四 構 造 変 更 に 要 し た 金 額 四 構 造 変 更 に 要 し た 金 額

五 減 額 を 必 要 と す る 事 由 五 減 額 を 必 要 と す る 事 由

六 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が 六 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か 、 知 事 が

必 要 と 認 め る 事 項 必 要 と 認 め る 事 項

略 略

第 百 十 条 の 見 出 し 及 び 同 条 第 一 項 中 「 自 第 百 十 条 の 見 出 し 及 び 同 条 第 一 項 中 「 自

動 車 税 」 を 「 種 別 割 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 動 車 税 」 を 「 種 別 割 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項

中 「 道 路 運 送 車 両 法 第 七 条 （ 新 規 登 録 の 申 中 「 道 路 運 送 車 両 法 第 七 条 （ 新 規 登 録 の 申

請 ） の 規 定 に よ る 登 録 」 を 「 新 規 登 録 」 請 ） の 規 定 に よ る 登 録 」 を 「 新 規 登 録 」

に 、 「 自 動 車 税 」 を 「 種 別 割 」 に 改 め 、 に 、 「 自 動 車 税 」 を 「 種 別 割 」 に 改 め 、

「 同 項 の 」 を 削 り 、 同 条 第 三 項 及 び 第 四 項 「 同 項 の 」 を 削 り 、 同 条 第 三 項 及 び 第 四 項

中 「 自 動 車 税 」 を 「 種 別 割 」 に 中 「 自 動 車 税 」 を 「 種 別 割 」 に 改 め 、 同 条

第 五 項 中 「 第 百 二 条 の 十 及 び 第 百 二 条 の 十

一 」 を 「 第 百 五 条 の 八 及 び 第 百 五 条 の 九 」

改 め る 。 に 改 め る 。

略 略
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規 定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ る こ と と さ れ

る 自 動 車 取 得 税 を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い

て 同 じ 。 ） 及 び 自 動 車 税 に 」 と 、 「 自 動 車 00

税 納 税 証 紙 収 入 」 と あ る の は 「 自 動 車 取 得

税 及 び 自 動 車 税 納 税 証 紙 収 入 」 と 、 「 自 動

車 税 と し て 」 と あ る の は 「 自 動 車 取 得 税 及

び 自 動 車 税 と し て 」 と す る 。

３ 栃 木 県 自 動 車 取 得 税 ・ 自 動 車 税 納 税 証 紙

特 別 会 計 に 係 る 平 成 三 十 一 年 度 の 収 入 及 び

支 出 並 び に 決 算 に 関 し て は 、 前 項 の 規 定 に

よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 新 特 別 会 計 設 置

条 例 の 規 定 の 例 に よ る 。

第 六 条 ～ 第 九 条 略 第 七 条 ～ 第 十 条 略

（ 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 特 別 会 計 の 名 称 等 ） （ 特 別 会 計 の 名 称 等 ）

第 二 条 特 別 会 計 の 名 称 、 事 業 の 内 容 又 は 設 第 二 条 特 別 会 計 の 名 称 、 事 業 の 内 容 又 は 設

置 の 理 由 及 び 歳 入 歳 出 は 、 次 に 掲 げ る と お 置 の 理 由 及 び 歳 入 歳 出 は 、 次 に 掲 げ る と お

り と す る 。 り と す る 。

名 称

事 業 の 内 容 又

歳 入 歳 出 名 称

事 業 の 内 容 又

歳 入 歳 出

は 設 置 の 理 由 は 設 置 の 理 由

略 略

栃 木 県 用 略 略 略 栃 木 県 用 略 略 略

地 先 行 取 地 先 行 取

得 事 業 特 得 事 業 特

別 会 計 別 会 計

栃 木 県 自 自 動 車 取 得 税 自 動 車 自 動 車

動 車 取 得 及 び 自 動 車 税 取 得 税 取 得 税

税 ・ 自 動 に 係 る 栃 木 県 及 び 自 及 び 自

車 税 納 税 納 税 証 紙 に 係 動 車 税 動 車 税

証 紙 特 別 る 証 紙 代 金 収 納 税 証 と し て

会 計 納 計 器 の 始 動 紙 収 入 の 一 般

（ 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 削 除 第 三 条 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 （ 昭 和 三 十00

九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。

第 二 条 の 表 栃 木 県 自 動 車 取 得 税 ・ 自 動 車

税 納 税 証 紙 特 別 会 計 の 項 中 「 栃 木 県 自 動 車

取 得 税 ・ 自 動 車 税 納 税 証 紙 特 別 会 計 」 を

「 栃 木 県 自 動 車 税 納 税 証 紙 特 別 会 計 」 に 改

め 、 「 自 動 車 取 得 税 及 び 」 を 削 る 。

附 則 附 則

（ 施 行 期 日 ） （ 施 行 期 日 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 第 一 条 こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日

か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 五 条 及 び 第 六 条 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 五 条 及 び 第 六 条

の 規 定 は 、 公 布 の 日 の 規 定 は 公 布 の 日 か ら 、 附 則 第 六 条 第 三 項

か ら 施 行 す の 規 定 は 平 成 三 十 二 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す

る 。 る 。
（ 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 一 部 改 正 に 伴

う 経 過 措 置 ）

第 六 条 第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 栃 木 県

特 別 会 計 設 置 条 例 （ 以 下 「 新 特 別 会 計 設 置

条 例 」 と い う 。 ） の 規 定 の 適 用 に つ い て

は 、 当 分 の 間 、 新 特 別 会 計 設 置 条 例 第 二 条

の 表 栃 木 県 自 動 車 税 納 税 証 紙 特 別 会 計 の 項

事 業 の 内 容 又 は 設 置 の 理 由 の 欄 中 「 自 動 車

税 」 と あ る の は 、 「 自 動 車 税 （ 栃 木 県 県 税

条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 二 十 八

年 栃 木 県 条 例 第 四 十 八 号 ） 附 則 第 四 条 の 規

定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ る こ と と さ れ る

自 動 車 取 得 税 を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い て

同 じ 。 ） 」 と す る 。

２ 平 成 三 十 一 年 十 月 一 日 か ら 平 成 三 十 二 年

三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 新 特 別 会 計

設 置 条 例 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 前 項 の

規 定 に か か わ ら ず 、 新 特 別 会 計 設 置 条 例 第

二 条 の 表 栃 木 県 自 動 車 税 納 税 証 紙 特 別 会 計

の 項 中 「 栃 木 県 自 動 車 税 納 税 証 紙 特 別 会

計 」 と あ る の は 「 栃 木 県 自 動 車 取 得 税 ・ 自

動 車 税 納 税 証 紙 特 別 会 計 」 と 、 「 自 動 車 税

に 」 と あ る の は 「 自 動 車 取 得 税 （ 栃 木 県 県

税 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 （ 平 成 二 十

八 年 栃 木 県 条 例 第 四 十 八 号 ） 附 則 第 四 条 の
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票 札 の 交 付 代 会 計 繰

金 と 県 税 収 入 出 金

と の 経 理 を 明0
0

確 に す る た め

略 略

（ 栃 木 県 低 開 発 地 域 工 業 開 発 地 区 に お け る 県 税 の 課 税 免 除 に 関 す る 条 例 の 廃 止 ）

第 四 条 栃 木 県 低 開 発 地 域 工 業 開 発 地 区 に お け る 県 税 の 課 税 免 除 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃

木 県 条 例 第 五 十 一 号 ） は 、 廃 止 す る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 、 第 四 条 及 び 附 則 第 三

項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

２ 栃 木 県 自 動 車 取 得 税 ・ 自 動 車 税 納 税 証 紙 特 別 会 計 に 係 る 平 成 三 十 年 度 の 収 入 及 び 支 出 並 び

に 決 算 に 関 し て は 、 第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 栃 木 県 過 疎 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 免 除 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

３ 栃 木 県 過 疎 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 免 除 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 三

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 製 造 の 事 業 等 を 行 う 者 に 対 す る 県 税 の 課 （ 製 造 の 事 業 等 を 行 う 者 に 対 す る 県 税 の 課

税 免 除 ） 税 免 除 ）

第 二 条 知 事 は 、 過 疎 地 域 内 に お い て 過 疎 地 第 二 条 知 事 は 、 過 疎 地 域 内 に お い て 過 疎 地

域 自 立 促 進 特 別 措 置 法 第 三 十 一 条 の 地 方 税 域 自 立 促 進 特 別 措 置 法 第 三 十 一 条 の 地 方 税

の 課 税 免 除 又 は 不 均 一 課 税 に 伴 う 措 置 が 適 の 課 税 免 除 又 は 不 均 一 課 税 に 伴 う 措 置 が 適

用 さ れ る 場 合 等 を 定 め る 省 令 （ 平 成 十 二 年 用 さ れ る 場 合 等 を 定 め る 省 令 （ 平 成 十 二 年

自 治 省 令 第 二 十 号 。 以 下 こ の 条 に お い て 自 治 省 令 第 二 十 号 。 以 下 こ の 条 に お い て

「 省 令 」 と い う 。 ） 第 一 条 第 一 号 イ に 規 定 「 省 令 」 と い う 。 ） 第 一 条 第 一 号 イ に 規 定

す る 特 別 償 却 設 備 （ 以 下 「 特 別 償 却 設 備 」 す る 特 別 償 却 設 備 （ 以 下 「 特 別 償 却 設 備 」

と い う 。 ） を 新 設 し 、 又 は 増 設 し た 者 と い う 。 ） を 新 設 し 、 又 は 増 設 し た 者 （ 栃

木 県 低 開 発 地 域 工 業 開 発 地 区 に お け る 県 税

の 課 税 免 除 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃 木

県 条 例 第 五 十 二 号 ） の 規 定 に よ り 県 税 の 課

に 対 し 、 次 の 税 免 除 を 受 け た 者 を 除 く 。 ） に 対 し 、 次 の

各 号 に 掲 げ る 県 税 に つ い て 当 該 各 号 に 定 め 各 号 に 掲 げ る 県 税 に つ い て 当 該 各 号 に 定 め

る 課 税 を 免 除 す る こ と が で き る 。 る 課 税 を 免 除 す る こ と が で き る 。

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略

規 定 に よ り な お 従 前 の 例 に よ る こ と と さ れ

る 自 動 車 取 得 税 を 含 む 。 以 下 こ の 項 に お い

て 同 じ 。 ） 及 び 自 動 車 税 に 」 と 、 「 自 動 車 0
0

税 納 税 証 紙 収 入 」 と あ る の は 「 自 動 車 取 得

税 及 び 自 動 車 税 納 税 証 紙 収 入 」 と 、 「 自 動

車 税 と し て 」 と あ る の は 「 自 動 車 取 得 税 及

び 自 動 車 税 と し て 」 と す る 。

３ 栃 木 県 自 動 車 取 得 税 ・ 自 動 車 税 納 税 証 紙

特 別 会 計 に 係 る 平 成 三 十 一 年 度 の 収 入 及 び

支 出 並 び に 決 算 に 関 し て は 、 前 項 の 規 定 に

よ り 読 み 替 え て 適 用 さ れ る 新 特 別 会 計 設 置

条 例 の 規 定 の 例 に よ る 。

第 六 条 ～ 第 九 条 略 第 七 条 ～ 第 十 条 略

（ 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 一 部 改 正 ）

第 三 条 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 栃 木 県 条 例 第 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 特 別 会 計 の 名 称 等 ） （ 特 別 会 計 の 名 称 等 ）

第 二 条 特 別 会 計 の 名 称 、 事 業 の 内 容 又 は 設 第 二 条 特 別 会 計 の 名 称 、 事 業 の 内 容 又 は 設

置 の 理 由 及 び 歳 入 歳 出 は 、 次 に 掲 げ る と お 置 の 理 由 及 び 歳 入 歳 出 は 、 次 に 掲 げ る と お

り と す る 。 り と す る 。

名 称

事 業 の 内 容 又

歳 入 歳 出 名 称

事 業 の 内 容 又

歳 入 歳 出

は 設 置 の 理 由 は 設 置 の 理 由

略 略

栃 木 県 用 略 略 略 栃 木 県 用 略 略 略

地 先 行 取 地 先 行 取

得 事 業 特 得 事 業 特

別 会 計 別 会 計

栃 木 県 自 自 動 車 取 得 税 自 動 車 自 動 車

動 車 取 得 及 び 自 動 車 税 取 得 税 取 得 税

税 ・ 自 動 に 係 る 栃 木 県 及 び 自 及 び 自

車 税 納 税 納 税 証 紙 に 係 動 車 税 動 車 税

証 紙 特 別 る 証 紙 代 金 収 納 税 証 と し て

会 計 納 計 器 の 始 動 紙 収 入 の 一 般
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──────────────────────────────────────────

──────────────────────────────────────────

──────────────────────────────────────────

（ 税 務 課 ）

0
0

00

栃 木 県 条 例 第 十 五 号

栃 木 県 東 日 本 大 震 災 復 興 推 進 基 金 条 例 を 廃 止 す る 条 例

栃 木 県 東 日 本 大 震 災 復 興 推 進 基 金 条 例 （ 平 成 二 十 三 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 五 号 ） は 、 廃 止 す

る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 三 月 三 十 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 総 合 政 策 課 ）

00

栃 木 県 条 例 第 十 六 号

栃 木 県 育 英 基 金 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 を 廃 止 す る 条 例

栃 木 県 育 英 基 金 の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 四 十 一 年 栃 木 県 条 例 第 四 号 ） は 、 廃 止 す

る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 三 月 三 十 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 文 書 学 事 課 ）

票 札 の 交 付 代 会 計 繰

金 と 県 税 収 入 出 金

と の 経 理 を 明0
0

確 に す る た め

略 略

（ 栃 木 県 低 開 発 地 域 工 業 開 発 地 区 に お け る 県 税 の 課 税 免 除 に 関 す る 条 例 の 廃 止 ）

第 四 条 栃 木 県 低 開 発 地 域 工 業 開 発 地 区 に お け る 県 税 の 課 税 免 除 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃

木 県 条 例 第 五 十 一 号 ） は 、 廃 止 す る 。

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二 条 、 第 四 条 及 び 附 則 第 三

項 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）

２ 栃 木 県 自 動 車 取 得 税 ・ 自 動 車 税 納 税 証 紙 特 別 会 計 に 係 る 平 成 三 十 年 度 の 収 入 及 び 支 出 並 び

に 決 算 に 関 し て は 、 第 三 条 の 規 定 に よ る 改 正 後 の 栃 木 県 特 別 会 計 設 置 条 例 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 栃 木 県 過 疎 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 免 除 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 ）

３ 栃 木 県 過 疎 地 域 に お け る 県 税 の 課 税 免 除 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃 木 県 条 例 第 三 十 三

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 製 造 の 事 業 等 を 行 う 者 に 対 す る 県 税 の 課 （ 製 造 の 事 業 等 を 行 う 者 に 対 す る 県 税 の 課

税 免 除 ） 税 免 除 ）

第 二 条 知 事 は 、 過 疎 地 域 内 に お い て 過 疎 地 第 二 条 知 事 は 、 過 疎 地 域 内 に お い て 過 疎 地

域 自 立 促 進 特 別 措 置 法 第 三 十 一 条 の 地 方 税 域 自 立 促 進 特 別 措 置 法 第 三 十 一 条 の 地 方 税

の 課 税 免 除 又 は 不 均 一 課 税 に 伴 う 措 置 が 適 の 課 税 免 除 又 は 不 均 一 課 税 に 伴 う 措 置 が 適

用 さ れ る 場 合 等 を 定 め る 省 令 （ 平 成 十 二 年 用 さ れ る 場 合 等 を 定 め る 省 令 （ 平 成 十 二 年

自 治 省 令 第 二 十 号 。 以 下 こ の 条 に お い て 自 治 省 令 第 二 十 号 。 以 下 こ の 条 に お い て

「 省 令 」 と い う 。 ） 第 一 条 第 一 号 イ に 規 定 「 省 令 」 と い う 。 ） 第 一 条 第 一 号 イ に 規 定

す る 特 別 償 却 設 備 （ 以 下 「 特 別 償 却 設 備 」 す る 特 別 償 却 設 備 （ 以 下 「 特 別 償 却 設 備 」

と い う 。 ） を 新 設 し 、 又 は 増 設 し た 者 と い う 。 ） を 新 設 し 、 又 は 増 設 し た 者 （ 栃

木 県 低 開 発 地 域 工 業 開 発 地 区 に お け る 県 税

の 課 税 免 除 に 関 す る 条 例 （ 平 成 十 二 年 栃 木

県 条 例 第 五 十 二 号 ） の 規 定 に よ り 県 税 の 課

に 対 し 、 次 の 税 免 除 を 受 け た 者 を 除 く 。 ） に 対 し 、 次 の

各 号 に 掲 げ る 県 税 に つ い て 当 該 各 号 に 定 め 各 号 に 掲 げ る 県 税 に つ い て 当 該 各 号 に 定 め

る 課 税 を 免 除 す る こ と が で き る 。 る 課 税 を 免 除 す る こ と が で き る 。

一 ～ 三 略 一 ～ 三 略
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児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 七

号 ） の 全 部 を 改 正 す る 。

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第

四 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る も の と

す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お け る 用 語 の 意 義 は 、 法 の 例 に よ る 。

（ 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 ）

第 三 条 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 は 、 次 条 及 び 第 五 条 に 定 め る も の を 除 く ほ

か 、 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第 六 十 三 号 。 以 下

「 省 令 」 と い う 。 ） （ 省 令 の 改 正 に 係 る 経 過 措 置 に 関 す る 規 定 を 含 む 。 ） の 定 め る と こ ろ に

よ る 。

（ 非 常 災 害 対 策 ）

第 四 条 児 童 福 祉 施 設 は 、 震 災 、 風 水 害 、 火 災 そ の 他 の 非 常 災 害 （ 以 下 「 非 常 災 害 」 と い

う 。 ） に 備 え る た め 、 周 辺 の 地 域 の 環 境 及 び 入 所 し て い る 者 の 特 性 等 を 踏 ま え 、 入 所 し て い

る 者 の 安 全 の 確 保 の た め の 体 制 及 び 避 難 の 方 法 等 を 定 め た 具 体 的 な 計 画 を 策 定 し な け れ ば な

ら な い 。

２ 児 童 福 祉 施 設 は 、 前 項 の 計 画 に 基 づ き 、 非 常 災 害 時 の 関 係 機 関 へ の 通 報 及 び 関 係 機 関 と の

連 携 並 び に 入 所 し て い る 者 の 円 滑 な 避 難 誘 導 に 必 要 な 体 制 を 整 備 し 、 こ れ ら を 定 期 的 に 職

員 、 入 所 し て い る 者 等 に 周 知 し な け れ ば な ら な い 。

３ 児 童 福 祉 施 設 は 、 軽 便 消 火 器 等 の 消 火 用 具 、 非 常 口 そ の 他 非 常 災 害 に 際 し て 必 要 な 設 備 を

設 け る と と も に 、 非 常 災 害 に 対 す る 不 断 の 注 意 及 び 訓 練 を す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

４ 児 童 福 祉 施 設 は 、 前 項 の 訓 練 の う ち 避 難 及 び 消 火 の 訓 練 は 、 毎 月 一 回 以 上 行 わ な け れ ば な

ら な い 。

５ 児 童 福 祉 施 設 は 、 第 一 項 の 計 画 を 定 期 的 に 検 証 し 、 必 要 に 応 じ て 見 直 し を 行 わ な け れ ば な

ら な い 。

（ 人 権 の 擁 護 等 に 関 す る 措 置 ）

第 五 条 児 童 福 祉 施 設 は 、 入 所 し て い る 者 の 人 権 の 擁 護 、 虐 待 の 防 止 等 の た め 、 責 任 者 の 設 置

そ の 他 の 必 要 な 体 制 の 整 備 を 行 う と と も に 、 そ の 職 員 に 対 す る 研 修 の 実 施 そ の 他 の 必 要 な 措

置 を 講 ず る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 六 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。
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附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。0
0

（ 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

２ 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年

栃 木 県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 従 業 者 及 び そ の 員 数 ） （ 従 業 者 及 び そ の 員 数 ）

第 六 条 指 定 児 童 発 達 支 援 の 事 業 を 行 う 者 第 六 条 指 定 児 童 発 達 支 援 の 事 業 を 行 う 者

（ 以 下 「 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 」 と い （ 以 下 「 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 」 と い

う 。 ） が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 指 う 。 ） が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 指

定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 と い う 。 ） （ 児 童 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 と い う 。 ） （ 児 童

発 達 支 援 セ ン タ ー で あ る も の を 除 く 。 以 下 発 達 支 援 セ ン タ ー で あ る も の を 除 く 。 以 下

こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に 置 く べ き 従 業 者 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に 置 く べ き 従 業 者

及 び そ の 員 数 は 、 次 の と お り と す る 。 及 び そ の 員 数 は 、 次 の と お り と す る 。

一 児 童 指 導 員 （ 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 一 児 童 指 導 員 （ 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び

運 営 に 関 す る 基 準 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二

令 第 六 十 三 号 。 以 下 「 児 童 福 祉 施 設 基 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 七 号 。 以 下 「 児

準 」 と い う 。 ） 第 二 十 一 条 第 六 項 童 福 祉 施 設 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 十

に 規 定 す る 児 童 指 導 員 を い 九 条 第 六 項 に 規 定 す る 児 童 指 導 員 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 保 育 士 又 は 障 害 福 祉 う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 保 育 士 又 は 障 害 福 祉

サ ー ビ ス 経 験 者 （ 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 サ ー ビ ス 経 験 者 （ 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十

二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） の 規 定 に よ る 高 等 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） の 規 定 に よ る 高 等

学 校 若 し く は 中 等 教 育 学 校 を 卒 業 し た 学 校 若 し く は 中 等 教 育 学 校 を 卒 業 し た

者 、 同 法 第 九 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 大 者 、 同 法 第 九 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 大

学 へ の 入 学 を 認 め ら れ た 者 若 し く は 通 常 学 へ の 入 学 を 認 め ら れ た 者 若 し く は 通 常

の 課 程 に よ る 十 二 年 の 学 校 教 育 を 修 了 し の 課 程 に よ る 十 二 年 の 学 校 教 育 を 修 了 し

た 者 （ 通 常 の 課 程 以 外 の 課 程 に よ り こ れ た 者 （ 通 常 の 課 程 以 外 の 課 程 に よ り こ れ

に 相 当 す る 学 校 教 育 を 修 了 し た 者 を 含 に 相 当 す る 学 校 教 育 を 修 了 し た 者 を 含

む 。 ） 又 は 文 部 科 学 大 臣 が こ れ と 同 等 以 む 。 ） 又 は 文 部 科 学 大 臣 が こ れ と 同 等 以

上 の 資 格 を 有 す る と 認 定 し た 者 で あ っ 上 の 資 格 を 有 す る と 認 定 し た 者 で あ っ

て 、 二 年 以 上 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 に て 、 二 年 以 上 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 に

従 事 し た も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 指 従 事 し た も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 指

定 児 童 発 達 支 援 の 単 位 ご と に 、 そ の 提 供 定 児 童 発 達 支 援 の 単 位 ご と に 、 そ の 提 供

を 行 う 時 間 帯 を 通 じ て 専 ら 当 該 指 定 児 童 を 行 う 時 間 帯 を 通 じ て 専 ら 当 該 指 定 児 童

発 達 支 援 の 提 供 に 当 た る 児 童 指 導 員 、 保 発 達 支 援 の 提 供 に 当 た る 児 童 指 導 員 、 保

育 士 又 は 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 者 の 合 計 育 士 又 は 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 者 の 合 計

数 が 、 次 に 掲 げ る 障 害 児 の 数 の 区 分 に 応 数 が 、 次 に 掲 げ る 障 害 児 の 数 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 数 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 数

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略

00

栃 木 県 条 例 第 十 七 号

児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例

児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 七

号 ） の 全 部 を 改 正 す る 。

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 百 六 十 四 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第

四 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る も の と

す る 。

（ 定 義 ）

第 二 条 こ の 条 例 に お け る 用 語 の 意 義 は 、 法 の 例 に よ る 。

（ 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 ）

第 三 条 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 は 、 次 条 及 び 第 五 条 に 定 め る も の を 除 く ほ

か 、 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 令 第 六 十 三 号 。 以 下

「 省 令 」 と い う 。 ） （ 省 令 の 改 正 に 係 る 経 過 措 置 に 関 す る 規 定 を 含 む 。 ） の 定 め る と こ ろ に

よ る 。

（ 非 常 災 害 対 策 ）

第 四 条 児 童 福 祉 施 設 は 、 震 災 、 風 水 害 、 火 災 そ の 他 の 非 常 災 害 （ 以 下 「 非 常 災 害 」 と い

う 。 ） に 備 え る た め 、 周 辺 の 地 域 の 環 境 及 び 入 所 し て い る 者 の 特 性 等 を 踏 ま え 、 入 所 し て い

る 者 の 安 全 の 確 保 の た め の 体 制 及 び 避 難 の 方 法 等 を 定 め た 具 体 的 な 計 画 を 策 定 し な け れ ば な

ら な い 。

２ 児 童 福 祉 施 設 は 、 前 項 の 計 画 に 基 づ き 、 非 常 災 害 時 の 関 係 機 関 へ の 通 報 及 び 関 係 機 関 と の

連 携 並 び に 入 所 し て い る 者 の 円 滑 な 避 難 誘 導 に 必 要 な 体 制 を 整 備 し 、 こ れ ら を 定 期 的 に 職

員 、 入 所 し て い る 者 等 に 周 知 し な け れ ば な ら な い 。

３ 児 童 福 祉 施 設 は 、 軽 便 消 火 器 等 の 消 火 用 具 、 非 常 口 そ の 他 非 常 災 害 に 際 し て 必 要 な 設 備 を

設 け る と と も に 、 非 常 災 害 に 対 す る 不 断 の 注 意 及 び 訓 練 を す る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

４ 児 童 福 祉 施 設 は 、 前 項 の 訓 練 の う ち 避 難 及 び 消 火 の 訓 練 は 、 毎 月 一 回 以 上 行 わ な け れ ば な

ら な い 。

５ 児 童 福 祉 施 設 は 、 第 一 項 の 計 画 を 定 期 的 に 検 証 し 、 必 要 に 応 じ て 見 直 し を 行 わ な け れ ば な

ら な い 。

（ 人 権 の 擁 護 等 に 関 す る 措 置 ）

第 五 条 児 童 福 祉 施 設 は 、 入 所 し て い る 者 の 人 権 の 擁 護 、 虐 待 の 防 止 等 の た め 、 責 任 者 の 設 置

そ の 他 の 必 要 な 体 制 の 整 備 を 行 う と と も に 、 そ の 職 員 に 対 す る 研 修 の 実 施 そ の 他 の 必 要 な 措

置 を 講 ず る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。

（ 規 則 へ の 委 任 ）

第 六 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 規 則 で 定 め る 。
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二 児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 （ 児 童 福 祉 施 二 児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 （ 児 童 福 祉 施

設 基 準 第 四 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 児 設 基 準 条 例 第 七 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 児

童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 を い う 。 以 下 同 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 を い う 。 以 下 同 0
0

じ 。 ） 一 人 以 上 じ 。 ） 一 人 以 上

２ ～ ７ 略 ２ ～ ７ 略

（ 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

３ 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年

栃 木 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 五 条 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に 置 く べ 第 五 条 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に 置 く べ

き 従 業 者 及 び そ の 員 数 は 、 次 の と お り と す き 従 業 者 及 び そ の 員 数 は 、 次 の と お り と す

る 。 た だ し 、 四 十 人 以 下 の 障 害 児 を 入 所 さ る 。 た だ し 、 四 十 人 以 下 の 障 害 児 を 入 所 さ

せ る 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に あ っ て は せ る 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に あ っ て は

第 四 号 の 栄 養 士 を 、 調 理 業 務 の 全 部 を 委 託 第 四 号 の 栄 養 士 を 、 調 理 業 務 の 全 部 を 委 託

す る 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に あ っ て は す る 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に あ っ て は

第 五 号 の 調 理 員 を 置 か な い こ と が で き る 。 第 五 号 の 調 理 員 を 置 か な い こ と が で き る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 児 童 指 導 員 （ 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 三 児 童 指 導 員 （ 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び

運 営 に 関 す る 基 準 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二

令 第 六 十 三 号 。 以 下 「 児 童 福 祉 施 設 基 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 七 号 。 以 下 「 児

準 」 と い う 。 ） 第 二 十 一 条 第 六 項 童 福 祉 施 設 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 十

に 規 定 す る 児 童 指 導 員 を い 九 条 第 六 項 に 規 定 す る 児 童 指 導 員 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 保 育 士 次 の と お う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 保 育 士 次 の と お

り と す る こ と 。 り と す る こ と 。

イ ～ ハ 略 イ ～ ハ 略

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

六 児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 （ 児 童 福 祉 施 六 児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 （ 児 童 福 祉 施

設 基 準 第 四 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 児 設 基 準 条 例 第 七 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 児

童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 を い う 。 以 下 同 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） 一 人 以 上 じ 。 ） 一 人 以 上

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ こ ど も 政 策 課 ）

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。0
0

（ 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

２ 指 定 通 所 支 援 の 事 業 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年

栃 木 県 条 例 第 二 十 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

（ 従 業 者 及 び そ の 員 数 ） （ 従 業 者 及 び そ の 員 数 ）

第 六 条 指 定 児 童 発 達 支 援 の 事 業 を 行 う 者 第 六 条 指 定 児 童 発 達 支 援 の 事 業 を 行 う 者

（ 以 下 「 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 」 と い （ 以 下 「 指 定 児 童 発 達 支 援 事 業 者 」 と い

う 。 ） が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 指 う 。 ） が 当 該 事 業 を 行 う 事 業 所 （ 以 下 「 指

定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 と い う 。 ） （ 児 童 定 児 童 発 達 支 援 事 業 所 」 と い う 。 ） （ 児 童

発 達 支 援 セ ン タ ー で あ る も の を 除 く 。 以 下 発 達 支 援 セ ン タ ー で あ る も の を 除 く 。 以 下

こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に 置 く べ き 従 業 者 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） に 置 く べ き 従 業 者

及 び そ の 員 数 は 、 次 の と お り と す る 。 及 び そ の 員 数 は 、 次 の と お り と す る 。

一 児 童 指 導 員 （ 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 一 児 童 指 導 員 （ 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び

運 営 に 関 す る 基 準 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二

令 第 六 十 三 号 。 以 下 「 児 童 福 祉 施 設 基 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 七 号 。 以 下 「 児

準 」 と い う 。 ） 第 二 十 一 条 第 六 項 童 福 祉 施 設 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 十

に 規 定 す る 児 童 指 導 員 を い 九 条 第 六 項 に 規 定 す る 児 童 指 導 員 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 保 育 士 又 は 障 害 福 祉 う 。 以 下 同 じ 。 ） 、 保 育 士 又 は 障 害 福 祉

サ ー ビ ス 経 験 者 （ 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 サ ー ビ ス 経 験 者 （ 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十

二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） の 規 定 に よ る 高 等 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） の 規 定 に よ る 高 等

学 校 若 し く は 中 等 教 育 学 校 を 卒 業 し た 学 校 若 し く は 中 等 教 育 学 校 を 卒 業 し た

者 、 同 法 第 九 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 大 者 、 同 法 第 九 十 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 大

学 へ の 入 学 を 認 め ら れ た 者 若 し く は 通 常 学 へ の 入 学 を 認 め ら れ た 者 若 し く は 通 常

の 課 程 に よ る 十 二 年 の 学 校 教 育 を 修 了 し の 課 程 に よ る 十 二 年 の 学 校 教 育 を 修 了 し

た 者 （ 通 常 の 課 程 以 外 の 課 程 に よ り こ れ た 者 （ 通 常 の 課 程 以 外 の 課 程 に よ り こ れ

に 相 当 す る 学 校 教 育 を 修 了 し た 者 を 含 に 相 当 す る 学 校 教 育 を 修 了 し た 者 を 含

む 。 ） 又 は 文 部 科 学 大 臣 が こ れ と 同 等 以 む 。 ） 又 は 文 部 科 学 大 臣 が こ れ と 同 等 以

上 の 資 格 を 有 す る と 認 定 し た 者 で あ っ 上 の 資 格 を 有 す る と 認 定 し た 者 で あ っ

て 、 二 年 以 上 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 に て 、 二 年 以 上 障 害 福 祉 サ ー ビ ス の 事 業 に

従 事 し た も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 指 従 事 し た も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） 指

定 児 童 発 達 支 援 の 単 位 ご と に 、 そ の 提 供 定 児 童 発 達 支 援 の 単 位 ご と に 、 そ の 提 供

を 行 う 時 間 帯 を 通 じ て 専 ら 当 該 指 定 児 童 を 行 う 時 間 帯 を 通 じ て 専 ら 当 該 指 定 児 童

発 達 支 援 の 提 供 に 当 た る 児 童 指 導 員 、 保 発 達 支 援 の 提 供 に 当 た る 児 童 指 導 員 、 保

育 士 又 は 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 者 の 合 計 育 士 又 は 障 害 福 祉 サ ー ビ ス 経 験 者 の 合 計

数 が 、 次 に 掲 げ る 障 害 児 の 数 の 区 分 に 応 数 が 、 次 に 掲 げ る 障 害 児 の 数 の 区 分 に 応

じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 数 じ 、 そ れ ぞ れ 次 に 定 め る 数

イ ・ ロ 略 イ ・ ロ 略
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栃 木 県 条 例 第 十 八 号

栃 木 県 議 会 委 員 会 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

栃 木 県 議 会 委 員 会 条 例 （ 昭 和 三 十 七 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す

る 。
次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改 正

す る 。

改 正 後 改 正 前

附 則 附 則

１ ～ ３ 略 １ ～ ３ 略

４ 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 平 成 三 十 五 年

三 月 三 十 一 日 ま で の 間 に お け る 第 二 条 の 規

定 の 適 用 に つ い て は 、 同 条 第 一 号 中 「 経 営

管 理 部 」 と あ る の は 、 「 経 営 管 理 部 、 国

体 ・ 障 害 者 ス ポ ー ツ 大 会 局 」 と す る 。

附 則

こ の 条 例 は 、 平 成 三 十 一 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 議 会 事 務 局 ）

二 児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 （ 児 童 福 祉 施 二 児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 （ 児 童 福 祉 施

設 基 準 第 四 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 児 設 基 準 条 例 第 七 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 児

童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 を い う 。 以 下 同 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 を い う 。 以 下 同 0
0

じ 。 ） 一 人 以 上 じ 。 ） 一 人 以 上

２ ～ ７ 略 ２ ～ ７ 略

（ 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 の 一 部 改 正 ）

３ 指 定 障 害 児 入 所 施 設 等 の 人 員 、 設 備 及 び 運 営 に 関 す る 基 準 等 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二 十 五 年

栃 木 県 条 例 第 二 十 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

次 の 表 の 改 正 前 の 欄 に 掲 げ る 規 定 を 同 表 の 改 正 後 の 欄 に 掲 げ る 規 定 に 傍 線 で 示 す よ う に 改

正 す る 。

改 正 後 改 正 前

第 五 条 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に 置 く べ 第 五 条 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に 置 く べ

き 従 業 者 及 び そ の 員 数 は 、 次 の と お り と す き 従 業 者 及 び そ の 員 数 は 、 次 の と お り と す

る 。 た だ し 、 四 十 人 以 下 の 障 害 児 を 入 所 さ る 。 た だ し 、 四 十 人 以 下 の 障 害 児 を 入 所 さ

せ る 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に あ っ て は せ る 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に あ っ て は

第 四 号 の 栄 養 士 を 、 調 理 業 務 の 全 部 を 委 託 第 四 号 の 栄 養 士 を 、 調 理 業 務 の 全 部 を 委 託

す る 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に あ っ て は す る 指 定 福 祉 型 障 害 児 入 所 施 設 に あ っ て は

第 五 号 の 調 理 員 を 置 か な い こ と が で き る 。 第 五 号 の 調 理 員 を 置 か な い こ と が で き る 。

一 ・ 二 略 一 ・ 二 略

三 児 童 指 導 員 （ 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び 三 児 童 指 導 員 （ 児 童 福 祉 施 設 の 設 備 及 び

運 営 に 関 す る 基 準 （ 昭 和 二 十 三 年 厚 生 省 運 営 に 関 す る 基 準 を 定 め る 条 例 （ 平 成 二

令 第 六 十 三 号 。 以 下 「 児 童 福 祉 施 設 基 十 五 年 栃 木 県 条 例 第 二 十 七 号 。 以 下 「 児

準 」 と い う 。 ） 第 二 十 一 条 第 六 項 童 福 祉 施 設 基 準 条 例 」 と い う 。 ） 第 二 十

に 規 定 す る 児 童 指 導 員 を い 九 条 第 六 項 に 規 定 す る 児 童 指 導 員 を い

う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 保 育 士 次 の と お う 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 保 育 士 次 の と お

り と す る こ と 。 り と す る こ と 。

イ ～ ハ 略 イ ～ ハ 略

四 ・ 五 略 四 ・ 五 略

六 児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 （ 児 童 福 祉 施 六 児 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 （ 児 童 福 祉 施

設 基 準 第 四 十 九 条 第 一 項 に 規 定 す る 児 設 基 準 条 例 第 七 十 条 第 一 項 に 規 定 す る 児

童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 を い う 。 以 下 同 童 発 達 支 援 管 理 責 任 者 を い う 。 以 下 同

じ 。 ） 一 人 以 上 じ 。 ） 一 人 以 上

２ ・ ３ 略 ２ ・ ３ 略

（ こ ど も 政 策 課 ）


